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　あとがき


　特別付録　アイの丘






















　アイは土曜の朝に死んだ。

















　結局は
魔
 ま
 女
 じよ

 の言うとおりだった。

　
銀の弾丸
 アリス

 は、
世
 ア
 界
 イ

 を
壊
 こわ

 すまで止まらなかった。





　人は死ぬと、あめ玉一つ分くらい軽くなるのだという。

　それは
魂
 たましい

 の重さだとか、意志の力が失われるからだと言われている。

　私はどうだろう。あめ玉ひとつぶんくらい、軽くなったのだろうか。

　それはすこしこまる、と思う。こんなことを言うと
怒
 おこ

 る人もいるかもしれないが、私はべつにダイエットなんかしたくないのだ。むしろもうちょっと体重をつけたいくらいだ。

　具体的に言えばあと十キロくらい。それに
背
 せ
 丈
 たけ

 もまだまだ足りない。あと三十センチは
伸
 の

 びて欲しい。

　いや、

　それももう、欲しかったと、過去形で言うのが正しいのだろう。

　私の背はもう伸びず、私の体重はもう増えない。魂はあめ玉一つ分だけ軽くなって、どこかにぽっかり穴が開いてる。けれど体は冷たく重く、骨が
軋
 きし

 んで、肉が
擦
 こす

 れる音がする。熱くも冷たくもない。つらくも悲しくもない。

　でも、それでも、

　
無
 む
 性
 しよう

 に、わけも無く、申し訳なくなってしまう。

　すみませんと、
誰
 だれ

 かに謝りたくなってしまう。





　お父様。

　お母様。





　ごめんなさい。





　
貴方
 あなた

 たちはきっと、こんな結末など望んではいなかったのに、私は止まることができませんでした。





　ユリーさん。

　
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 さん。





　ごめんなさい。





　ディーさん。

　アリスさん。





　ごめんなさい。





　でも、
後
 こう
 悔
 かい

 はしていないんです。





　そのことが一番、ごめんなさい。











　いつもの
枕
 まくら

 じゃない。そう気づいた
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、アイは目覚めた。

「……はえ？」

　
唐
 とう
 突
 とつ

 にもたらされた
覚
 かく
 醒
 せい

 はまるっきり夢の続きのようで正体がつかめず、分厚い枕はちょっとこれが
寝
 しん
 具
 ぐ

 だとは簡単に信じられないくらい
硬
 かた

 くて「さっさと出て行け」と言われているような気さえした。

　
布
 ふ
 団
 とん

 も、毛布も、それどころか
天
 てん
 井
 じよう

 さえ知らない景色。そのなかで、アイはゆっくりと体を起こす。

「……ここは……」

　そこは広々とした殺風景な空間だった。からっぽの
寝
 しん
 台
 だい

 がいくつも並び、銀色のストレッチャーがほったらかしのまま転がっている。空気は冷たく、広い室内は
乾
 かん
 燥
 そう

 しきって
喉
 のど

 に
障
 さわ

 った。窓の向こうはいまにも雪になりそうな、どんよりとした
曇
 くも

 り空だ。

　やけに静か。

　まるで音が消えたよう。

　そう思うと本当にそうなってしまったような気がして、アイは「こほん」とわざとらしく
咳
 せき
 払
 ばら

 いをしてみた。幸いなことに──そして当たり前なことに──音は消えてなどおらず、
乾
 かわ

 いた咳はすこしだけ喉に
絡
 から

 んで空気を打った。

「えっと……」

　耳が痛くなるような
沈
 ちん
 黙
 もく

 の中、むき出しの電球がひとつ
揺
 ゆ

 れている。

「私、なんでこんなとこにいるんでしたっけ？」

　心当たりが一つもない部屋を
見
 み
 渡
 わた

 して、アイはこてりと小首を
傾
 かし

 げた。仕方がない。とりあえずここ数日の
記
 き
 憶
 おく

 を順番に思い出してみることにする。まず、

「まず──そう、ナインさんの事ですね」

　──事の始まりは魔女の
娘
 むすめ

 こと、ナイン・サイカヴァッティがこの街にやってきたことだった。黒面から現れた、
髪
 かみ

 も
肌
 はだ

 も真っ白な女の子。彼女は魔女から受け
継
 つ

 いだ
膨
 ぼう
 大
 だい

 な力をそそぎこんで、世界を救おうとしたのだ。

　だが
万
 ばん
 能
 のう

 の力を持っていても、あくまで個人でしかないナインには世界を救うことなど出来ず、彼女は逆に世界を
滅
 ほろ

 ぼす存在となってしまった。

　それを打ち破ったのはアリスだった。

　彼は自分自身の能力を極限まで深化
 させて「悪を
滅
 めつ

 する銀の
弾
 だん
 丸
 がん

 」へと変じ、ナインの夢と
対
 つい
 消
 しよう
 滅
 めつ

 することで「世界を救う」ことを
成
 じよう
 就
 じゆ

 させようとした。ところが……、

「……ふふん。そうでした」

　にへっ、とアイは笑ってしまう。少しずつ思い出してきた。最終局面のあのとき、自分は銀の弾丸に変じたアリスの前に飛び出して、その体を受け止めたのだ。

　そして、なにも解決はしなかったが、戦いはひとまず終わった。

　一番覚えているのはその景色だった。

　アリスの
膝
 ひざ

 で目を覚まして、泣きながら謝るナインを許した、

　
黄昏
 たそがれ

 に似た朝日を浴びて、心が秋空に吸い込まれたあの日の朝。

　あれからみんなで街へ帰ったのだ。
妙
 みよう

 に
高
 こう
 揚
 よう

 して、テンション高くて、アイはヘコんでいるナインを
励
 はげ

 ましたり、乾いているアリスの
頰
 ほお

 になんだかんだしてやったりしたのだ。そう、それで
駆
 か

 け足で街に
戻
 もど

 って、ユリーの車に乗って、それで、

　それで、

　それで？

「あれ？　それでどうしたんでしたっけ？」

　そこからの記憶がなぜかひどく
曖
 あい
 昧
 まい

 だった。アリスの膝枕で目覚めたのは覚えている。ナインと話をして妙にテンションが高くなってしまったのもわかる。でもそれから……それから……。

「うーん」

　
駄
 だ
 目
 め

 だ。思い出せない。

「まあ、でもいいです。あとで誰かに聞けば思い出すでしょう」

　その「誰か」がいないのが当面の問題だ。

「…………
 あのー。ごめんくださーい」

　アイは寝台の上から人を呼んだ。大きいような小さいような
中
 ちゆう
 途
 と
 半
 はん
 端
 ぱ

 な声量だった。いや、だって、あんまり大きな声を出したら怒られるかもしれない。自分には以前、死者のお
姫
 ひめ
 様
 さま

 のおうちに遊びに行って「ウッラー！　遊びましょー！」と声をかけてえらい
顰
 ひん
 蹙
 しゆく

 を買った過去があるのだ。それに、なんだか喉の調子もよろしくない。

　返事は
静
 せい
 寂
 じやく

 だけだった。

「誰かー!!
 　いませんかー!?
 」

　少しだけ声を大きくして再び呼びかける。だが返事はやはり無かった。

　さて困った。勝手に動き回って怒られてもつまらない、ここはおとなしくしておいたほうがいいかもしれない。

　とはいえ、このままぼーっと過ごすのも性に合わない。なので、アイは部屋の中を観察して
状
 じよう
 況
 きよう

 を推理してみることにした。さしずめ
安
 あん
 楽
 らく
 椅
 い
 子
 す
 探
 たん
 偵
 てい

 ならぬベッド探偵である。

　まずは窓に注目してみる。天気はいよいよ雪が降り出しそうなどんよりとした曇り空だ。時刻は昼すぎ、ということはあれから数時間が
経
 た

 ったのだろう。

　続いて大地の方を見る。正面には寒さをものともせずに燃えさかる
炎
 ほのお

 の
丘
 おか

 がある。その
頂
 いただき

 には今日も元気に異世界へと
繫
 つな

 がる黒面が
浮
 う

 いていた。丘には人々が列をなして、新世界へ向かって
粛
 しゆく
 々
 しゆく

 と行進している。

　その反対側には湖があった。アイは頭の中の地図を広げて今いる場所を計算してみる。するとどうやらここはオスティア南部の議事堂らしい事がわかった。ならば窓の高さも
納
 なつ
 得
 とく

 できる。この辺りでこれくらいの高さがある建物というと議事堂しかないのだから。

「ふふん。なんだかちょっと楽しくなってきましたね」

　名探偵の気分になって、今度は部屋の中を見回してみる。

　殺風景な室内だったが、
流石
 さすが

 になにもないということもなかった。天井には電球がぶら下がっているし、寝台もたくさん並んでいる。そして、なんだかすこし薬品くさい。

　この空気には心当たりがあった。病院だ。どうやらこの部屋はなんらかの
医
 い
 療
 りよう
 施
 し
 設
 せつ

 に使われていたようだ。

「そういえば、議事堂の一部を医務室として開放していると聞いた覚えがあります。と、いうことは、ここはその医務室ですか……」

　さて、これで場所と時間は判明した。

「……問題はどうしてそんな場所に私がいるんでしょう？」

　計算式を書き終わって、アイは最後の答えを考える。記憶を失って、医務室で目覚める。この事から導き出される答えとは……、

「……もしかして私、
倒
 たお

 れた、とかでしょうか。……こほ……」

　そう考えるとどことなく
気
 け
 怠
 だる

 いような感じもする。それになんだか息も
粘
 ねば

 っこい。

「いえいえ、でも、まあ、そうは言っても、それ以外は健康そのものですし、お医者様に
診
 み

 てもらう必要は全然ないですよねー。あははー」

　はっはっはっと、アイはそこらの空気に向かって愛想笑いを浮かべ、その辺の椅子に言い訳を聞かせた。

「……ましてや、注射なんて一本たりとも必要ないですね。いえ、ホントに」

　医務室と言えば注射、注射と言えば医務室、である。……こうしているとなぜだろう、なんだか一刻も早くこの場所から
抜
 ぬ

 け出した方がいい気がしてきた。

　そんなことを考えていた、ときだった。

『……！　──!!
 　…………！
 』

　声が、聞こえた。

「……？　なんでしょう？」

　それも複数人の声だ。彼らは話しながら少しずつこちらに近づいてくる。アイはようやく聞こえてきた他人の声にホッとしつつ、しかしすぐに
眉
 まゆ

 をひそめた。

「──うるさい！　
退
 ど

 けぇ！」

　声は、
怒
 ど
 号
 ごう

 だった。

　なにやら激高した男が一人と、それに、彼を
鎮
 しず

 めようとしている人達がいて、だんだんとこちらに向かってきている。

「ここを通せ！　俺を止めるな！」

　アイは、その声に覚えがあった。と、同時に覚えがなかった。

「父親が娘に会うのを！　なんの権利があって貴様らは止める!!
 」

　その男の声は何度も聞いた事がある。

「うるさい!!
 　
黙
 だま

 れと言うに!!
 」

　だが、これほどまでに痛ましく、
余
 よ
 裕
 ゆう

 のない声は、初めてだった。

　
喧
 けん
 噪
 そう

 はあっという間に部屋の前までやってきて、そして、

「いいからどけぇ!!
 　この
噓
 うそ

 つき共がぁぁぁぁ
 ああ!!
 」

　言葉とともに、入口の
扉
 とびら

 が
蹴
 け
 破
 やぶ

 られた。
赤
 あか
 樫
 がし

 の扉が
弾
 はじ

 け飛び、
蝶
 ちよう
 番
 つがい

 のネジがノミのように
跳
 は

 ねて手元に落ちた。

　その向こうにいたのは、予想通りの人物だった。

「ユリーさん？」

　きょとん、とした表情でアイは言った。

　扉の向こうにいたのはまさしくユリー、その人だった。

　だがその形相は変わり果てていた。目は血走り、
唇
 くちびる

 は乾き、肌は青を通り
越
 こ

 して白く染まって
無
 ぶ
 精
 しよう
 髭
 ひげ

 にも元気がなかった。

　扉の向こうには
他
 ほか

 にも、警備や医者とおぼしき人達がいた。彼らはなんとかしてユリーを止めようと
肩
 かた

 や
腰
 こし

 にしがみついている。

　異様な
緊
 きん
 張
 ちよう

 が三者を
縛
 しば

 る。アイはなにがなんだかわからずに、とりあえずベッドの上でひらひらと手を
振
 ふ

 ってみたりする。医者達はそんなアイを見てなぜかぎょっとしていた。

　ユリーは、

「アイ」

　彼の反応は、もっとも
顕
 けん
 著
 ちよ

 で、複雑だった。

　部屋に入ってきたときのユリーは、まるで
飢
 う

 えた
獣
 けもの

 のようなひどい顔をしていた。ところがその表情はベッドに座るアイを見つけるとたちまち
緩
 ゆる

 んで、

「アイ……」

　そう呼ぶ声は
柔
 やわ

 らかく。顔色は氷が
溶
 と

 けるように柔らかくなっていった。

「アイ……なんとも、ないのか？」

　よろよろと歩み寄った大男はベッドの
端
 はし

 にひざまずいた。

「ええ、そりゃあもちろん」

　アイはコクコクコクコクと力強く
頷
 うなず

 く。

「本当か？　本当に、なんでもないのか？」

「当然です。私は
完
 かん
 璧
 ぺき

 に元気ですよ。……だから、苦いお薬は
要
 い

 りません」

「は……はは、そうだよな……」

「ええ、さらに言えば、注射なんてもってのほかです」

「は……はは……そうだな……はは……」

　
濡
 ぬ

 れた
砂
 すな
 袋
 ぶくろ

 が落ちるように、ユリーは
床
 ゆか

 に膝を落とした。そこまで心配させてしまったのかとアイは流石にちょっと反省する。

「そうだよな……はは……ははははは！」

「ユリーさん？」

「ははははははははは!!
 」

　
突
 とつ
 如
 じよ

 、ユリーは
爆
 ばく
 発
 はつ

 するように笑いだした。
呵
 か
 々
 か

 と、
大
 たい
 笑
 しよう

 を浮かべながらカラクリ人形のように振り返る。

「ほら見たことか噓つき共め！　ははははは！　なんともないじゃないか！」

　扉の向こうに集まった大人たちは苦虫を千
匹
 ひき

 もかみつぶしたような顔で、それでも義務を果たすように
硬
 かた

 い声で答えた。

「……そんなことはないんだユリー。私たちは確かに
確
 かく
 認
 にん

 した──」

「なにをだ!?
 　この
藪
 やぶ

 医者が！　帰れ！　もう帰ってくれ！」

「ユリー！　聞いてくれ！　彼女はもう──」

「黙れ！　いいから帰れ！」

「あ、あのユリーさん？」

　あまりの激高に、アイは思わず声を
掛
 か

 けた。

　あきらかに。なにかがおかしかった。

　ユリーの余裕の無さは
尋
 じん
 常
 じよう

 ではない。これではまるで
猛
 たけ

 り
狂
 くる

 う
羆
 ひぐま

 のようだ。その
激
 げき

 しようはとても言葉が通じるものとは思えなかった。

「ユリーさん？」

「あ。ああ、すまないアイ。うるさくしたな……」

　それなのに彼はアイが呼びかけるだけで、
途
 と
 端
 たん

 に表情を
優
 やさ

 しくした。

「さあ、帰ろう。
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 も、セリカも待ってる……」

「え、ええ、それはいいのですけど……」

　アイはやはり、背後の彼らが気になる。

「私、なにかあったんですか？」

「いや、なにもないよ。……なにも……そうに決まってる……」

「むぅ。
隠
 かく

 すのはヤですよ。教えてください」

「はは……隠してなんかないさ。……ただ君は……そう、
疲
 つか

 れてたんだろうな。それで、少しだけ
寝
 ね

 てたんだよ」

「……寝てた？」

　そんなわけないだろうに。ユリーは分かりやすい噓を
吐
 つ

 く。アイがこの手の噓が
大
 だい
 嫌
 きら

 いだと、知っているはずなのに……。

「ああ、そうだよ。……それより、早く帰ろう。飲まず食わずだったんだ。お
腹
 なか

 もへったろ？　帰って食事にしよう」

　
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 すようにユリーは言った。そういうのはずるいと思うのだが、食事の話を出されるとものすごく弱いアイは「ご飯？」と思わず腹具合のことを考えてしまった。

　ところが、

「……あれ？」

「どうした」

「いえ、なんか、全然お腹すいてないみたいです」

　出来の悪い仮面に
罅
 ひび

 が入るように、ユリーの
笑
 え

 みがヒクリと
震
 ふる

 えた。

「は、はは、そんなことないだろう。どれ、なにか買ってきてやろう。なにがいい？」

「
駄
 だ
 目
 め

 だユリー！　食事なんて絶対駄目だ！　食べたところでもはや害にしか──」

「黙れぇぇぇぇぇ!!

 」

　いきなりだった。

　不用意に近づいてきた男を、ユリーが振り向きざまに
殴
 なぐ

 り飛ばした。

「ユ、ユリーさん!?
 　なにを！」

　あまりのことに、アイは反応すらできなかった。彼がそんな
野
 や
 蛮
 ばん

 な行動に出るなんて信じられなかった。

「
慌
 あわ

 てるな！　落ち着け！」

　
吹
 ふ

 っ飛ばされた男が鼻血を押さえながら
叫
 さけ

 ぶ。

「ユリー！　これ以上は実力で
排
 はい
 除
 じよ

 するぞ！」

「黙れ！　黙れ！　黙れぇぇぇ!!

 」

「駄目だ。
誰
 だれ

 か
麻
 ま
 酔
 すい
 銃
 じゆう

 とってこい！」

「よせ！　落ち着け！　我々が争ってどうする!?
 」

「きえろぉぉぉ!!

 　みんなきえちまえぇぇ！」

「おい！　
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 さん呼んでこい！　あの人しか止められねぇよこれ！」

　全員が『ワッ』と叫び出した。医者達は必死に説得し、ユリーはだまれだまれとわめき続けた。アイはただただ
啞
 あ
 然
 ぜん

 として彼らを見ていた。まるで夢でも見ているよう、ユリーの
狂
 きよう
 態
 たい

 と彼らの混乱がまるで理解できなかった。誰か説明して欲しかった。

　そしてついに、決定的な言葉が飛び出した。

「聞けユリー！　死者にとって最初の目覚めはなによりも重要なんだ！　貴様のしていることはもはや害悪にしかならんぞ！」





　死者。





　その言葉はアイの耳を強く打った。

「死者が出たのですか？」

　聞く。するとユリーも医者達もぴたりと黙った。

　その静まりように、アイは不安になる。いま、この場で主導権を
握
 にぎ

 っているのはユリーなのに、なぜ端にいる自分のつぶやきに注目が集まるのか分からなかった。

「それは大変です。いそがないと──でもどこに？」

　しん、と再び室内は静まりかえった。ユリーも医者達も、なぜかアイの質問に答えてくれずに
沈
 ちん
 黙
 もく

 するばかりだった。

「それは──」

　それでも、医者の一人が
覚
 かく
 悟
 ご

 を決めて顔を上げた、その
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、

「あああああ!!
 」

　全てを
塗
 ぬ

 りつぶすようにユリーが
咆
 ほう
 哮
 こう

 を上げた。

「ああああああ!!
 　あああああああああ!!
 」

　もはや混乱は
渦
 うず

 のよう。

　めぐる狂気は
嵐
 あらし

 のよう。

　ユリーはベッドのそばにしゃがみ込むと
妙
 みよう

 に
弛
 し
 緩
 かん

 した顔つきで言った。

「アイ。帰ろう。いますぐに」

「まってください！　その前に説明してください！」

「ユリー！　やめろ！　彼女に
触
 さわ

 るな！」

「帰ろう。ここは
恐
 おそ

 ろしいところだ。こんなところにいちゃいけない」

　
可
 か
 哀
 わい
 想
 そう

 なくらいユリーは追い
詰
 つ

 められていた。
精
 せい
 悍
 かん

 な顔は子供のように
怯
 おび

 えきって、うつろな
瞳
 ひとみ

 はガラス玉のようだった。

「ユリーさん──」

「かえろう」

　そして、ユリーはアイを
攫
 さら

 おうとした。
奇
 き
 妙
 みよう

 なほど感情を失った彼は義務感だけに
駆
 か

 られて毛布ごと我が子を持ち去ろうとしたのだ。

　アイは、あえて
抵
 てい
 抗
 こう

 しなかった。いまのユリーはあきらかに
普
 ふ
 通
 つう

 ではなく、落ち着く時間を
稼
 かせ

 ぐためならこのまま攫われてもいいと思った。

　だからむしろ自分から
腕
 うで

 を
伸
 の

 ばして、彼の胸に飛び込んだ。

「アイ」

「ユリーさん！　わかりましたから落ち着いて──」

　二人は
互
 たが

 いに互いを
抱
 だ

 きしめ合った。その姿は真実の親子のように愛に
溢
 あふ

 れていた。

　だが、





「キャアアアアアアア!!
 」





　ユリーに
触
 ふ

 れた瞬間、アイは恐るべき痛みにさらされた。

　たまらず、目の前の体を
突
 つ

 き飛ばしてベッドに落ちる。

「……ア、アイ？」

　手を伸ばしたままの姿勢で、ユリーが
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 とつぶやく。

「ご、ごめんなさい。……」

　ハァハァと
荒
 あら

 い息を
吐
 は

 きながら、アイもまた、突き出したままの
掌
 てのひら

 を見た。カタカタと震えるそこには、受けたばかりの
衝
 しよう
 撃
 げき

 がまだ残っていた。

　ユリーは、熱かった。

　それも尋常の熱さではない。手と手が触れあった場所が、まるで
炎
 ほのお

 に触れたように熱を帯びていたのだ。

「ユ、ユリーさん、どうしたんですか？　いったいなにがあってそんな熱く……」

　いいながら、アイは気づいた。気づいてしまった。

　いや、

　
違
 ちが

 う。

　そうではない。

「ア……アイ……？」

　腕を
硬
 こう
 直
 ちよく

 させたまま、ユリーは
己
 おのれ

 の腕を見つめ続けていた。その反応はアイとは正反対のものだった。

　彼の腕にはまるで、氷でも
抱
 いだ

 いたかのようなひどい
鳥
 とり
 肌
 はだ

 が広がっていた。





「…………
 ああ」





　それをみて、アイは全てを理解した。理解してしまった。

「そっか──」

　ユリーの顔がゆがむ。心が通じる。彼はアイが理解したことを理解してしまう。

「やめろ！」

　まるでそれを言ったが最後、仮定が現実になってしまうとばかりに、ユリーはアイの言葉を止めようとした。
怒
 ど
 声
 せい

 で押しつぶし、その口を押さえて、良くないものをどこかに隠して見ない
振
 ふ

 りをしようとした。

　だが
無
 む
 駄
 だ

 だった。全部不毛だった。なぜなら
虚
 きよ
 構
 こう

 こそが現実であり、事態はもうとっくの昔にすべて終わっていたのだから。

「つまり──」











「やめてくれ！」

　逆だ。ユリーが熱いのではない、これはただ単純に、自分が冷たくなったのだ。





　なぜなら──、





「私、死んじゃったんですね……」





　ぽつりとつぶやいて、アイは全てを理解した。





「あああああああああああああああああ!!
 」





　そして、ユリーは発狂した。





　　　　†





　
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 は議事堂の一階で、セリカに乳をあげていた。

「ぁう！」

「はいはい、お
腹
 なか

 いっぱいになりましたか？」

「う！」

「それはよかったですね……まったくもう」

　抱き布を
緩
 ゆる

 めてセリカを持ち上げ、背中をぽんぽんと
叩
 たた

 いてやる。すると、ここ半年でずいぶんと大きくなった赤ん
坊
 ぼう

 は小さなゲップをして、すぐにウトウトと船をこぎ始めた。

　いい気なものだと
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 は思う。まったく誰のせいでこんなに足止めを食ったと思っているのか。

　急ごう。シャツの前を
締
 し

 め、セリカを抱いて、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 はすぐに食堂を出た。いったん外に回って、議事堂本
棟
 とう

 の建物へと向かう。
途
 と
 中
 ちゆう

 、
塔
 とう

 の三階にある、
唯
 ゆい
 一
 いつ

 明かりの
点
 つ

 いた窓を見た。そこにはいまアイと、一足先にいったユリーがいるはずだった。





　アイが
倒
 たお

 れた。





　その知らせを受けとったとき、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 は家で皆の帰りを待っていた。

　本当は探しに行きたかったのだが、セリカを置いてはいけなかった。

　だからせめて、最高の待ちかたをしようと思ったのだ。

　
床
 ゆか

 を
掃
 は

 いて、
玄
 げん
 関
 かん

 を片付け、

　花を生けて、料理を作る。

　どうせみんな腹ぺこで帰ってくるのは分かっていた、だから、食料庫を空にするくらいのつもりで準備をした。ここ半年で学んだレシピを全部作ろうと思った。川
鱒
 ます

 の包み焼き。血と豆のプディング、テール肉のカレー
煮
 に

 、畑
芋
 いも

 の
薄
 うす
 揚
 あ

 げ、まだある。
柔
 やわ

 らかい白パンに
菓
 か
 子
 し

 パンも焼いた。お菓子も作った。スポンジを焼いてクリームを塗り、イチゴの
砂
 さ
 糖
 とう
 漬
 づ

 けをのせてケーキを作った。まだまだある。

　
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 は柔らかい白パンと
一
 いつ
 緒
 しよ

 に
硬
 かた

 い黒パンも焼いた。手の
込
 こ

 んだ料理の裏で、いつも作る
煮
 に
 物
 もの

 を作った。どちらかと言えばアイが
嫌
 きら

 いな野菜漬けも作った。結果、
豪
 ごう
 華
 か

 な
食
 しよく
 卓
 たく

 の横にはびっくりするくらい
素
 そ
 朴
 ぼく

 な料理がちょこんとならんだ。

　でもそれで良かった。
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 にはむしろ、そちらの料理の方が主役に思えた。

　だって、彼らが帰ってくるのは日常なのだから。

　普通にしなくては、
噓
 うそ

 ではないか。

　そして、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 は全てを
完
 かん
 璧
 ぺき

 に仕上げて朝を待った。疑うことはまったくなかった。アイはかならず、なにがなんでもアリスとナインの首根っこを
引
 ひ

 っ
摑
 つか

 んでニコニコ笑って帰ってくるのだと思っていた。

　それなのに……、

「…………
 」

　最初は小走りだった
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 の歩みは、議事堂に近づくにつれて
鈍
 のろ

 くなり、入口につく
頃
 ころ

 にはピタリと止まってしまった。

　知らせは最初『大したことはない』という意味合いだった。事態を解決して、
疲
 つか

 れが出たのだろう、ちょっと医務室によってくる。と、ユリーからの伝言を伝えた青年は言っていた。だから、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 はあくまで待つつもりだった。この家で皆に「おかえりなさい」と言ってやるつもりだった。

　だが昼になっても
誰
 だれ

 かが帰って来ることはなく、仕方なく、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 は議事堂に向かった。

　料理に
布
 ふ
 巾
 きん

 を
掛
 か

 け、明かりを落として家の
扉
 とびら

 を閉めた時、いま思えば、あの時から
嫌
 いや

 な予感はしていた。

　議事堂に着くと案の定ユリーがおかしくなっていた。
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 には「心配ない」「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 だ」と言うばかりで
詳
 くわ

 しい説明はしてくれず、それなのに通りかかる医者には厳しく突っかかって、最後には病室を追い出されてしまった。

　そして、ついさっき、また医者が来て、ユリーにだけなにかを言った。

　聞いた
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、ユリーは立ち上がり、事情を聞く
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 に「心配ない」「大丈夫だ」とだけ言って、去って行った。

　よっぽど追いかけようかと思ったのだが、セリカがぐずついたので仕方なく残ったのだ。

　いや、それは言い訳だ。

　本当は単純に、行きたくなかっただけなのだ。

　
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 は
墓
 はか
 守
 もり

 だ。もはやそうと言える要素の方が少なくなったとはいえ、その能力は一つも
衰
 おとろ

 えていない。体は
強
 きよう
 靭
 じん

 で、死者を
埋
 まい
 葬
 そう

 する力があり、そして……彼らの存在を感じ取る事が出来る。

　
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 はここに来たときからずっと、ひとりの死者を感知していた。場所は北東五十メートル。高さは三十メートルほど上空。

　そこは丁度、アイがいるはずの病室だった。

「…………
 」

　
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 は、自分がなにを感じているのかよく分からなかった。墓守だった頃は、死ぬ、ということについて考えることはまったくなかった。良いとも、悪いとも思っていなかった。

　だが今は？

「…………
 」

　
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 にはやはり、わからない。自分がなにを感じているのか、これからなにを感じるのか、ただ、
漠
 ばく
 然
 ぜん

 とした
忌
 き
 避
 ひ

 感だけが体を
縛
 しば

 って、その歩みを止めている。

　できればずっとここにいたかった。答えなど知らずに家に帰って、ずっとアイを待っていたかった。

　そんなことが出来るはずもないのに。

「
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 さん！　よかった近くにいて！　すぐに来てくれ！」

　階段を
駆
 か

 け下りてきた青年が
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 を見つけて
腕
 うで

 を摑んだ。

「ユリーさんが大変なんだ！　あんたからなんとか言ってくれ！」

「……待ってください」

　
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 は青年の手を
振
 ふ

 り
払
 はら

 って、立ち止まった。

「その前に一つだけ教えてください」

「いいけど……急いでくれよ！　本当に大変なんだ！」

「アイは、死んだのですか？」

　青年の動きがぴたりと止まった。彼はようやく、目の前にいるのがユリーと同じように家族を失った人なのだと気づいた。

「あ……あの……」

「どうなのですか？」

「………………
 はい」

「そう……ですか」

　
瞳
 ひとみ

 を閉じて、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 は一瞬だけ自分がなにを感じているか
探
 さぐ

 ってみた。
怒
 いか

 りか悲しみか、はたまた喜びか楽か。

　その結果を一言でいうのは難しかったが、
強
 し

 いて言うならそれは「心配」という感情になった。

　アイが、泣いていないといいなと、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 は思った。

「あぅ」

　急に目を覚ましたセリカがペチペチと、それこそ
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 を心配するように
頰
 ほお

 を叩いた。返事の代わりに頰を寄せて、ぎゅっと彼女を
抱
 だ

 きしめる。

「行きましょう」

　もう
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 は迷わなかった。

「案内、お願いします」

「は、はい！」

　階段をのぼる。

　自分のことは、もういい、悲しむなら悲しめばいい、傷つくなら傷つけばいい、

　そんなことよりも、はやく彼女に会いに行こう。

　アイに自分を、見せに行こう。





　パン！





　そして
銃
 じゆう
 声
 せい

 が
響
 ひび

 き
渡
 わた

 った。





　　　　†





「来るな！　あっちへ行け！　誰も俺たちに近づくな！」

　ユリーの瞳は
狂
 きよう
 気
 き

 の色に染まっていた。

「落ち着けユリー！　まずは冷静になって──」

「来るなと行ったぞ!!
 」

　無造作に
拳
 けん
 銃
 じゆう

 が引き
抜
 ぬ

 かれ、あっけなく彼らに向けられた。医者達はあまりの暴挙に反応もできず、ただ間抜け
面
 づら

 をさらしている。

　ぱん。

　なんの
躊躇
 ためら

 いもなく引き金が引かれた。その照準は正確無比としか言いようがなく、もしもアイが飛びつかなかったら彼の頭は
砕
 くだ

 けたザクロのようになっていたことだろう。

　ぱん。

　二度目の銃声がこだまして石壁に小さな
弾
 だん
 痕
 こん

 を残した。そうなってもまだ誰も動こうとはしなかった。

「
逃
 に

 げて！」

　腕にしがみついたまま
叫
 さけ

 ぶ。

「早く！」

　医者たちがようやく悲鳴を上げて扉に
殺
 さつ
 到
 とう

 した。ぱん。
裸
 はだか
 電
 でん
 球
 きゆう

 の一つが
弾
 はじ

 ける。ネズミの巣に花火を
放
 ほう

 り込んだがごとき
狂
 きよう
 騒
 そう

 はしかし、あっという間に消え去って、後には火花を上げる銃口だけが残った。

「来るな！　お前も！　お前も！　お前もぉぉぉ!!

 」

　だがユリーの凶行は止まらない。拳銃がそこかしこに向けられては引き金が引かれる。「お前も！」パン！　「お前も！」パン！　「お前も来るなぁぁぁ！
 」　パン！

　それはまるで死んだ子の
遺
 い
 骸
 がい

 を守る
親
 おや
 熊
 ぐま

 のようだった。

「なぜだ！　なぜ〝お前ら〟はそっとしておいてくれない!?
 」

　ガチガチガチと、弾丸はすぐに
撃
 う

 ち
尽
 つ

 くされた。だがユリーは四方八方に銃口を向けて千人も万人も殺せるほど引き金を引く。ガチガチガチ、ガチガチガチガチ、ガチガチガチ、

「いつもそうだ！　いつだってお前達は！　俺の大切なものを
奪
 うば

 っていく！」

　ユリーはぐるぐるぐるぐるする。心がでろでろでろでろする、
魂
 たましい

 がべきべきで、未来がぐにゃぐにゃで、自分がげるげるげるげるする。

　全てを
壊
 こわ

 してしまいたかった。

「なぜだ!?
 　俺がなにをした!?
 　なぜ放っておいてくれなかった!?
 」

　世界に満ちる〝どうしようもないもの〟を
破
 は
 壊
 かい

 したかった。

　ガチ！　ベッドが殺される。

　ガチ！　石壁が殺される。

　ガチ！　電球が殺される。

　ガチガチガチ、ガチガチガチガチガチ。空が殺される、大地が殺される、アイを──
娘
 むすめ

 を
脅
 おびや

 かす全ての存在に銃を向けて引き金を引く。ガチガチガチガチガチガチ！

　全部全部〝あいつら〟のせいだ。そいつは運命とか神とか言う名前をしていて、ちっぽけな幸せや、ささやかな日常すらユリーに許してくれないのだ。いやもっとヒドイ、ちょっとだけ手に取らせて、うらやましがらせて、
欲
 ほ

 しくなった頃に奪い去って二度と返してはくれないのだ。

　そっとしておいて欲しかった。あるいは死んで欲しかった。

　ガチガチガチガチ世界が回る。すべて壊れて
破
 は
 綻
 たん

 する。暖かだった日だまりは二度と元に
戻
 もど

 りはしない。ガチ、
天
 てん
 井
 じよう

 を撃つ、ガチ、窓を撃つ、ガチガチガチガチ世界を撃つ。

「なぜ……なぜだ……なぜ……どうして……」

　最後に銃口は
己
 おのれ

 のこめかみに向けられていた。

　カチ、カチ、カチ、カチ……と、うつろな金音はいつまでも響いた。

「ユリーさんやめて！　お願いだから止まってください！」

　ずっと、アイは叫んでいた。彼の
腰
 こし

 にしがみついて、拳銃を奪おうと手を
伸
 の

 ばしていた。だが暴れ
狂
 くる

 うユリーはそんなアイに気づくことすらなかった。

「この！　えい！　ユリーさん！　こっちを見てください！　ユリーさん！」

　ようやく拳銃をもぎ取って
床
 ゆか

 に放る。銀色の
鉄
 てつ
 塊
 かい

 がカツンと音を立てて床に落ちる。アイは彼の名を呼びながら真っ白になった頰を
手
 て
 荒
 あら

 く
叩
 たた

 いた。するとユリーは一瞬だけきょとんとしたあと、不意に正気づいたように
瞬
 またた

 きをして、

「アイ？」

　とつぶやいた。

「え、ええ、そうです。私ですよ。……落ち着きましたか？」

「いや……」

「え？」

　だがそれは新たな狂気の始まりに過ぎなかった。

　ユリーの顔に
微
 ほほ
 笑
 え

 みに似た何かが形作られ、彼はいった。





「……ノエミ……」





　名前だけは知っている。

　それはユリーの、死んでしまった娘の名だ。

「ち、
違
 ちが

 いますよユリーさん。私はアイです」

「なにを言っているんだアイ。そんなことはわかっている」

「へ？」

「それより急ごう
人食い玩具
 ハンプニーハンバート

 に見つかったら大変だ。ノエミ」

「え？　え？」

　理性的に
育
 はぐく

 まれた狂気が
行
 ぎよう
 儀
 ぎ

 良く回転し始める。壊れた歯車がそれでも動き続けるためになにかを
生
 い

 け
贄
 にえ

 にし始める。発狂した時計が過去をバラバラに切り刻んでひとりでに回転し始めている。

　始まり、終わる。なにかが狂う。

「山に行こう。深い山に、そこで静かに暮らすんだ」

「ユリーさん……」

「なぁに、
人食い玩具
 ハンプニーハンバート

 が来ても、
墓
 はか
 守
 もり

 が来ても、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 だ。お父さんがみんなぶっ殺してやるから」

「
駄
 だ
 目
 め

 ……駄目……ユリーさん」

　アイはフルフルと首を振った。ユリーは泣きたくなるほど
優
 やさ

 しく笑った。

「駄目なものか。……安心しろ。何があろうと、お父さんはお前の味方だ」

「ユリー……さん……」

「さあ行こう」

　力強く
頼
 たの

 もしい
両
 りよう
 腕
 うで

 がしっかりとアイを
抱
 だ

 き上げた。その
肌
 はだ

 は冷気によって総毛だっていたが、なにをどう折り合いをつけたというのか、彼にはもはや、混乱はなかった。

　あるのは
巡
 めぐ

 り始めた狂気のみ。

「駄目……駄目ぇ……」

　やけどしそうなほど熱い腕の中で彼のシャツをぎゅっと
握
 にぎ

 る。

　ユリーが〝向こう〟へ行こうとしている。

　この、厳格で、
真
 ま
 面
 じ
 目
 め

 で、常識を愛する大男が、アイのために〝向こう側〟へ行こうとしている。

　それをアイは止めたかった。だがアイだからこそ、駄目だった。

「ユリー！　止まれ！」

「どけ……」

　
扉
 とびら

 の前に集まった人々に向かって、ユリーが右手を
突
 つ

 き出し人差し指を曲げた。だがもうそこに拳銃はない。アイがもぎ取った銃は部屋の向こうに転がっている。

　それでも、もう
誰
 だれ

 も、安心などしなかった。





「
邪
 じや
 魔
 ま

 する
奴
 やつ

 は殺す」





　
禍
 まが
 々
 まが

 しくねじくれた右手が突き出され、銃口のように真っ黒な
虚
 うつろ

 が青年をにらみつけていた。そしてユリーは過去、何万回も
繰
 く

 り返してきた動作でもって、存在しない
撃
 げき
 鉄
 てつ

 をゆっくりと起こした。

〝かちり〟

　誰もが聞いた。

「最後だ……どけ」

　存在しない銃を大まじめに構える大男を前にして、だが笑うものも茶化すものもいなかった。ユリーの狂気は世界を
侵
 おか

 し、
幻
 げん
 想
 そう

 と現実の
境
 さかい

 は極限まで
薄
 うす

 くなっていた。

「駄目……ユリーさん、駄目ぇ……行かないで……」

　アイは必死で手を伸ばした。だがもはや彼の手から銃を奪うことは誰にもできなかった。ユリーはそのとき、確かに〝化物〟になりかけていた。

　誰にも止めることはできなかった。医者にも、青年にも、そしてアイにも、ユリーの狂気を止めることなどできなかった。

　それができるのはただ一人、





「
退
 ど

 け、とは、私もですか？」





　すみれ色の
瞳
 ひとみ

 をした、壊れた墓守だけだった。





　　　　†





「…………
 
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 ……？」

　もうこれ以上深い混乱は存在しないだろうと思われたユリーの狂気は、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 の登場によってあっさりとその限界を
踏
 ふ

 み
越
 こ

 えた。

「あう！」

　自分もいるぞ！　とセリカが右手を突き上げる。

「…………
 セリカ……」

　ぽかん、と、理性も狂気もなにもかもが
抜
 ぬ

 け落ちた表情でユリーがいう。

「なんですかユリー。その手は？」

「あ、いや、これは……」

　別に危険な事をしていたわけではなく、非難される言われもないだろうに、ユリーは妻に向けていた右手を下ろした。それだけのことで、まるで明かりを向けられた
幽
 ゆう
 霊
 れい

 のように、狂気は
溶
 と

 けて消えてしまった。

　それは壊れた時計を直すために、一度バラバラにする工程に似ていた。ネジやバネにまで分解された時計は、一見するとより破壊されたように見える。だがそれは必要な工程だった。

「入っても、いいですか？」

「あ、ああ、もちろん………………
 いや」

　だが狂った時計はもはや、直ることなど望んでいない。

「……ちょっと、まってくれ」

　狂気の力を失った手が、それでもまだなにかに
縋
 すが

 って手の平を向ける。

「なんでしょう？」

　
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 はぴたりと歩みを止めた。「う！」とアイを見つけて喜んでいるセリカが早く行け、と文句をつける。
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 も同じ気持ちだった。早くアイの元へ行きたかった。行って絶望にゆがんだその顔に
触
 ふ

 れ、頭を
撫
 な

 でてやりたかった。

　だというのに、

　ユリーは信じられないような理由で
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 を止めた。

「
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 ……君は、墓守だったな？」

　最初、その言葉の意味が
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 にはよくわからなかった。そんなどうでもいいことをいま
確
 かく
 認
 にん

 する理由が
把
 は
 握
 あく

 できなかった。

　だが、彼の目を見て理解した。

　
猜
 さい
 疑
 ぎ
 心
 しん

 と
恐
 きよう
 怖
 ふ

 に
濡
 ぬ

 れた瞳がこちらを見ている。それは以前、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 が何度となく、人間から向けられた瞳だった。

　ユリーは、自分の夫は、よりによって、

「君はまさか、アイを、
埋
 う

 めるつもりじゃ、ないだろうな？」

　自分を疑っていた。

「いや、疑うわけじゃないんだ。ただ、その、分かるだろう？」

　ユリーはまだ下手な言い訳をしている。理性と狂気を熟成させた、不可解な理論で動いていた。

「答えてくれ……まさか……」

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 は一歩踏み出し、思いっきり右手を
振
 ふ

 り抜いた。

　
紙
 かみ
 袋
 ぶくろ

 が
破
 は
 裂
 れつ

 したような音が
響
 ひび

 いた。

　その一撃はむしろ、打った
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 にこそ
衝
 しよう
 撃
 げき

 を
与
 あた

 えていた。

「しっかり、してください」

　じんじんと痛む右手をぎゅっと握って、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 は
荒
 あら

 い息を
吐
 は

 いた。

「あなたがそんなことで、どうするんですか！」

「あ……」

　今打ったばかりの手をそっと広げて、彼の
頰
 ほお

 を撫でる。

「しゃんとして、いつものあなたに
戻
 もど

 ってください！」

「だが……」

　ユリーはなにか言い訳をしようとした。だが、しかし、それでも、

　もはや、狂気に
逃
 に

 げることは出来ず、

　かといって理性になどなんの意味もなく、

「だが……だが……
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 ……もう、もどれないんだ……だって……」

　右手がぬくもりを帯びる。命が水の形を借りて流れ出す。そしてユリーは初めてその言葉を口にした。

「アイが……死んでしまったから……」

　強固な
堤
 つつみ

 が切れるように、
熟
 う

 れた果実がはじけるように限界が
訪
 おとず

 れる。

「あ……あ……あ」

　歳を
経
 へ

 てすっかり
乾
 かわ

 ききった瞳が
涙
 なみだ

 に濡れ、太い
喉
 のど

 から
慟
 どう
 哭
 こく

 が
漏
 も

 れ出した。

「あ……ああ、ああああああああ！」

　ユリーは泣いた。童子のように、幼子のように、涙を流して声を張らした。悲しみしか
含
 ふく

 まないその声はたちまち人々の心を満たした。

　大男の涙に引かれて、不意にセリカが泣き出した。恐怖に
駆
 か

 られた彼女はすっかり
怖
 こわ

 くなってしまったらしく、涙をぽろぽろとこぼしていた。

　あああ、あああああ、

　ふぎゃあ、ふぎゃあ、

　まるで雨のようだと、アイは思った。

　涙の雨に打たれている。セリカの新しい涙と、ユリーの古い涙。二つはまったく同じ熱さで、火の粉のように体を焼いた。

「ごめんなさい……ユリーさん……」

　手を
伸
 の

 ばし、彼の頰を撫でてやる。涙は一際熱く、まるで溶けた鉄のようだった。

「ごめんなさい……」

　彼が泣くところなど初めて見た。思えばユリーはいつも、こうする側で、自身の泣き言などひとかけらすら漏らすことはなかった。

　涙に濡れたそこは
炎
 ほのお

 と同じ温度をしていた。

　生命の、温度だった。

「ごめんなさい……」

　訳もなく申し訳ない気分。謝りたく、なってしまう。

「ごめんなさい……ユリーさん……」

　アイは泣かなかった。だから代わりに彼らが泣いて、
雫
 しずく

 をアイに降らせていた。

「ごめんなさぃ……」

　ふぎゃあ、ふぎゃあ、

　あああ、あああああ、

　外ではこの年初めての雪が降り出していた。





　　　　†





　どうか四人にしてください。

　という
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 の
頼
 たの

 みに、医者たちは大分難色を示した。だが当人であるアイからの
口
 くち
 添
 ぞ

 えもあってしぶしぶながらも受け入れてくれた。彼らは最後に細々としたアドバイスを残して席を辞した。

　貸し切りとなった医務室はすぐに家族だけのものとなった。そこは住み慣れたアパルトメントではなく、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 が用意した食事もなかったが、旅慣れた四人はすぐに慣れてしまい、一家の団らんはあっというまに元に戻った。なるべく冷ました方がいいという医者の言葉に従ってベッドを窓際に移し、セリカのために小さなストーブと湯たんぽを運んだ。アイが、あまりにいつもと変わらないのと、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 が
率
 そつ
 先
 せん

 して動いてくれたおかげで
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 はそれほど悪いものではなかった。
恐
 おそ

 るべきことに──そしてたぶん喜ばしいことに──四人は少しずつアイの死に慣れていった。

　家族はぐるりと輪になって、いつまでもいつまでも話をしていた。

　出会ったあの日のまばゆい朝日の話をした。

　あおい車で駆け回った
荒
 こう
 野
 や

 の夜の話をした。

　オルタスで見たたくさんの死者の話をした。

　ゴーラで出会った友人の話をした。

　話は
途
 と
 切
 ぎ

 れることなく連々と続いた。そのほとんどがたわいのない思い出話ばかりだったが、それでも意外と知らない話も多くてびっくりした。自分は旅を始めた当初、よく
寝
 ね

 ながら泣いていたらしい。そんなこと全然知らなかった。それをいうなら
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 が干しぶどうを好きだというのも、本人は全く気づいていなかったらしく、
指
 し
 摘
 てき

 されて
驚
 おどろ

 いていた。セリカは何を言われようと気にしなかった。ユリーは時折、思い出したように泣いていた。

　空では雪が降っていた。雪は音も熱も吸い取ってただ静かに降り積もり、世界はこの部屋を除いて存在しないようだった。

　
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 がお茶を
淹
 い

 れてくれた。オルタスで
土産
 みやげ

 に
貰
 もら

 った死者用の
煮
 に
 詰
 つ

 めたお茶だった。それにずいぶん前に貰った香棒。一
袋
 ふくろ

 もあったはずのそれは旅の間に少しずつ減っていって、もうわずかしか残っていなかった。

「あはは、そうでしたっけ。ねえユリーさん。……ユリーさん？」

　時刻は夕暮れ、雪が何もかもを
覆
 おお

 い
尽
 つ

 くしたころだった。

「……寝ちゃいましたか」

　ユリーはアイの
枕
 まくら
 元
 もと

 にくったりと頭を預けて
眠
 ねむ

 っていた。無理もない、ここ数日はずっと走り回っていたし、夜もほとんど眠れていなかったはずなのだ。

「寝かせておいてあげましょう」

　
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 がふわりと毛布を広げて包んでやった。大男はまるで子供のように泣き
疲
 つか

 れて、
無
 む
 垢
 く

 な顔を見せている。セリカも同じ。二人はまん丸くなるまで毛布でくるまれ、
鞠
 まり

 みたいになって眠っている。

「
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 さんは、眠くないですか？」

　
薄
 うす

 い
袖
 そで

 を
翻
 ひるがえ

 して、アイは小さなカップをコトリと置いた。カップには
地
 じ
 獄
 ごく

 のように
濃
 こ

 い豆茶がほんの少しだけ入っている。

「私は少し寝ましたから、平気です。アイこそ、眠くないですか？」

「いまのところは
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ですね。……というか私って眠くなるんでしょうか？」

「さあ……」

　うーん、と二人で首をひねる。まったく
墓
 はか
 守
 もり

 が二人もいて情けない話だ。アイはぷっと笑ってしまう。ユリーが起きていたらとてもできないような茶化した会話だったが、おかげでなんだかほっとした。

「……アイ。こんなことを聞くのもなんですが。その、体は大丈夫なんですか？」

　言われてアイはうーん。と再び首を
捻
 ひね

 る。果たして自分は大丈夫なのだろうか？

　
腕
 うで

 を持ち上げて脈を測った。すると当然止まっていた。呼吸をしてみる、が、
試
 ため

 しに少し止めてみてもあんまり息苦しい気はしない。体温、これは自分だとよくわからないが、外気よりは暖かい程度で、やはりずいぶんと冷たいらしい。

　腕をゆっくりと持ち上げてひらひらと
揺
 ゆ

 らしてみた。どこか、
妙
 みよう

 な感じがする。筋肉と骨が
擦
 こす

 れているのが感じられるような、「動いたから動いた」とでもいうような不可思議な動き方をしている。それに、

「けほ」

　再び
咳
 せき

 。

「
風
 か
 邪
 ぜ

 ……ではないのでしょうけど、なんだか喉が
絡
 から

 みますね」

「医者の話では最低限の死後処理はしたそうです」

「処理？」

「私も
詳
 くわ

 しくはしりませんが。胃酸を中和したりお
腹
 なか

 を洗ったり──」

「うえ」

　死者は死の瞬間からさらに死に近づいていくらしく、胃の
粘
 ねん
 膜
 まく

 は胃酸によって
溶
 と

 かされ、器官は停止して
老
 ろう
 廃
 はい
 物
 ぶつ

 を処理できなくなる。そうして体は少しずつ
傷
 いた

 んでいく。

　自分は、どうだろう。大丈夫なのだろうか。

　死んでしまって、心臓が止まって、体が
徐
 じよ
 々
 じよ

 に
腐
 くさ

 っていって、大丈夫だろうか。

　ここ半年ですっかり
気
 き
 遣
 づか

 いを覚えた
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 は、すぐに自分の質問の意味に気づいて申し訳なさそうにしていた。

「大丈夫ですね」

　ところがアイは気づけばそう答えていた。死んでも、心臓が止まっても、体が腐っても、自分は別に大丈夫だった。

　いや、それこそこんな状態でも〝大丈夫〟なんて言葉が出てくること自体がもはや大丈夫ではないかもしれないが。それでもアイは大丈夫だった。なんだか大丈夫が大丈夫すぎて大丈夫じゃなかったが、大丈夫だ。

「それより、なにがあったか、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 さん知りませんか？」

「私もあまり多くは知らないのですが……」

　二人は簡単に情報を
交
 こう
 換
 かん

 してみる。アイはナインとの決着のこと、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 は朝から今までのことを
喋
 しやべ

 った。残念なことに、二人とも詳しい話はなにも知らなかった。なぜアイが死んでしまったのかも、アリスとナインがどこに消えてしまったのかも、わからなかった。

　かといって、眠りこけるユリーを起こして聞き出す気にもなれなかった。

　
焦
 あせ

 りはなかった。もう永遠に。

　それよりも、アイは
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 と話していたかった。

　たぶんそれは、同じ気持ちだったのだろう。

「アイ」

「はい」

「死んで、しまったのですね」

「……はい」

　ひどく静か。窓の外に雪が降る。

　
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 は観察するようにアイを見つめ、次いで深くまぶたを閉じた。

「こういうとき、人間は泣くものなのですね……」

　開いた
瞳
 ひとみ

 が
傍
 かたわ

 らの大男に注がれる。

「いま、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 さんはどんな気持ちですか？」

　ひどい質問だという意識はあった。だが本当にそうだという気はしなかった。二人の間には
莫
 ばく
 大
 だい

 な時間と意味が積み重なって、言葉は表面的な意味以上のものを持っていた。

　
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 はじっと、
己
 おの

 が手の平を静かに見つめた。まるで
澄
 す

 んだ湖面に広がる
波
 は
 紋
 もん

 を見るような瞳だった。彼女はそこから必死になにかを読み取ろうとしている。

「……よく、分かりません……」

　それは生まれたばかりの存在に名前を付ける
行
 こう
 為
 い

 だった。

「
心
 しん
 拍
 ぱく
 数
 すう

 の
上
 じよう
 昇
 しよう

 ……血圧の上昇……
発
 はつ
 汗
 かん

 ……現象としては、そんなところでしょうか……ですが、これに
値
 あたい

 する感情が、私にはよくわかりません」

　アイは返事をしなかった。それに意味が無いことをよく知っていた。

「……似ているのは、世界
塔
 とう

 の屋上での事でしょうか、あの場所で、自分がもう墓守ではないと知ったときの……
喪
 そう
 失
 しつ
 感
 かん

 ……に似ている気がします。でも、それともまた
違
 ちが

 うのです……アイ。あなたはそれを、知っていますか？」

　不安そうな瞳だった。まるで墓守らしさの
欠片
 かけら

 もない、不安で、自信なさげで、いまにも押しつぶされそうな人の目だった。

　それはまさに、世界塔の再現だった。始まって終わり、終わって始まったあの
瞬
 しゆん
 間
 かん

 の。

　だから、アイは言ってやった。

「さあ、知りません」

　裏切り者め。という
笑
 え
 顔
 がお

 。アイはそれにふさわしい顔をした。

「自分で決めてください。
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 さん。全部、自分で」

「……それは……なかなか大変なことですね」

「ええ、でもみんなやってることですよ」

「そうですか……みんなやってたんですか。人間というのは……つくづく大変なものですね」

　そして、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 はすぅっと右手を持ち上げて、アイの冷たい
頰
 ほお

 に
触
 ふ

 れた。

　いきなりのことだったが、アイは驚くことも不快に思うこともなかった。
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 の手はまるで自分の手のように自然で、そうされることは当たり前のことに思えた。
灼
 しやく
 熱
 ねつ

 の指先から彼女の感情が信号のように伝わってくる。
震
 ふる

 える小指からは
戸
 と
 惑
 まど

 いが、絡みつく薬指からは未練が、
硬
 こう
 直
 ちよく

 する中指からは
緊
 きん
 張
 ちよう

 が、力の無い人差し指からは
嫌
 けん
 悪
 お
 感
 かん

 が伝わってきた。

　そしてなにも伝えぬ親指がそっと、傷一つ無い左
眉
 まゆ

 を
撫
 な

 でて去って行った。

「…………
 」

　
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 は何かを受け取ったように左手を胸の前で
抱
 だ

 きしめると、ぎゅっと目を閉じて自らの内部に深く
沈
 しず

 んだ。

「……私にはやはり、この感情がわかりません……」

　そしてその奥底から、アイにはわからないなにかを見つけて名前をつけた。

「だから決めました。これを私の、悲しみとします……」

　アイは静かに
頷
 うなず

 いた。反対することも、賛成することもなかった。

「そう思って、そう決めて、これからの日々を歩んでいきます……」

「……はい」

「ありがとうございます。アイ。私に悲しみを教えてくれて、私はまた一つ、人たるものを手に入れました」

　それはまるで自分で自分を組み立てる機械のようだった。墓守としての使命以外は何も持たずに世界にあった
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 は、こうしてようやく自分の足で立ち上がり、心と名前を手に入れていた。

　
故
 ゆえ

 に、彼女は
涙
 なみだ

 をこぼした。

「
馬
 ば
 鹿
 か

 ……」

　熱い腕がアイの体を
捕
 つか

 まえた。アイも彼女を捕まえる。胸に顔を
埋
 うず

 め、父と妹の涙が流れた場所で、母のそれも受け止めた。











「アイの……馬鹿……」

「ごめんなさい」

　わけもなく、申し訳なくなってしまう。

　あやまることしか、できなくなる。

「こんなこと、私は知りたくなかったのに……」

「ごめんなさい……ごめんなさい××さん──」

　──ごめんなさい
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 さん。

　たしかにそう言ったつもりだった。アイの心は冷静で、もう揺れ動くことなどないのだから。言い間違えることなどないはずだった。

　それなのに口から飛び出たのは、

「ごめんなさい。……お母さま……」

　それは、もしかすると
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 に向けた言葉ではなかったのかもしれない。アイが謝らなければならない一番の相手である人と、目の前の暖かくて
柔
 やわ

 らかい人を間違えてしまったのかも知れなかった。

「馬鹿……」

　それでも、次の瞬間にはもう、その言葉からあらゆる間違いは消え
失
 う

 せて、

　二人はただ、音も無く降る雪のようにないていた。











　雪が降る。オスティアの街に、雪が降る。

　人々はみな雪を見ていた。新世界へと向かう者も、現世にとどまる者も、生者も死者も、みな静かに降り積もる雪を見つめていた。

　雪が降り始めてすぐの
頃
 ころ

 、人々は
惚
 ほう

 けたような顔でそのささやかな
奇
 き
 跡
 せき

 に見とれていた。だがそれも一時のことでしかなく、彼らはやがて真っ白な舌打ちを
吐
 は

 いて
忙
 いそが

 しく立ち回り始めた。降り積もるそれらは確かに美しかったが、同時に人々から
容
 よう
 赦
 しや

 なく熱を
奪
 うば

 って殺す
棘
 とげ

 も
秘
 ひ

 めていた。

　その中にあって
炎
 ほのお

 の
丘
 おか

 の果たした役割は大きかった。
魔
 ま
 女
 じよ

 裁判ことマダム・エクスプレスが作り出した永遠の炎。それはおよそあらゆる暴力
行
 こう
 為
 い

 を
迎
 げい
 撃
 げき

 して焼き
尽
 つ

 くしたが、それ以外には
一
 いつ
 切
 さい

 舌を
伸
 の

 ばさないため、人々は火と灰をひとかけらずつとって
皆
 みんな

 に回した。丘の火は細かく分かたれて街に散らばり、人々の
懐
 ふところ

 や道の
片
 かた
 隅
 すみ

 で
人
 ひと
 魂
 だま

 のように燃えていた。

　天からはしろい雪が降りしきり、大地からはあかい炎が立ち上る。

　それは
幻
 げん
 想
 そう

 の景色だった。天国と
地
 じ
 獄
 ごく

 の門を
戴
 いただ

 く街はその形容にふさわしい
偉
 い
 容
 よう

 を見せつけながら、静かに年の終わりを
迎
 むか

 えようとしている。

　そんな街の片隅に、異様な活気に
湧
 わ

 く建物があった。

　カベイテイホテル。そこは
廃
 はい
 墟
 きよ

 が立ち並ぶオスティアの中では不自然なほど
華
 か
 美
 び

 に
装
 そう
 飾
 しよく

 されていた。広大な庭園には庭師の手が入っており、この寒さの中でも
噴
 ふん
 水
 すい

 は
完
 かん
 璧
 ぺき

 に作動している。そのうえロータリーには車や馬車や得体の知れない乗り物が何台も止まっていた。

　内部のホールではすでにパーティが始まっていた。湖の
魚
 ぎよ
 介
 かい

 と山野の幸にはたっぷりと
香
 こう
 辛
 しん
 料
 りよう

 が
振
 ふ

 られて食欲をあおり、給仕の男達は宝石めいた
酒
 しゆ
 杯
 はい

 を何百杯も配り歩く。音楽は一昔前の陽気なものばかりが演奏されて明るかった。

　この場所に集まっているのはオスティアを
訪
 おとず

 れた者達の中でも特別な地位につく者ばかりだった。置き
墨
 ずみ

 のような黒色のスーツをまとった男衆と、
花
 か
 壇
 だん

 のように
華
 はな

 やかな女衆はフェルミゴーラの貴族達だ。緑色の軍服に
勲
 くん
 章
 しよう

 を山ほどぶら下げているのは翠海の軍人。宝石や貴金属をふんだんに使ったデスマスクを身に付けている者はオルタスの死者だ。

　冷気に
震
 ふる

 え、その命すら落とそうとしている者が何万人も列をつくっているその横で、彼らは
膨
 ぼう
 大
 だい

 な熱量と貴重な物資を湯水のように使いながら世間話をしていた。無論、並の世間話ではない。なぜなら彼らの世間とはすなわち世界の事なのだから。彼らは『異世界への
扉
 とびら

 』という
超
 ちよう
 弩
 ど
 級
 きゆう

 の奇跡が
顕
 けん
 現
 げん

 したこの街を表敬訪問するついでに、
普
 ふ
 段
 だん

 会えない者達との交流を深めていた。──この場所には
遠
 えん
 隔
 かく
 地
 ち

 のものや関係性のないもの、それどころか戦争状態のものまで集まっている。

「やあひさしぶり。そして初めまして
 だね
皆
 みな
 々
 みな
 様
 さま

 」

　そんな、決して「良い」とは言い切れない関係性である彼らの間を、
潤
 じゆん
 滑
 かつ
 油
 ゆ

 のように
湿
 しめ

 らせて歩く少女の姿があった。

　ディー・エンジー。

　彼女は
溶
 と

 け流れる石油のような
光
 こう
 沢
 たく

 のある黒のドレスを着ていた。それは
主
 しゆ
 催
 さい

 、そして女性であるという観点からみるといささか地味で、ともすれば
場
 ば
 違
 ちが

 いとさえ言える
装
 よそお

 いかも知れない。

「よく来てくれたね。
紹
 しよう
 介
 かい

 するよ」

　だがそれを
指
 し
 摘
 てき

 する者はいなかった。なぜならディーは空気に合わせる人間ではなく空気を作り出す立場の人間だったからだ。そのおこないは
新
 しん
 鮮
 せん

 な風となって空気をかき回し、人々はディーが身に付けたドレスの意味さえ
邪
 じや
 推
 すい

 する。

「──ふぅ」

　すでにパーティが始まって四時間。
宴
 うたげ

 がすっかり
軌
 き
 道
 どう

 に乗って、新規の客もほとんどいなくなったころだった。ディーは会話の切れ目を
巧
 たく

 みに捕まえて
逃
 に

 げ出した。

「さて、
誰
 だれ

 もいないよねっと。……はぁ……つっかれたー……」

　あらかじめ見つけておいた
小部屋
 デツドスペース

 に入り込んだディーは作り物の表情を捨てて
椅
 い
 子
 す

 に座った。思えば座るのも半日ぶりだ。
大
 おお
 股
 また

 を開いて
盛
 せい
 大
 だい

 な
溜
 ため
 息
 いき

 をつく。

「さて、じゃあ全力で
休
 きゆう
 憩
 けい

 しますか」

　そういってドレスの懐から取り出したのはチーズやサラミに焼きパンだった。
抜
 ぬ

 け出すときにちょろまかしてきたのだ。ディーはそれらをムシャムシャと食べて食べて炭酸水で流し込み、派手なゲップまでした。

「……まったく、なんという姿だ」

「!?
 　っげほげほ!!
 」

　そのとき背後から声が
掛
 か

 かった。そこに立っていたのは〝
破
 は
 壊
 かい
 拳
 けん

 〟の異名を持つ異能者。マキア・エレクトスだった。

「な、なんだ、マキアか、……えほ、えほ！」

「ああもう、いいから
喋
 しやべ

 るな」

　マキアは
巨
 きよ
 体
 たい

 をかがめてひざまずくと、その能力の
象
 しよう
 徴
 ちよう

 である傷だらけの手で小さな背中をさすってやった。その姿は普段のボロではなくあつらえたばかりのダークスーツだ。

　彼はいかなる
後
 うし

 ろ
盾
 だて

 もない個人ではあるが、その強力な異能とおこないで名を知られた勇士であるため、この場にいる資格は十分にあった。現にこの数時間だけでも、
召
 め

 し
抱
 かか

 えたいと表明する領主が五人はいたのだ。

　もっとも、その結果がひたすらえずく
小
 こ
 娘
 むすめ

 の
介
 かい
 抱
 ほう

 であるとはしまらない話ではあるが。

「まったく、姿を消してどこぞで
暗
 あん
 躍
 やく

 でもしているのかと思えば、つまみ食いとはな」

　マキアの役目はディーの
監
 かん
 視
 し

 だ。過去、世界を
薪
 まき

 のごとく焼き尽くそうとした彼女が本当に改心したのか。それを計るために、彼はこうしているのだ。

「いや、だってほとんど食べれてないんだもん」

「
途
 と
 中
 ちゆう

 でいくらでも機会はあっただろう」

「それでもだよ。人に〝
囁
 ささや

 く〟ときはね、マキア、ご飯なんか食べてちゃ
駄
 だ
 目
 め

 なんだ」

「……それは、
幽
 ゆう
 霊
 れい

 流の
技
 わざ

 か何かか？」

「ううん。ママに言われてるんだ。口に物を入れながら喋るなってね」

「…………
 」

「それにしても、生身ってのは不便だね、お
腹
 なか

 がすくし
喉
 のど

 が
渇
 かわ

 くし、いちいち
疲
 つか

 れちゃって〝囁く〟のも楽じゃないよ」

　とはいえ、である。マキアは
己
 おのれ

 がその役目を全うできているかは正直なところ自信がなかった。彼女の思考は自分の
遥
 はる

 か高みにあって、戦士ごときが計り切ることなど
到
 とう
 底
 てい

 できなかった。

　だがマキアが思い
悩
 なや

 むことはもうなかった。利用されているのかもしれない、
騙
 だま

 されているのかもしれない、今この
瞬
 しゆん
 間
 かん

 も〝囁かれて〟、自分は洗脳されているのかもしれない。だがそこを思い悩む事こそが変節だということも、マキアにはわかっていた。

　だからこそまっすぐに
拳
 こぶし

 を
握
 にぎ

 りしめて、自分の信じる道を
突
 つ

 き進む。その
愚
 ぐ
 直
 ちよく

 さこそが、奇跡となって異能にまで深化
 した破壊拳の本領だった。

　
故
 ゆえ

 に、マキアは言った。

「報告が来ている。聞くか？」

「もちろん」

　ディーが水の
瓶
 びん

 を
絨
 じゆう
 毯
 たん

 に落とし、マキアのスーツを勝手に
漁
 あさ

 って
化
 け
 粧
 しよう

 道具を取り出している。こういうときのために、彼はディーの世話道具一式を身に付けさせられていた。

「……例の、魔女の娘だが、まだ足取りはつかめていないそうだ」

「ふうん」

　気のない返事だ。マキアはちらりと顔を
確
 かく
 認
 にん

 する、だがそこにあるのは無表情だけで、それもすぐに
白粉
 おしろい

 と紅で違うものになっていく。

「……続けるぞ。アリスのほうも、まだ見つかっていない」

「ふうん」

　やはり無表情。昨日の天気でも聞いているよう。

　アリスとナイン。この二人はアイの
治
 ち
 療
 りよう

 が行われている間に、いつのまにか消えていたのだという。その
行方
 ゆくえ

 は
依
 い
 然
 ぜん

 として知れない。

「そうだね、その二人に関しては、こっちからはなにもしなくていいよ」

「いいのか？」

「うん。あれは天災みたいなものだからね、正直そこまで対応するリソースがない」

「……
了
 りよう
 解
 かい

 した」

「あとは？」

「あとは……オルタスに向かった
塵
 ダストビリーバー

 なのだが……先ほど帰ってきた」

「はぁ？」

　ディーは顔をしかめた。
塵
 ダストビリーバー

 とは、強力な力を持った死者であり、また、死者の街であるオルタスからその行動を保証されている使者だ。

　彼女は現在、マダムやイソラなどを連れて死者の街であるオルタスに向かっているはずなのだが。

「帰ってきたって……なんで？」

「しらん」

「いや、しらんじゃないでしょマキア、子供のお使いじゃないんだから」

「ええい、俺に当たられても困る。くそ、あの骨女。聞いても答えなかったのだ。なんでも
勅
 ちよく
 命
 めい

 だのなんだのいって……」

　ネクタイを引っ張られていたマキアがその手を振り
払
 はら

 った時だった。





「だから、すぐに会わせれば良かったのだわ」





　仕切りのカーテンを押し広げて、一人の貴婦人が現れた。

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 あらわれた第三者に
驚
 おどろ

 いて、二人は
慌
 あわ

 てて立ち上がりかけた。だがすぐにそこにいるのが旧知の者であると気づいて気を抜いた。

「なーんだもーダストじゃんかー！　おどろかさないでよー!!
 」

「ごめんなさいディー。少し急いでいたもので……」

　そこにいたのはいま話に出たばかりの死者、
塵
 ダストビリーバー

 だった。彼女は血潮も赤き
乙
 おと
 女
 め

 が着るような
粛
 しゆく

 としたドレスを身にまとい、顔には泣き笑いの仮面が
貼
 は

 り付けられて仮面
舞
 ぶ
 踏
 とう

 会の装いをしていた。

　だがディーは知っている、彼女の
過
 か
 剰
 じよう

 な
装
 そう
 飾
 しよく

 が、もはや装いでも
飾
 かざ

 りでもなく、本人の性質と
合
 がつ
 致
 ち

 した、いわば肉体と同じものであることを。

「ま、とにかくよく来てくれたね、
歓
 かん
 迎
 げい

 するよ。なにか食べる？」

「では、熱した木炭を頂けますか」

　なんだそれは、とマキアは思った。まったく、これだから死者は訳がわからない。連中の好みは得体が知れないところがあった。

「だってよ。マキア」

「……それはまさか俺が用意するのか？」

「他に誰がいるの？」

「…………
 」

「あ、あとボクの分の飲み物もお願いね～」

　マキアは
黙
 だま

 って席を立ち、そのままスタッフ用の通路を出てキッチンに進んだ。顔なじみのコックに事情を説明して（彼が理解できたとは思えないが）なんとかオーブンのそれを手に入れる。

「……そら」

「これはどうも、破壊拳様の貴重な
御
 お
 手
 て

 を
煩
 わずら

 わしてしまって申し訳もありません。お礼に、〝骨女〟と呼んだ件は許して差し上げましょう」

「…………
 」











　やりにくくて仕方がない。

「いただきますわね」

　アイスペールに入った赤々と燃える木炭を、貴婦人は金平糖のように口へと運んで奥歯で
嚙
 か

 んだ。仮面の奥に
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 だけ見えた真白い骨が、火の粉を受けて
輝
 かがや

 いている。

「あら
檜
 ひのき

 ですか。いいですわね。ちょっとぬるいのが玉に
瑕
 きず

 ですが」

　彼女ほどの強力な死者ともなると、もはや食事の
刺
 し
 激
 げき

 はそこまでやらなければ感じられないのだ。

「……それで、なにか起きたの？」

　マキアがかっぱらってきた炭酸水をさらにかっぱらいながらディーがいった。それはここ数時間の回りくどい会話からは考えられないほど直接的な、この場にいる者同士でしかできない気心の知れたものだった。

「ちょっと、予定
変
 へん
 更
 こう

 があって、私だけ一足先に帰って来ました」

「予定変更？」

「ええ、どうも、楽団の足が予想以上に早かったらしく、出発から三日後には合流しまして……」

「……わーお……」

　
描
 えが

 かれたばかりの化粧が
歪
 ゆが

 んだ。

「……それ、まじで？」

「もちろんですわ。おそらく、
明日
 あした

 か
明後日
 あさつて

 にはこちらにつくかと存じます」

「……そうかー。ついにだねぇ」

「おい、それってまさか例の……」

「しぃ」

　決定的な言葉をつぶやきかけたマキアの
唇
 くちびる

 を、
琥
 こ
 珀
 はく

 に
塗
 ぬ

 られた
爪
 つめ

 が止めた。

「やめときなマキア。あの方の名を口にすると、死んじゃうっていうしねぇ」

「あ、ああ……」

　それは明らかな
俗
 ぞく
 信
 しん

 であり、現に
塵
 ダストビリーバー

 も
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 そうに否定したことであったが、マキアは黙った。

「とにかく、伝えましたからね。あなた達にはふさわしい
出
 で
 迎
 むか

 えを要求します」

「うん。分かった。伝えてくれてありがとねダスト。愛してるよぅ」

「いえいえ、ディー・エンジー。こちらこそ愛しておりますよ」

　最後の木炭をあめ玉のようにもてあそびながら
塵
 ダストビリーバー

 は出て行った。

　こういうとき、マキアは彼女たちと自らの思考がかけ
離
 はな

 れていることを思い知らされる。むろん、自分とて二人が何を話しているのかは分かる。だが〝なぜ〟話しているのかまでは分からなかった。

　
塵
 ダストビリーバー

 の伝えた
事
 こと
 柄
 がら

 は、確かに大きな出来事だとは思う。だがその一言を伝えるためだけに、補給すら必要なほど熱量を使い果たして飛んできた意味までは、分からなかった。

　最近はそんなことばかりを考えている。ディー・エンジー。彼女の言葉のその裏に流れる
莫
 ばく
 大
 だい

 な意味について深く考える。

　以前はそんなこと、考えもしなかった、だが、もしかしたら、

　彼女が故郷を
滅
 ほろ

 ぼしたのには、何か理由があったのかも知れない。

　そう考えていた。

「マキア──マキアってば」

　だから、マキアは、考えてしまう。

「あ、ああ。なんだ？」

「なんだじゃないよ。報告の続きは？　それとも終わり？」

「あ、いや」

　自分の言葉が人に
与
 あた

 える
影
 えい
 響
 きよう

 について。

　拳よりも
銃
 じゆう
 弾
 だん

 よりも、言葉が人の心を
手
 た
 折
 お

 ることについて。

　この報告を伝えたら、ディーがどうなってしまうのか。

　そのことをマキアは、考える。

「……ホテルのスタッフが明日のゲストについて聞きたいそうだ。それと──」

　故に彼は話題を選んだ。反射的に『そのこと』を後回しにして、ある意味ではどうでもいいような報告ばかりをディーに伝えた。彼女はそのたびに一言二言コメントを発するが、なにか指示を出したりすることも感情をあらわにすることもなかった。

「それだけかな？」

「あ、ああ。報告としては以上だ。……あと、これは言うほどの事ではないかも知れないが……」

　だから『それ』を言うときの言葉は、こんなふうになった。

「……例の、アイという娘だが、やはり死んでいたそうだ」

「ふうん」

　塗り直されたばかりのルージュを見つめて、そこになにかが現れるのを待った。悲しみか、
動
 どう
 揺
 よう

 か、なんでもいい、そういうものがあるはずだと思った。

「そっか」

　だがなかった。ディーはマキアのスカーフを勝手にとって口紅ののりを整えると、何食わぬ顔で
戻
 もど

 して立ち上がった。

「……どうする？」

「別にボクから何かすることはないよ。いまさらね」

「そういうことではなく……」

　すぐにでもパーティ会場に戻ろうとしているディーを
捕
 つか

 まえて、マキアはなんとか言葉を選ぶ。

「会いに、いかないのか？」

　二人の関係は並々ならぬものに見えた。なんせ彼女は他ならぬ自分に向かって、アイの
命
 いのち
 乞
 ご

 いすらしたのだから。マキアはじっとディーを見つめる。これでパーティもなにもかも
放
 ほう

 り出して「すぐに会う！」と答えるのなら理解できた。指導者としては失格だが、彼女個人としては正しいのだと思う。また「会わない」と答えるのなら、それはそれで指導者としての立場を取ったのだと理解できた。ところが彼女は、

「ん？　そうだね。パーティが終わって時間があったら、顔を出そうかな」

「…………
 」

「どうしたのマキア？」

「……いや」

　そこにあったのは
完
 かん
 璧
 ぺき

 に、いつも通りなディーの
笑
 え
 顔
 がお

 だった。その顔は
白粉
 おしろい

 と紅に
彩
 いろど

 られ、その心は経験と理性に
鎧
 よろ

 われて
隙
 すき

 を見せることはない。

「そうだな。そうするといい」

　このとき、マキアはこの件でディーの内面を測るのはやめようと思った。

　彼女が傷つくのなら、それをもたらすのはアイ・アスティンであって自分ではないし、その場所はあの
肌
 はだ
 寒
 ざむ

 い病室であってこの暖かな
館
 やかた

 ではない。そのことを決定的に気づかされたのだ。

　そう思うと、少しだけ……、

「なに？」

「いや、なんでもない……」

　やがてマキアは頭をひとつふってから、貴婦人をエスコートするために
脇
 わき

 を開いた。ディーはすかさずその
腕
 うで

 をとって歩き出す。

　だが、その
距
 きよ
 離
 り

 ほどは、二人の間は縮まっておらず。そのことが、マキアは
素
 す
 直
 なお

 に
寂
 さび

 しいと思った。





　　　　†





　
宴
 うたげ

 が終わった。

　終わってしまった。





　ディーは
主
 しゆ
 催
 さい
 者
 しや

 の最後の役目として
丁
 てい
 寧
 ねい

 に会場を辞してホテルを出る。スタッフをねぎらい、わずかな軽食をかじりながら車に飛び乗ってぽいぽいとドレスを
脱
 ぬ

 ぎ捨てる。文句をいうマキアの顔にストッキングを投げつけながら街を北上。黒面管理本部に顔を出して少しだけ話を聞いてから今度は西へ、警備隊に顔を出して最後に中央の議事堂に向かう。

　その
頃
 ころ

 になるともうすっかり深夜だった。

　車を降りたディーはそこで
奇
 き
 妙
 みよう

 な集団を見つける。

「おい！　話を聞いてくれ！　
魔
 ま
 女
 じよ

 ってのはどこにいるんだ!?
 」

　それはボロをまとった死者たちだった。彼らは道行く職員の
袖
 そで

 を引きながら、必死になにかを
訴
 うつた

 えていた。

「あれ、なに？」

「今朝
到
 とう
 着
 ちやく

 した死者達だ。魔女の
娘
 むすめ

 に生き返らせて
貰
 もら

 うつもりだったのだろう」

「……それは
可
 か
 哀
 わい
 想
 そう

 だね」

　希望を見せつけて取り上げるだなんて、ナインも
酷
 こく

 な仕打ちをするものだ。

「同情しているのか？」

「ま、ボクも似たような
境
 きよう
 遇
 ぐう

 だしね」

「……そういえばそうか」

「かといって何かできるわけでもないけどさ」

　言葉通りに彼らを無視して議事堂に入る。残っているスタッフにパーティの残り物を
振
 ふ

 る
舞
 ま

 ってやり、一本だけだが
葡
 ぶ
 萄
 どう
 酒
 しゆ

 も開けた。机に積み上げられた書類から〝絶対見ろ！　見なきゃ殺す！〟と書いているものだけ取って片付けていく。

　それでも日を
跨
 また

 いですぐに、やるべき事は
全
 すべ

 て終わった。

　終わってしまった。

　いや、正確にはそんなものいくらでもある。書類は相変わらず山のようにあるし、書かねばならない手紙もごまんとある。

　だが、ひとまず今は、しなくてもいい。

　ディーは心の中で優先順位の
天
 てん
 秤
 びん

 から様々な事象を取り除いていく。パーティ、街、死者、書類、全て取り除き終わると、天秤は最後にかたりと
傾
 かたむ

 いて「それ」を成せと指し示していた。

　傾いた皿の上にはただ「アイ」とだけ書かれたおもりがあった。

「…………
 」

　優先順位。優先順位。すべては優先順位だ。

　パーティや仕事を投げ出して、アイの元に行くのは
間
 ま
 違
 ちが

 っている。すでに変わってしまったこの世界では近しい人の死などというプライベートな行動を優先するのは許されないことなのだから。

　かといって、アイに
執
 しつ
 拗
 よう

 に会わないというのも、また間違っている。それでバランスを
崩
 くず

 してしまっては元も子もないのだから。

　ディーはゆったりと
椅
 い
 子
 す

 に
腰
 こし
 掛
 か

 けて思考をさらに
研
 と

 ぎ
澄
 す

 まし、自分がアイの元へ行かない理由と行く理由を天秤に掛ける。

　結果は出た。

「マキア」

　椅子の背をわずかにきしませて、
子
 こ
 鹿
 じか

 のように
床
 ゆか

 に立つ。

「帰る前にアイに会ってくる。君はここにいて」

「……わかった」

　
含
 ふく

 みの
籠
 こ

 もった視線を横切って
廊
 ろう
 下
 か

 に出る。すれ違う者は
誰
 だれ

 もいない。自分の足音ばかりが大きく
響
 ひび

 く。電球に照らされた
影
 かげ

 を順番に
踏
 ふ

 んで外に出る。

　雪。

　
硬
 かた

 かった足音が
湿
 しめ

 ったものに変わる。真っ白な息が落ちる寸前の粉雪を
溶
 と

 かした。ディーは下ろし立てのノートに最初の一筆を入れるように、雪の上をまっすぐに歩いた。

　
東
 とう
 塔
 とう

 の明かりはすでに落とされていた。入口でランプを借りてアイの居場所を聞き出し、暗い階段を一人で上った。

　正直なところ、まだ迷っている。

　マキアの前では完璧に
隠
 かく

 し通してみせたが、ディーはまだ、アイの死に対してどう思うのか、決めていなかった。

　いや、そんなものは前もって決めておくことではなく、自然に
湧
 わ

 き出すものなのだとは思う。だが、あまりに人の気持ちをもてあそび、大量の死に
触
 ふ

 れてきた〝
幽
 ゆう
 霊
 れい

 〟にとっては、もはや親友の死など、よくあることとしか感じなかった。

　人はどれほどの悲劇であろうといずれ慣れる。そういう意味で、自分は世界一
惨
 さん
 劇
 げき

 に慣れた人間といってよかった。気に入った人間の死も、気に入らなかった人間の死もいくらでも見てきた。いまさらそこに一人加わろうとどうということはない。それになにより、この世界ではもう、死は
忌
 き
 避
 ひ

 すべきものではなく、それどころかいずれ
訪
 おとず

 れる通過点にしかすぎないのだ。

　いまはまだ、旧時代の常識に
囚
 とら

 われて死を忌避している人間は多い、だがディーの目的の一つはそんな常識の
破
 は
 壊
 かい

 にあるのだ。とすればここはむしろお祝いをいうべきシーンかも知れない。

　そう思うと、なんだか楽しくなってきて、ディーはニンマリと笑みを
浮
 う

 かべた。やっと自分らしさが出てきたと思った。きっとあの一家の事だから、
辛
 しん
 気
 き

 くさくめそめそしているに違い無いのだ。第一声は「おめでとう」にしてやろう。くそぅ、花くらいは買っておけば良かった。

　そうだ、これがいい。幽霊がやってきたように常識を破壊してやるのだ。ニマニマ笑いがさらに深まる。こうなってくると対応するのはむしろ向こうの方だろう。アイは
怒
 おこ

 るだろうか？　それとも
困
 こん
 惑
 わく

 するだろうか？　困惑するほうに夜食の蒸しパンを
賭
 か

 けよう。勝ったら二個、負けたらゼロ個だ。この話もアイにしてやろう。きっと
呆
 あき

 れて「もう！　ディーさんったら！」って怒るに違いない。ああそうだこれこそ幽霊流だ。以前のボクだ。

　再び幽霊になろう。そう決めた。

　アイの全てを
壊
 こわ

 してやろう。そう思った。
瞬
 しゆん
 間
 かん

 だった。

「きゃっ！」

　ディーはベタンと床に転んだ。考え事をしていたせいで、階段に足を取られたらしい。幸い最後の一段だったおかげで
怪
 け
 我
 が

 はない。

「……くそ、この足め」

　だが、ディーはなぜかしばらく立ち上がることができなかった。

　底冷えする床板に横たわったまま、ディーはじくじくと痛む足首をじっと見つめた。

　幽霊になろうと思った矢先に、足をとられて転ぶ。そのことがなにかの
象
 しよう
 徴
 ちよう

 みたいに思えた。幽霊だった頃は完璧に
制
 せい
 御
 ぎよ

 できていた思考と肉体が勝手に動き始めている。

　はぁ……はぁ……と勝手に
荒
 あら

 くなる白い息が
面
 めん
 倒
 どう

 くさい。トクトクと鳴る心臓がうざい。

　おもむろに背筋が冷えた。こういうのを指して昔の人は「悪い予感」だの「虫の知らせ」だのと言ったのだろうが、そんなもの信じない。

　そのときのディーはまだ気づいていなかった。自分の考えが、ある前提の元でしか成り立たないということに。

「……はん、知らないね」

　立ち上がる。足首の痛みを無視して階段を上る。鼻歌を歌ってスキップする。無責任に、それこそ幽霊のように。

　廊下を進む。ランプの光で病室の一つ一つを照らしながら奥へ向かう。なんだか思い
悩
 なや

 んでいた自分が
馬
 ば
 鹿
 か

 みたいだった。

「お、ここか」

　ディーはノックもせずにドアノブを
握
 にぎ

 り、なんの
覚
 かく
 悟
 ご

 もなく
扉
 とびら

 を開けた。

「おっじゃましまー────……
 す？」

　なぜか、立てかけられただけの扉をそっとずらして
覗
 のぞ

 いた先には真新しい
闇
 やみ

 が広がっていた。ディーはランプを差し込んで室内を見る。中は空っぽのベッドと
医
 い
 療
 りよう

 機材ばかりだ。

「……ここであってるよね？」

　顔を引っ込めて表の表札を
確
 かく
 認
 にん

 する。間違いない、ここはアイの病室だ。

「……おじゃましますよー」

　
人
 ひと
 魂
 だま

 のように心細いランプを引き連れ入っていく。室内はなぜか少し
荒
 あ

 れていて、
喧
 けん
 噪
 そう

 の跡が残っていた。

　電球はつかない。すでに消灯はすんで、電気の供給は止まっていた。

「アイ？　いないの？　おじ様？　
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 ？」

　これではあまりに人の気配がなさ過ぎる、もしかすると移動したのかもしれない。そんなことを考えながらディーは奥へと進んでいった。気配なんかあるわけないのに。

「アイ？」

　そしてディーはアイを見つけた。

　雪降る窓のすぐ近く、一つだけ引き出されたベッドの上で、アイはひっそりと横たわっていた。

「もー。なんだいるじゃん。返事してよねー」

　
枕
 まくら
 元
 もと

 に寄り
添
 そ

 って悪態を
吐
 つ

 く。だがアイは返事をしなかった。

「アイ。
寝
 ね

 てるの？」

　多数の死者と付き合いのあるディーは知っている。死者は生前の習慣に合わせて
睡
 すい
 眠
 みん

 や食事などの欲求を持つことがある。それらは度を過ぎれば〝我が儘〟になる原因になってしまうが、適量ならば精神を安定させる効果があった。死亡して一日目のアイが寝るのは当然のことだし、むしろ喜ばしいことだ。

「なんだよもー。この
忙
 いそが

 しい中でボクが会いに来てあげたってのにさー」

　…………
 。

「ねー、起きてよぅ。お話ししようよぅ」

　…………
 。

「おーいアイー。起きないとイタズラするぞー……アイ？」

　……………………
 。

「ねえ。アイ……」

　そのとき不意に、ディーは目の前で横たわるアイの姿に
不
 ふ
 吉
 きつ

 なものを感じてしまった。

　彼女は置物のように身じろぎもせずに、まるで死んだように
眠
 ねむ

 っていた。

　いや、違う。眠ったように、死んでいるのだ。

「ね、ねぇ、アイってばぁ」

　一度気がついてしまうともう
駄
 だ
 目
 め

 だった。なんだかきもちがわるい。胸がむかむかして、頭がぐるぐるしていた。何かボタンを掛け違えている気がした、自分は重大な
勘
 かん
 違
 ちが

 いをおかしているのにいつまでたってもそれに気づけない気分。

「…………
 アイ、起きてよぅ」

　ディーはいよいよ
堪
 たま

 らなくなって
布
 ふ
 団
 とん

 を強く
揺
 ゆ

 すった。アイはそれでも起きなかった。

「ねぇ！　アイってば！」

　名前を呼び、布団を揺する。それでもアイは起きなかった。だんだんと感情が制御できなくなる。理由は分からない。
謎
 なぞ

 の
焦
 あせ

 りが心を
灼
 や

 く。

「ねぇってば！」

　そしてディーはついに、アイの
頰
 ほお

 を小さく打って、

「──っぃ!!

 」

　その、冷たさに触れてしまった。

　ディーは
炎
 ほのお

 にでも触れたかのように手を引いた。右手の平にはそれだけの
衝
 しよう
 撃
 げき

 が残っていた。

「ア、アイ？」

　死んでいるのだから当然だろう。すぐにそのことに気づいて平静を取り
戻
 もど

 し、また、すぐにそれがなんの保証にもならないことに気がついた。

　焦りが呼吸を荒くさせる、真っ白な息がはぁはぁと
漏
 も

 れる。

　いくらなんでも、これはおかしいのではないか？

　死者は通常眠りが浅い。当たり前だ。本当に寝ているわけではないのだから、いわばこれは睡眠のまねごとだ。それなのにアイは起きない、それはなぜか？

「まさか……」

　そして、ディーはその可能性に気づいてしまった。

　いまの時代では死が終わりではない。それは正しい。

　死はもはやたいしたことではない。それも正しい。

　だが、その正しさが通じるのは、同じ考えを持つ者同士の間だけだと言うことに。

　アイは以前『すべての死者が幸せな最後を
迎
 むか

 えることが自分の夢だ』と語っていた、それに、我が儘になった死者達には
控
 ひか

 えめながらも
嫌
 けん
 悪
 お

 を
抱
 いだ

 いていた。

　どうしていままでその可能性に気づかなかったのだろう。

　彼女はその信念のために、実の父親だって
埋
 う

 めたのだ。

　そんな、確固たる考えを持つ人間が、自分自身を例外とするだろうか？

「…………
 ア……イ」

　今のアイは、死んだように眠っているのではなく、

　眠ったように死んでいるのでもなく、

　単純に、死んだように、死んでいるだけではないのか？

「…………!!

 」

　そんなまさかと理性が
囁
 ささや

 く。アイならば確かに死を受け入れるかも知れない。でもまさか、そんな、自分を埋葬する
 なんてありえない。ディーの幽霊はそう〝囁いている〟。

「はぁ……はぁ……！
 」

　だが
騒
 そう
 音
 おん

 に満ちた肉体は囁きなんか聞いてはくれなかった。心臓がバクバクと鳴り
響
 ひび

 き、荒い息が小さな囁きをかき消してしまう。〝落ち着け〟という心の言葉に肉体が〝
黙
 だま

 れ！〟と
叫
 さけ

 びかえしている。

「はぁ──はぁ!!
 」

　今すぐ幽霊になりたかった。
緊
 きん
 張
 ちよう

 とも
疲
 ひ
 労
 ろう

 とも
無
 む
 縁
 えん

 だった無敵の体、あの
頃
 ころ

 に戻ってしまいたかった。そうすればディーは冷静でいられる。心臓なんかに
邪
 じや
 魔
 ま

 されることもなく、階段なんかに足を取られることもない。

　そのとき、
幽
 ゆう
 霊
 れい

 とディー・エンジーは
完
 かん
 璧
 ぺき

 に
分
 ぶん
 離
 り

 してしまった。

「～～！　アイ！　ねぇアイ！　起きてよ！」

　ディーは、アイを助けるつもりでいた。

　常識を
破
 は
 壊
 かい

 して、言葉を
尽
 つ

 くして、死んでからも生きていけるようにしてあげるつもりだった。

　だが、まさか、その機会さえ
与
 あた

 えられないとは夢にも思わなかった。

　
違
 い
 和
 わ
 感
 かん

 の正体が分かった。

　自分は前提を
間
 ま
 違
 ちが

 えたのだ。ディー・エンジーの思う死とアイ・アスティンの思う死が同じものだと思い込んだ。だから油断した。パーティなんかを優先した。だからこんなにも
出
 で
 遅
 おく

 れた。

『指導者として、また友人として、いつ死んだ友人に会いに行くのが適切なのだろう？』さっきまでのそんなことを悩んでいた自分がひどく
滑
 こつ
 稽
 けい

 だった。馬鹿な幽霊、馬鹿なディー。お前がプリンを食べている間に、
全
 すべ

 てはとっくに終わっていたのに。

「～～～っ！
 　アイ！」

　こんなところで終わりだなんて夢にも思わなかった。まだまだ話すことはいくらでもあった。それなのにもう
喋
 しやべ

 る事はできない。もう笑わない。もう
怒
 おこ

 らない。これから見るはずだった景色を
一
 いつ
 緒
 しよ

 に見れない。なにも決着はついていない。こんなの絶対間違ってる。それなのに文句も聞いてくれない。

「アイ！　目を開けてよぅ！」

　そのとき、ディーは初めて死を理解した。それは人生の新しいステージでも、肉体の終わりでもなかった。





　もう二度と、絶対に会えない。





　それが、死だった。

　
涙
 なみだ

 がこぼれる。
鞴
 ふいご

 のように息が漏れる。心臓が、心臓がうるさい。視界が黒く染まって吐き気が止まらない。頭が痛い。ガンガンする。どうしていいかわからない。どうすればいいかわからない。だってアイが死んじゃったんだもの。アイが、死んじゃったんだもの。

　そして、

「アイ！」











「え？　あ、はい。なんでしょう。すみません、ちょっと寝てました」

　アイは、あっけなく目を覚ました。

「…………
 へ……？」

　ディーの足から力が
抜
 ぬ

 けて、体が勝手に床におちた。その前で、アイは「うーん！」とのびをする。

「はい、私ですよディーさん。なんだかお久しぶりな感じですね」

　
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 前までは物のようだった体がゆっくりと動きだし、
瞳
 どう
 孔
 こう

 の開いた
瞳
 ひとみ

 がディーを見つめて、アイは、ちょっと信じられないくらい
優
 やさ

 しく
微
 ほほ
 笑
 え

 んだ。





「また会えて、
嬉
 うれ

 しいですよ」





　その言葉は、もしかすると世界で一番聞きたかった言葉だったかもしれない。

　だからこそ、ディーはもう
耐
 た

 えることができなかった。





　　　　†





　あれから少しして、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 やユリー達はそれぞれの雑事を片付けに行った。
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 はいったん家に帰って食材の処理と受け入れの準備をし、ユリーは医師に謝罪をして死者に対する注意点などを聞いていた。セリカもまた、とても良い子にして眠っているという大役を果たした。

　それを聞いたディーは「そんなことしてる場合!?
 」とひどく怒ったが、すぐに「あぅ……」となにかに気づいて動かなくなった。どうも、自分の発言が自分のどこかに
刺
 さ

 さったようだ。

　あの三人に関しては、アイはもうあまり心配はしなくなっていた。自分の人生で一番濃い時間を共に過ごした彼らには、もうなにも言わなくても通じ合っている自信があった。

　それよりも、いま心配なのはディーだ。

「私、ちょっとびっくりしました」

　アイはベッドに
腰
 こし
 掛
 か

 けたまま、お
腹
 なか

 の辺りをポンポンと
撫
 な

 でた。そこには
驚
 おどろ

 いたことに、あの泣く子も黙る元幽霊が幼子のように顔を埋めていた。

　目覚めた瞬間に見た彼女の顔を、アイは一生忘れないと思う。彼女は大声を上げて泣き叫んだ。その声は
塔
 とう

 中に響き
渡
 わた

 り、何事かと心配した警備の者たちがやってくるほどだった。そのときも、ディーはお腹にすがりついて
離
 はな

 れなかった。

　母
猫
 ねこ

 が生まれたての子にするように、アイは自然とディーの頭を撫でていた。

「ディーさんは、泣かないと思ってました」

「…………
 」

「それどころか〝おめでとう〟くらいは言うかと思ってました」

「……………………
 」

　あの幽霊が一言も言い返さないという
状
 じよう
 況
 きよう

 がなんだか
妙
 みよう

 にくすぐったくて、だからアイはもうなにも言わずに、彼女の頭を撫でていた。鉄いろの
髪
 かみ

 に指をとおす。責務のせいか、髪はずいぶんと
傷
 いた

 んでいた。アイは
枕
 まくら
 元
 もと

 からブラシを取って、
丹
 たん
 念
 ねん

 に髪を
梳
 す

 いてやる。そうしていると顔に付いている
化
 け
 粧
 しよう

 も気になってきてしまい、そちらも水を使って簡単に落としていった。ディーは構われすぎの猫みたいに完全
無
 む
 抵
 てい
 抗
 こう

 で逆らわず、泣き顔を見られようが顔を洗われようがなされるがままだった。それは調子にのったアイが髪の編み込みを始めるまで終わらなかった。

「……本当はさ──」

「はい？」

「……本当は、言うつもりだったんだ……」

　少しだけしっかりした声でディーがいった。だがそれでもまだお腹にしがみついたまま離れなかった。

「アイに、おめでとうっていって、笑って上げるつもりだったんだ」

「はい」

「それなのにキミたちはなんだか勝手にぶつかり合って解決して、むしろボクが空気読めてないみたいになってるし」

「いえ、そんなこと言われましても……」

「こんなの、ボクじゃないよぅ……」

　ぐりぐりと、ひときわ強く頭を押しつけられる。

「ボクは幽霊なんだ。それも前とは
違
 ちが

 う。自分で選んで幽霊になったんだ。囁き、すり抜け、人を化かす、本物の化物だ。それでいいと決めたんだ」

「……はい」

「それなのに、親友一人が死んだくらい
 で、この様だなんて……もう、もうボクは終わりだぁ……」

「あらあら」

　なんだかひどいことを言われている気もするが、アイは何も言い返さずに頭を撫でた。ところが
利
 き

 かん
坊
 ぼう

 のディーはそれすら気に入らないらしく「あ、あやすなよぅ」と両手を
振
 ふ

 り回した。

　ディーが何を
悩
 なや

 んでいるのかアイにはよくわかった。だがどう伝えれば良いのかわからなくて、最初から
丁
 てい
 寧
 ねい

 に聞き直した。

「ディーさんは、私が死んでしまって悲しいんですね」

「うん……」

「でも、それは間違っていると、思うんですね」

「……うん」

「それはなぜ？」

　まるで本当に母と子になってしまったように、アイはディーを腹の上で泣かせながら、涙の理由を聞いていた。いいのだ、今の自分は多分、すべての生きる者たちよりも
年
 とし
 嵩
 かさ

 なのだから。

「ボクには夢があるんだ……」

「それはどんな夢ですか？」

「それは……」

　もしかすると、言葉にするのは初めてなのかも知れない。ディーは一瞬だけ止まった後、自分が何者であるのか宣言した。





「ボクはこの世界を〝普通の世界〟にしたいんだ」





　アイは
頷
 うなず

 く。

「死者がいて、生者がいて、
墓
 はか
 守
 もり

 がいて、異能者がいる。でもそれが普通の事なんだって
皆
 みんな

 が思って、認めてる世界を、この街から作っていくんだ」

「まあ、それはいい夢ですね」

　なんて
綺
 き
 麗
 れい

 な夢だろうと、アイは思った。

　だが同時に、なんて
汚
 きたな

 い夢だろう、とも思った。

「そのためには千人だって万人だって見捨てるって決めた。それなのに……」

　もちろんそんなことはディーも気づいていた。彼女の夢は何千万人も救うかも知れないが、そこからこぼれ落ちる何万人は見捨てるしかない。

　だがそれでも前に進むと、そう決めたのだ。

　その、つもりだったのに。

「ふぐ……アイぃ……」

　アイが死んだくらい
 の事で泣いてしまった。

　そのことが、ディーは許せないのだ。

「……そんなに悲観することもないですよ」

　アイは親友の頭を優しく撫でた。

「なんだか以前にもこんなことがありましたね」

「……
噓
 うそ

 だ……ボクはアイなんかに泣きついたりしないぞ」

「そのときは今と逆に、私が泣いていたんですよ。そしてあなたは
励
 はげ

 ましてくれました」

「…………
 」

　気づいたのだろう。ディーが
黙
 だま

 り込んだ。そう、これはアリスを生き返らせてしまった後の自分とよく似ていた。

　あのとき、アイ・アスティンとその夢は
矛
 む
 盾
 じゆん

 してしまい、お
互
 たが

 いにお互いを
破
 は
 壊
 かい

 しようと悲鳴を上げていた。

「でも、だめなんだよぅ」

　これはディーが教えてくれたことなのに、当の本人が分からなくなっているのが少しおかしい。

「
駄
 だ
 目
 め

 なんだ……頭ではわかってるのに、体が言うことを聞いてくれないんだ……」

「はい」

「心臓がドキドキして、頭に血が上って、耳がガンガンしてボクの
邪
 じや
 魔
 ま

 をするんだ。……こんなのなかったら、もっとちゃんとできたのに……」

　すべての原因はそこだった。夢の最大の敵はいつだって自分自身なのだから。

　アイの時は失敗がそれに気づかせてくれた。だがディーのそれは〝生き返った肉体〟という
残
 ざん
 酷
 こく

 なものだった。

「こんなの、
幽
 ゆう
 霊
 れい

 の時はなかったんだ。あの
頃
 ころ

 のボクは全部がひとつにかみ合ってた。ボクの心臓はボクのものだったのに……」

　幽霊だった頃の彼女は、確かに今よりも強かったかもしれない。肉体を持たないことも、感情が
揺
 ゆ

 れないことも、〝世界を終わらせる〟という夢のためには最適だった。

「こんな邪魔なの、いらないのに……」

　そして彼女は言った。だからアイも言い返した。

「なら、死んじゃいますか？」

　ようやく何かに気づいた顔。

「心臓を止めて息をやめれば、少なくとも〝それ〟に悩まされることは無くなりますよ」

「あ……」

　そして自分が〝
誰
 だれ

 に〟対して〝何を〟言ったのか、気づいてしまった。

「……ほ、ほら、これだよ」

　ひどいことを言っているという自覚はあった。だが言わずに済ますことはできなかった。なぜならアイはディーが言うとおりに〝冷静〟だったから。

「……ボクはそれに頷かなきゃならないのに、やっぱり心臓が邪魔をするんだ……こんなのくだらない本能だってわかってるのに……」

　矛盾がディーを責めていた。心の中にある様々な要素が一つになれずに苦しんでいた。

「……いや、むしろそうすべきなのかもしれない。マダムの時だって死ぬ気だったんだ。本能なんかに負けずにいまからだって死ぬべきかも知れない……」

「ちょっとちょっと、ディーさん、ディーさんってば」

　アイはなんだかおかしくなってしまった。人って不思議だなと思った。

　人の事は分かっても、自分の事は分からない。分かっていたはずのことでも、少し変化してしまうだけでわからなくなってしまう。

　でも、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 だ。

　なぜならそんなときのために、友達はいるのだから。

「ディーさんに、一つだけ聞きたいことがあります」

「ぐすん……なに？」

　これは本当に、あの日の
繰
 く

 り返しだった。だからアイはあのとき、ディーがしてくれたように、彼女から渡されたものを分けてやった。

「あなたはどうして、そんな夢を
抱
 いだ

 いたのですか？」

「どうしてって……」

「どうして、この世界を普通の世界になんて、したいんですか？」

「それは……」

　再び、ディーは押し黙った。そして、当たり前すぎて考えもしなかったその夢を、初めて
言
 こと
 霊
 だま

 にして言い放った。

「それは……ボクのためだ」

　幸い、アイとは違って、彼女はそこを
間
 ま
 違
 ちが

 えたりはしていなかった。

「ボクがそんな世界に住みたいんだ……アイがいて、アリスがいて、みんなが当たり前にいられる世界。そこにボクもいたいんだ……」

「ああ、それはとっても
素
 す
 敵
 てき

 な夢ですね」

　こんどこそ、アイは頷くことが出来た。

　今再び、ディー・エンジーの夢は形作られた。

「だったら、全部そこから考えればいいです。そうすれば、矛盾なんか起きません。ディーさん、言ってたじゃないですか。世界を救うのなんか〝ついで〟だって」

「あ……」

　ようやく思い出したのだろう。ディーはあのときの自分みたいな顔をした。

「ディーさんは、人が死んでも悲しくない世界を作りたかったんですね」

「……うん」

「それなのに、私が死んで悲しかった。だから傷つき、自分の夢が揺らいだ気がした」

「うん。うん」

「でも、それは別に矛盾しません。だって、あなたの夢はまだ
叶
 かな

 ってないんですもの」

「……うん！」

　
傷
 いた

 んだ
髪
 かみ

 を
梳
 す

 きながら、アイは親友の心もほぐしていった。
絡
 から

 んだ
想
 おも

 いにブラシを通し、
縒
 よ

 れた思考をまっすぐに
伸
 の

 ばした。

「夢は未来にあって今ではありません。だから〝いつか〟と夢に見るのなら、そのときまでに備えましょう」

「…………
 うん」

「だから、いまは悲しんでもいいと、思います」

「………………
 うん」





「きっと、
涙
 なみだ

 は泣き
止
 や

 むそのときのために、流れるのですから」





　アイは、泣くのが結構好きだ。

　それは涙がいつも、泣き止むことと
一
 いつ
 緒
 しよ

 になっているからだと思っている。どんなに悲しくてもつらくても、涙は悲しみとともに流れて心を少しだけ軽くしてくれる。だからアイは、泣くのが結構好きだった。

　でももう、涙は流れない。

　
乾
 かわ

 き始めたこの
瞳
 ひとみ

 から流れるものはなにもない。

　それでも十分だった。なぜなら自分のそれは形を変えて、彼女の
頰
 ほお

 を流れているから。

「ごめんなさい。ディーさん」

「うん……」

「悲しくさせて……ごめんなさい」

「うん……うん……」

　ディーは、幽霊は、言葉だけで世界を
滅
 ほろ

 ぼそうとした
囁く者
 ウイスパ

 は、

　もう、何一つ言葉もなく、アイに抱かれて泣いていた。





　　　　†





　最近の
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 はずいぶんと人間らしくなったが、代わりに
奇
 き
 行
 こう

 も増えたのではないかとユリーは思う。

　と、いうのも移動の準備を終えた帰り道、アイの病室の前まできたユリーは、なぜか中にも入らずに
扉
 とびら

 の外から
盗
 ぬす

 み見している妻の姿を見つけたからだ。

「……なにをやってるんだ？」

「あ、ユリー」

　
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 は
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 で準備を終えてきたのだろう。アイのための防寒具を用意して（この場合
用
 よう
 途
 と

 としては防暖具だが）背中のセリカをあやしていた。

「？　なぜ中に入らないんだ？」

「それが、ちょっと人が来ていて……」

「っ!?
 　アリスか!?
 」

　体をかがめて、ユリーも
隙
 すき
 間
 ま

 をのぞき込む。あの
大
 おお
 馬
 ば
 鹿
 か
 野
 や
 郎
 ろう

 が、ようやく会いに来たのかと思った。

　だが、部屋の中にいたのはディーだった。

　彼女はベッドのそばにひざまずき、アイにすがりついて……どうやら泣いているらしい。

　
驚
 おどろ

 く、と共に
納
 なつ
 得
 とく

 する。

「なるほど、それで君は外で待っていたんだな」

「ええ、なにやら
込
 こ

 み入った様子でしたので」

「ふむ」

　とはいえ、心配するような事は起きていないらしく、ディーは泣いてはいても、きちんと話が出来ているようだった。二人の間には
穏
 おだ

 やかな時が流れていて、時折笑い声も聞こえるほどだ。

「……どうやら、きちんと泣けたらしいな」

「ええ、それはもうセリカもアイも顔負けに、ワンワンと泣いていました」

「ほう。それは少し見たかったかもな。……しかし、それはどれくらい前の話だ？」

「……三十分ほど前かと」

　なるほど、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 の困ったような顔はそれが原因か。二人は女子にありがちな、無限にお
喋
 しやべ

 りできるモードに入ってしまったらしい。このままでは一晩だって話していそうな勢いだ。

　ユリーとしても、出来れば二人にしてやりたいところだが、そうもいってられない。

「アイ。俺だ。入るぞ」

　問答無用でノック。すると中から「お、おじ様!?
 　ちょ、ちょっとまってよ!!
 」と
慌
 あわ

 てた声が返ってくる。

　同時に
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 がすまなそうに謝ってくる。

「すみませんユリー……」

「なに、いいさ」

　デリカシーが無いだの、タイミングが悪いだの言われるのは一人で十分だ。実はユリーは自分からその
汚
 お
 名
 めい

 を
被
 かぶ

 りにいっているところもあった。

「おーい、まだかー？」

「どーぞー」

　アイの返事をまってから、ユリーはドアをスライドさせた。すると部屋のなかにはベッドに座るアイと、泣いていた事なんておくびにも出さずにすまして座るディーの姿が──なかった。

「ちょ！　おじ様まだだよ！　空気読んでよ！　ちょっとアイ！　放してよぅ！」

　水を
掛
 か

 けられた
猫
 ねこ

 みたいにジタバタともがくディーを、アイがお
腹
 なか

 で
抱
 だ

 きしめて
捕
 つか

 まえていた。

「やーですよー。折角ディーさん
可
 か
 愛
 わい

 いんですから、もうちょっと
堪
 たん
 能
 のう

 したいですもん。
逃
 に

 がしませんよ！」

「……なにをしているんだか」

　ユリーは
呆
 あき

 れてかぶりを
振
 ふ

 る。

「ほら、いちゃつくのはその辺にしなさい」

「いちゃついてなんかないわい!!
 」

「ちぇー」

「ちぇー、でもない!!
 」

　自然と
微
 ほほ
 笑
 え

 みを
浮
 う

 かべながら、ユリーはアイの頭をそっと
撫
 な

 でた。年へた猫がするように、アイもまた、頭でぐいぐいと手を押した。

　相変わらず、
腕
 うで

 には
鳥
 とり
 肌
 はだ

 が広がっている、だがもうそれを
恐
 おそ

 れることはなかった。

「……ふんだ。そっちの方がいちゃついてんじゃん」

「なんだ
小
 こ
 娘
 むすめ

 。
焼
 や

 き
餅
 もち

 か？　これはすまなかったな」

　言って、ユリーはディーの頭も撫でてやった。「そんなんじゃないし！　っていうか
百
 ひやつ
 歩
 ぽ
 譲
 ゆず

 ってそうだとしてもそっちじゃないし！」といってディーが逃げる。逃げれば追うのがユリーの習性だ。捕まえて存分に髪をもみくちゃにしてやる。

「ギャー！　せっかくアイに梳いて
貰
 もら

 ったのに!!
 」

「もー。ユ……お父さんは本当にデリカシーが無いんだから」

「はっはっは、こりゃすまん。……さて、じゃあ我が家に帰ろうか」

　おざなりに謝りながらユリーは
車
 くるま
 椅
 い
 子
 す

 を準備する。これにアイを乗せて、今から家に帰るのだ。

「まって、最後に一つだけ聞かせて」

　その前に、ディーは言った。





「アイ、キミは、これからどうするの？」





　ユリーは息を
吞
 の

 んだ。それは
誰
 だれ

 もが先延ばしにしてきた質問だった。

「このまま在り続けるのか」

　彼女の言葉に乱れはなく、その表情に
鬱
 うつ
 屈
 くつ

 したところは何一つ無かった。ディーは朝日よりも夕日よりも
健
 すこ

 やかな眼で死者を見つめ、傷つくことをいとわなかった。

「それとも、死ぬのか」

　
全
 すべ

 ての視線が部屋の
片
 かた
 隅
 すみ

 へと集まった。そこには十三歳の真新しい死者がいて、もはや
輝
 かがや

 きを発さぬ月のような瞳で
皆
 みんな

 を見ていた。

　そこには
優
 やさ

 しい笑みがあった。

　
怖
 こわ

 い。とユリーは思った。いつも思っていた。この子のこういうところがいついかなるときも
恐
 きよう
 怖
 ふ

 だった。その
聡
 さと

 さが、くるいが、自分がそれを理解できないことが、ユリーはたまらなくかなしくて、こわかった。

「……ディーさん。セリカさん」

　アイが一人ずつ名前を呼ぶ。笑みのまま自らの死を語る。

「お母さん……」

　きっとそれは、アイを遠くに感じたからだろう。いずれこの子は自分の元から去ってしまう、その確信が恐怖となって心を
縛
 しば

 っていたのだろう。

　そして、実際にその通りになった。

　彼女もやはり、自分を置いていってしまった。

　それでも、

「お父さん……」

「なんだい？」

　ユリーは言った。優しく言った。

　恐怖を殺して、涙を
隠
 かく

 して、いつものように
噓
 うそ

 を
吐
 つ

 いた。

　置いて行かれるのなら、それでいいと思った。迷いはもう無かった。自分はただ、ここでまとう。そう思うことが出来ていた。

　そして、アイは言った。





「三日、まっていて下さい」





　この
期
 ご

 に
及
 およ

 んで、この子は申し訳なさそうにしたりする。

「私はすこし、考えたいと思います」





　　　　†





　考えると、アイは言った。三日、考えると。

　なにを考えるのだろうと、ディーは思った。終わることか、続けることか、それともいつ終わるかだろうか？

　考える。生きるか死ぬか考える。その言葉のおかしさとおぞましさにディーは不安になる。十五年より前の世界で、そのことをきちんと考えて生きた人間がどれだけいただろう？　ディーはもちろん考えなかった。十五歳だったあの日のディー・エンジーは、自分が死ぬなんて夢にも思わず窓から落ちた。

　だがこの世界ではすべてが
違
 ちが

 う。人々はみな、生きるか死ぬか自分で決めなければならない。

　そのなんと
残
 ざん
 酷
 こく

 なことだろう。思うに、死、と名付けられたあの終末は残酷だったが、それでも確かに救いでもあったのだろう。自らの意思とは無関係に
訪
 おとず

 れる死神に対しては、誰もが皆、
頭
 こうべ

 を垂れるしか無かった。

　その神はもういない。世界を捨てて、どこかにいった。

　世界には神の子ばかりが残されて、
中
 ちゆう
 途
 と
 半
 はん
 端
 ぱ

 な全知全能を
素
 す
 手
 で

 で
握
 にぎ

 りしめて悲鳴ばかり上げている。もはやどんな言い訳をすることも出来なかった。死は
理
 り
 不
 ふ
 尽
 じん

 に訪れる終わりではなく、自らの意思で選び取る終着点となった。

　それはつまり、自分自身の見切りを自分で決めるということだ。

　ディーは
今
 いま
 更
 さら

 ながら、自分のしていることに罪悪感を覚えた。死が
普
 ふ
 通
 つう

 になる世界。きっと多くの者はその恐ろしさに気づかずに、〝
幽
 ゆう
 霊
 れい

 〟の
囁
 ささや

 きを受け入れるだろう。これこそまさに
囁く者
 ウイスパ

 の所行。〝西方の
魔
 ま
 女
 じよ

 〟の
面
 めん
 目
 もく
 躍
 やく
 如
 じよ

 。彼らは喜び勇んで死を受け入れた後になってようやく気づくのだ。死神が持つはずの死の
鎌
 かま

 が、いつのまにか自分の手に握られていることに。

　それは、自分の価値を自分で決めると言うこと。自分の終わりを、自分の生を、自分自身で決めて決断しなければならない。そんな恐ろしい神の
御
 み
 業
 わざ

 を
矮
 わい
 小
 しよう

 な個人の手で成さねばならない。どれほど怖くても、どれほど悲しくても、だ。

　だがそれを成せた者はまだ良い方だ。

　もしも、それを決められないというのなら。きっと、もっと恐ろしいことが待ち受けている。終わりよりも恐ろしい、その名はきっと〝永遠〟という。

　いま、アイはその見果てぬ
獄
 ごく

 の
虜
 りよ
 囚
 しゆう

 となった。

　だから、ディーは決して言えない。そこにいてくれと、自分のためにあってくれなどと、決して言うことは出来なかった。









「じゃあディーさん。またあとで」

　あれから数十分が
経
 た

 ったあとの、それは議事堂前のロータリーでのことだった。青い車に乗り込んだアイは窓を開くと一人残ったディーに向かって頭を下げた。

「絶対！　絶対だからね!?
 　勝手に
埋
 まい
 葬
 そう

 されたりなんかしたら承知しないからね!?
 」

　辺りを
舞
 ま

 う雪と同じ速度で、ディーはこくこくと
頷
 うなず

 いた。その重たい
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 はすぐに相手に伝わって、アイはすまなそうに
眉
 まゆ
 尻
 じり

 を垂れた。

「ええ、かならず。決断したらすぐにディーさんにお知らせします」

「そんなのいいよ！　だから……だから……
埋
 う

 まっちゃヤだよぅ……」

「……それは」

　まただ、アイが不安にさせる顔をする。それを見る
度
 たび

 にディーの心臓はきゅうと鳴く。

「……ごめんなさい。ディーさん。不安がらせたいわけではないのですが……」

「うん。うん。分かってる。アイが考えるって言ったんだから。ボクは待つよ……でも、
頼
 たの

 むから覚えていてね、ボクは、アイともっと
一
 いつ
 緒
 しよ

 にいたいんだ……」

「はい、私もです」

　その言葉は本当だ。きっとアイは自分と同じくらい、一緒にいたいと考えてくれている。

　だがそれが何の保証にもならないのが、この子でもあった。

　わからない。ディーには全く分からない。九割九分こうだろうと思うと同時に、のこりの一分こそがアイの真実だという気もした。

「あ！　あと三日ってのも厳密にはいつなの!?
 　今日も入れて三日!?
 　それとも
明日
 あした

 から三日間ってこと!?
 」

「ディ、ディーさん必死ですね」

「当たり前だよ！」

「えっと、じゃあ明日から三日間で……四日目の朝に結論を出します」

「ん。わかった……」

「では、また」

　そして、青い車は走って行った。真っ白な
排
 はい

 ガスをまき散らして、チャリチャリとチェーンを鳴らして、
闇
 やみ

 と白の街へ消えていく。

「……さて」

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 的に、ディーは意識のスイッチを入れ
替
 か

 えた。少し、思考の整理が必要だった。今までやって来た〝幽霊〟のやり方を〝ディー・エンジー〟用に書き
換
 か

 えなければならない。くしゃみを一つ。両手を
揉
 も

 みつつ議事堂へと向かう。

　現状、主なパターンは二つある。

　一つはアイが埋葬を選ぶこと。

　こうなったときの自分の
選
 せん
 択
 たく

 はある意味では簡単だった。どんな手を使ってでも絶対に反対してやる。ただそれだけだ。泣こう、そしてわめこう。今日のが比じゃないくらいメチャクチャに
騒
 さわ

 ぎ立てて、最終的には
床
 ゆか

 に
寝
 ね

 っ転がって
駄
 だ
 々
 だ

 を
捏
 こ

 ねたっていい。なんならみっともなく足にすがりついたっていい。

　反対に、残ることを選んだ場合だが、こちらの想像がディーには難しい。おそらくその辺りのノイズがアイをして『少し待て』と言わせたのだろう。

　では、アイは何を待っているのか？

　あるいは、誰を？

「……そんなの、決まってるか」

　真っ白で暖かな
孤
 こ
 独
 どく

 をポソリと
吐
 は

 いて、ディーは今後の方針を決めた。

「どこいったんだよ。二人とも……」

　闇に
沈
 しず

 む街を見つめて、その
何
 ど
 処
 こ

 かに隠れているはずの彼らを
恨
 うら

 む。





「アイが、待ってるっていうのにさ……」











　夜の間ずっと降り続いた雪は夜が明けると急に弱まり、朝には生まれ変わった銀世界を人々の目に見せてくれた。
吹
 ふ

 けば飛ぶほどの細やかな雪で
覆
 おお

 われた街並みは砂糖細工のようにキラキラとかがやいて
眩
 まぶ

 しかった。

　そうとなれば
黙
 だま

 っていられないのが犬と男子だった。彼らは「よくやるなぁ」という大人と少女の視線を
振
 ふ

 り切って街中に飛び出し、ささやかな
奇
 き
 跡
 せき

 をぱっぱと散らして
駆
 か

 けずり回った。すでに十五歳をまたぎ、大人達の仲間入りをしているはずの男の子達だったが、このときばかりはどこかはしゃいでいる様子だった。

　街では
煮
 に
 炊
 た

 きが始まっている。

　
真
 しん
 鍮
 ちゆう

 の箱に
詰
 つ

 められて人々の
懐
 かい
 中
 ちゆう

 を温めていたマダムの
炎
 ほのお

 は
蓋
 ふた

 を開けられるとそのまま小さなコンロとなって冷えた食材を温め始める。人々は積もったばかりの雪を
鍋
 なべ

 に投げ込んではスープやお茶にしてかじかんだ体を温めた。

　雪を
踏
 ふ

 む音、
溶
 と

 かす音、大人の
愚
 ぐ
 痴
 ち

 と子供の
歓
 かん
 声
 せい

 、街は様々な音で
溢
 あふ

 れていた。新雪は昨夜のみ込んだ音を解き放つように人々から新しい音を引き出しては
賑
 にぎ

 やかに世界を
彩
 いろど

 っている。

「じゃあパパ、ママ、私、今日も探してくるね。夜までには帰るから！」

　そんな街の
片
 かた
 隅
 すみ

 のことである。黒面へと向かう列の
中
 なか
 頃
 ごろ

 にひとつの家族の姿があった。彼らは年へた両親と、ずいぶん
遅
 おそ

 くに出来たのだろう、年若い
娘
 むすめ

 を連れていた。

　いま、娘が両親から一人
離
 はな

 れ、行列の
脇
 わき

 をすり
抜
 ぬ

 けながら大通りを西へと進んでいった。街の音はそんな少女にも降り注いでいる。
足
 あし
 下
 もと

 をすり抜ける子犬がワンワンと
吠
 ほ

 え、屋台の売り子達が焼き
串
 ぐし

 の温かさをアピールしている。
美
 う
 味
 ま

 いよ安いよ温かいよ。一口食べれば
頰
 ほお

 が落ちるよ。

「……ごくり……もし見つかったら、お
土産
 みやげ

 とかいるよね」

　彼女は何かを探しているのだろう。道行く人に何事か聞き込みしながら少しずつ通りを進んでいった。とはいえ、それほど
焦
 あせ

 るものではないらしく、楽しそうな音があればそちらに向かい、少しでもいいなと思えば自分に言い訳して買い物をした。

「♪」

　パリパリに焼かれた
豚
 ぶた
 串
 くし

 を
嚙
 か

 み
締
 し

 めると、奥歯の上で
肉
 にく
 汁
 じゆう

 が
弾
 はじ

 ける音がした。
靴
 くつ

 の裏からはシャンシャンと
霜
 しも
 柱
 ばしら

 を割る
爽
 さわ

 やかな快音が
響
 ひび

 いている。このオスティアという街には楽しげな音が
充
 み

 ち満ちて、少女はまるでコンサートにでも
訪
 おとず

 れているように楽しんでいた。

　屋根の上から落とされる雪下ろしの音を聞き、

　雪玉をぶつけ合って歓声を上げる男の子の声を聞き、

　分厚い雲の向こうでぼんやりと
浮
 う

 かぶ太陽の音
 を聞き、

　マダムの炎
 が上げる
優
 やさ

 しい悲鳴の音を聞き、
丘
 おか

 の上から響く異世界の音
 を聞く、

　そして、少女はようやく、目当ての音の手がかりを見つけ出した。

「あー、やっぱり雪の重さに
耐
 た

 えられなかったか。……こりゃしっかり雪下ろしやらないと大変なことになるぞぅ」

　それは通りを三ブロックほど行った建物の前で、いかにも〝
偉
 えら

 そう〟に話す声が聞こえた。どうやらその建物は積雪に耐えきれずに
天
 てん
 井
 じよう

 が抜けてしまったらしく、彼らはその事故を
隅
 すみ
 々
 ずみ

 まで検分していた。

　だが、少女にとって、事件そのものはどうでも良かった。

　それより気になったのは、彼らの中心で一番偉そうにしている聞き覚えのある声だった。





「あ、あの！　〝西方の
魔
 ま
 女
 じよ

 〟さんですよね！」





　だから、ターニャ・スウェッジウッドは声を上げて、ディー・エンジーに声をかけた。





　　　　†





　昔、アイは死ぬことと
眠
 ねむ

 ることの
違
 ちが

 いを考えたことがあった。きっと昔の人も考えたのだろう、死は〝
永
 えい
 眠
 みん

 〟などと
喩
 たと

 えられるように、
睡
 すい
 眠
 みん

 と関連づけられることが多かった。

　こういうことを考えるのはおねしょの危険性を高める非常に危険な
行
 こう
 為
 い

 だったが、それでも、幼いアイはついつい、
突
 つ

 き詰めてしまう夜もあった。

　感覚的には、眠りと死は全然違うものに思えた。それは、だってそうだろう、一度もしたことがない死ぬという行為と、毎日している眠りが同じであって良いはずがない。そうでなくてはもう眠れなくなってしまうではないか。

　だが同時に、全く同じものであるという気もしてならなかった。

　たとえば、寝ているうちに死んでしまったら、それはどういうことになるのだろう？　私はそのことにちゃんと気づいて「ああ、死んじゃったな」と気づけるのだろうか？

　あるいは気づきたいだろうか？

　きっと、天国とか
地
 じ
 獄
 ごく

 があればそういうことにも気づけるのだろうけれど、そこはもうここになってしまった。





　だから、自分で考えるしかないのだろう。









「…………
 ん～」

　そんなことを
想
 おも

 いながら、アイはゆっくりと体を起こした。

　心なしか
普
 ふ
 段
 だん

 の睡眠よりも体が
硬
 かた

 くなっている気がする。筋肉が
強
 こわ
 張
 ば

 って動かしづらい。

　オスティアは生者の街だっただけあって
死体調整士
 プラステイネイタ

 がひどく少なく経験も浅い。そんな彼らはとにかく死後
硬
 こう
 直
 ちよく

 に注意しろといっていたが、自分はそんなにひどくないのか、こうして動き続けることが出来た。

「っん……」

　ふくらはぎが
覗
 のぞ

 くほど、
薄
 うす

 いパジャマ一枚を着た姿で、アイは窓へと近づいていった。あれからというもの寒さはあまり感じなかった。カーテンを
摑
 つか

 んで外を見る。

「わぁ──すごいっ！」

　外には
白
 はく
 色
 しよく

 の世界があった。赤い
煉
 れん
 瓦
 が

 も、灰色の
石
 いし
 畳
 だたみ

 も、山の黒もすべて、すべて白く染まっていた。

　目の前の道を子犬と男の子が走って行く。その姿を見て、アイもなんだか飛び出したくなってしまった。

　のだが、

「あ、まずいですねこれは。まぶしぃ……」

　たしか、
死体調整士
 プラステイネイタ

 の話によると、死後は
瞳
 どう
 孔
 こう

 の調整が
上
 う
 手
 ま

 くいかなくなってしまうため、わずかな光でもひどく眩しく感じるそうだ。真っ白に
輝
 かがや

 く雪面は、そういう意味ではあまり優しい相手ではなかった。

「ま、仕方ありませんね」

　やむなくアイは
諦
 あきら

 めて、カーテンをきっちりと閉めてベッドに
戻
 もど

 った。

　すると、コンコンとノックが響いた。

「……アイ、俺だ。起きているか？」

　ユリーだ。「はーい。どうぞー」と声を上げる。

　だが彼は部屋に入ってこようとせず、
扉
 とびら

 の向こうから再び声をかけた。

「実は、いま、君を訪ねてきた人がいるんだが……どうだろう。会えるかい？」

「お客さんですか？」

　ユリーがここまで
丁
 てい
 寧
 ねい

 にいうということは身内ではないのだろう。アイはとりあえずパジャマの上からストールを羽織り、毛織りの
靴
 くつ
 下
 した

 に
穿
 は

 き
替
 か

 えた。寒いわけではないが、あまりに薄着だと相手を
動
 どう
 揺
 よう

 させてしまうと考えたのだ。

「どうぞー」

　一体
誰
 だれ

 だろう？　そう思って見つめる先で、扉がゆっくりと開いていった。するとそこには、もこもこに着ぶくれした、一人の少女が立っていた。

　少女は女性にしては長身で、どこか異国
情
 じよう
 緒
 ちよ

 を感じさせる浅黒い
肌
 はだ

 をしていた。
髪
 かみ

 は長く、軽く
結
 ゆ

 われてマフラーと共にコートの中に折り込まれている。

　そして、その目はしっかと閉じられて開かなかった。

　アイは、その姿に見覚えがあった。

　そして彼女もまた、そんなアイに聞き覚え
 があった。

「へ？　ターニャさん？」

　彼女の名はターニャ・スウェッジウッド。以前、アイが訪れたゴーラ学園でクラス長をしていた少女だ。彼女の目は
潰
 つぶ

 れており、またそれ
故
 ゆえ

 に発現した異能力によって学園に閉じ込められていたのだが、その後アイによって解放され、今では両親と
一
 いつ
 緒
 しよ

 に暮らしていた、そのはずだが……。

「わ。わ。どうしたんですかターニャさん！　お久しぶりです！」

　アイは
懐
 なつ

 かしさに駆られて歩み寄り、ハグをしようと両手を上げた。自分がどんな
状
 じよう
 況
 きよう

 かも忘れて。

「……………………
 」

「ターニャさん？　……あ」











　つぅっと、
逃
 に

 げるように一歩引かれたターニャを見て、アイはようやくなにごとか気がついた。彼女の閉じられた
瞳
 ひとみ

 がこちらを見ていぶかしんでいる。「まさか」という感情を
隠
 かく

 せないでいる。そして、

「チュンッ！」

　
突
 とつ
 如
 じよ

 、ターニャは
唇
 くちびる

 をすぼめてきわめて強い吸着音を発した。それは大型の鳥が「なにものか？」と問うときに発する鳴き声によく似ていた。

　事実、その舌打ちは
誰何
 すいか

 の音だった。
鋭
 するど

 い音波は
瞬
 またた

 く間に部屋中を満たして反射波を生み出した。音速は部屋の気温を表し、
壁
 かべ

 や家具から
跳
 は

 ね返った音はその形と
距
 きよ
 離
 り

 を伝える。その
全
 すべ

 てを、ターニャはイルカやコウモリのように測定していく。結果はすぐに出た。ターニャは全てを理解した。

「……あの」

　それをまた、アイも理解して、だから彼女は笑ってみせた。力なく頰を動かして、たはは……と愛想笑いを浮かべる。こういう時に
真
 ま
 面
 じ
 目
 め

 な顔が出来ない自分が少しどうかと思うが、それでも他にどんな表情をすればいいのか分からなかった。

　しかしターニャはまだ、そこにすらたどり着いていなかった。

「チュ、チュン！」

「ターニャさん？」

「チュン！　チュン！」

　ターニャの能力『零里眼』は
盲
 もう
 目
 もく

 の彼女が生み出した探査能力であり、光や熱、
概
 がい
 念
 ねん

 などの情報を音によって聞き分ける事が出来る。その力はきわめて独特かつ強力で、なまじ目の見えている人間よりも物事を正確に測ることが出来る。

　だが、

「チュン！　チュン！」

「……ターニャ、さん……」

「チュン！　チュン！　チュン！」

　だがたとえ、どんなに目が良い人でも、

「チュン！　チュン！　チュン！」

　どんなに耳の鋭い人でも、

「チュン……チュン……」

　その意味を受け止める心がなければ、意味は無かった。

　ターニャは何度も何度もさえずった。「チュン……チュン……」と小鳥が親鳥を探すように、望んだ返事を期待して鳴いた。

「……アイ」

「はい」

　だが、そんなものは
何
 ど
 所
 こ

 にもなく、彼女は最後の音を放った。それは全てにおいて
鈍
 にぶ

 くなった人間がそれ故に作り出したもので、名を『言葉』と言った。

「……本当に、死んじゃったのね……」

「はい」

　ターニャは泣いた。役に立たない彼女の瞳に残された、それが
唯
 ゆい
 一
 いつ

 の機能だった。

「
馬
 ば
 鹿
 か

 ……」

「はい」

「アイは、馬鹿よ……」

「……はい」

　
抱
 ほう
 擁
 よう

 、生者の熱が
炎
 ほのお

 となって体を焼く。だがアイは
抵
 てい
 抗
 こう

 しなかった。

　やわらかであたたかな体がその身を
抱
 いだ

 く。胸に顔を
埋
 うず

 めて
涙
 なみだ

 の音をその身に受ける。そういえば自分は以前も、彼女の生きる肉体を
怖
 こわ

 がったときがあった。生者はそれ自体が
恐
 きよう
 怖
 ふ

 だった。

「ごめんなさい……ターニャさん」

「うん……」

「ごめんなさい……」

「うん……うん……」

　そこには悲しみだけが
流
 る
 転
 てん

 していた。それは
狂
 きよう
 気
 き

 にも
妄
 もう
 執
 しゆう

 にもならずに
純
 じゆん
 粋
 すい

 な悲しみとして正しく
巡
 めぐ

 るものだった。

　ターニャはただ、アイのためだけに悲しんでいた。





　　　　†





「……でも私、本当はいつかこんな事になるんじゃないかと思ってたの……」

　それから一時間ほど後になって、ターニャはようやく『鳴き』やみ、少しずつ話が出来るようになっていった。

　すびび、とターニャが鼻をかむ。二人はベッドの
端
 はじ

 っこに寄り
添
 そ

 って座り、まるで高波のように
襲
 おそ

 い来る感情から身を守っていた。彼女は少し涙もろくなったようだった。

「え～？　そうなんですか？」

　対するアイはあくまで冷静だった。初めて友人の死に出会ったターニャとは
違
 ちが

 って、すでになんども悲しみをぶつけられている身としては人を悲しませることに慣れていた。無論、そうなりたかったわけではないが、度しがたい事に人は何事にも慣れる生き物だった。

　それに、度しがたいという意味ではターニャも結構負けてはいない。

「うん。もう危なっかしくて見てられなかった。出会ったときから〝あ、この子ヤバい〟って思ったもの」

「そ、そうですか？　そんなヤバくはなかったと思いますが……」

「ううん、ヤバかった。それは、もう、すんごく」

「え～、そうですか？」

「うん。そう」

　異論は十も二十もあるが、泣く子には勝てぬとアイは
黙
 だま

 った。

「だから別れるときも〝もう生きては会えないんだ〟って思って大泣きしちゃった」

「そ、そんなこと考えていたんですか……」

「考えてた。だから、手紙が届いたときはすごくほっとした」

　半年前に別れた後、二人の交流は紙面にて続いていた。アイは月に一度は手紙をしたため、ウッラやターニャなどの住所が分かる友人達に
近
 きん
 況
 きよう

 を報告していたのだ。

　だがいま、ターニャはこの場所にいる。

「そういえば、どうしてこちらに？」

　首を
傾
 かし

 げる。まさか自分の死を知ったからだとは思わない。ここから彼女の家までは一月は
掛
 か

 かるはずだから、
訃
 ふ
 報
 ほう

 を聞いて
駆
 か

 けつけたにしては早すぎた。たぶん、
帰
 き
 還
 かん

 してすぐに送った手紙もまだついてはいないだろう。

「まさか、一人ですか？」

「ううん、パパもママも一緒。……えっとねアイ、〝黒面〟って知ってる？　この街にある、正常な世界へと続いているっていう扉で〝世界を救った
奇
 き
 跡
 せき

 〟っていわれてるんだけど……」

「もちろん知ってます」

「あ……もしかしてあれって、アイが
関
 かか

 わってるの？」

「まあ、多少は」

「わ、やっぱり」

　ターニャが泣いたまま笑うという複雑な表情を見せた。

「すごい、じゃあアイは世界を救えたんだね」

「……いいえ。私は結局、世界を救うことは出来ませんでした」

「？　結局って……それって、どういう──」

　やはり、これを言わずに済ますことは出来ないのだろう。

「ターニャさん、実は私もう、世界を救うの
諦
 あきら

 めちゃったんです」

「!?
 」

　潰れた瞳がわずかに開くほど、ターニャは
驚
 おどろ

 いて立ち上がった。

「……そっか」

　だがなぜかすぐに、彼女は説明も聞かないうちから
納
 なつ
 得
 とく

 してベッドに
戻
 もど

 った。

「やっぱり、そうだったんだ……」

「？　分かりますか？」

「うん。そういう〝音〟がしたから」

　彼女の能力、零里眼は様々な情報を音として聞くことが出来る、その力は時に複雑な情報でさえも直感的に
把
 は
 握
 あく

 することが出来た。いまもそうなのだろう。

「……今の私は、どんな音がしますか」

　以前、ターニャは自分を〝月光によって掛かる
虹
 にじ

 の音〟と表していた。アイにはその表現がどういうことかよくは分からないが、なんとなく、もろく、はかなく、それでいて手が出せないような夢のようなものを感じていた。だがいまは、

「……いまのアイからは虹の音が感じられないわ。ただ〝
砕
 くだ

 けた月の音〟がするだけ」

「月？」

「うん……死者は大体、夜のイメージがするものだけど、アイのはすこし違うわね。……暖かい、でも傷ついた、光の気配がするわ」

「？　？　？　そうですか？」

「ええ、やっぱりあなたはちょっと不思議ね」

　説明するというよりも、自分の
想
 おも

 いをまとめるように、ターニャは言葉をつむいだ。

「まるで
闇
 やみ

 の中の光みたいに、光の中の闇みたいに、あなたはなにかに
塗
 ぬ

 りつぶされそうになったらすぐに反転して、押し込められた色をかくまうような、そんな音……」

「そう、ですか……」

　アイにはターニャの言うことがよく分からなかった。彼女の世界は彼女だけのもので、きっと見れることは一生ないだろう。

　それでも良かった。

「なんだか照れてしまいますね」

「む。別に
褒
 ほ

 めてるわけじゃないわ。死者は死者だもの。まったく勝手にこんな音になるなんて……」

「それでもですよ」

　アイはポスンと彼女の
膝
 ひざ

 に頭を乗せて、
猫
 ねこ

 のように甘えてみせた。どうでもいいがターニャは少し太ったみたいだ。太ももの具合が
心地
 ここち

 よい。

「なんだか私、月が好きになりました」

　別に今まで
嫌
 きら

 いだったわけではないが、今日からは、そうなった。

「そっか……それなら、いい。のかしら？　……っというか、何の話をしていたの？」

「ターニャさん一家がこの街に来た理由ですよ」

「ああ、そうだった。……あのね、アイ、私達、その新世界に行こうと思うの」

　がばりと
跳
 は

 ね起きて彼女を見る。閉じられた
瞳
 ひとみ

 と目が合う。

「それは──」

　考えていないことではなかった。かの黒面が開いたときから、アイは自分の知り合いも「向こう」に行くのではないかと思っていた。それこそユリーや
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 、ディーやアリス、それに自分自身だって、その
選
 せん
 択
 たく

 は出来たのだから。

　だがターニャの場合は少し事情が違う。

「で、でも、向こうに行ったらターニャさんのその力はなくなっちゃいますよ？」

　黒面の向こうに広がる正常な世界では子供が生まれ、人が死に──そして異能者は力を失う。

　もちろん新世界より強力な〝
魔
 ま
 女
 じよ

 〟クラスの異能であれば話は別だが、おそらくターニャ程度の能力は
欠片
 かけら

 すら残らないだろう。

　つまり彼女は、再び
盲
 もう
 目
 もく

 になるのだ。

「……いいんですか？」

「うん」

　しかし、ターニャに迷いはなかった。

「もともと、私が欲しかった力じゃないもの。構わないわ」

「ふふふ。そうですか。じゃあ仕方ありませんね」

　アイは、なんだか
嬉
 うれ

 しくなってしまった。彼女は彼女で、あれから時を重ねてしぶとくなったみたいだった。

「
皆
 みんな

 の事だけが心残りだったけど……」

「そういえば
皆
 みな

 さんはどうなりました？」

　ゴーラ学園を
一
 いつ
 緒
 しよ

 に「自主卒業」した五人＋二人の仲間。彼らもまた移動を続けているため、アイは
行方
 ゆくえ

 を知らなかった。

「うん。みんな無事目的地に着いたみたい。ここに出る前に手紙を送ったわ。あ、ちなみに学園は
潰
 つぶ

 れたそうよ」

「へ？」

　思わず
間
 ま
 抜
 ぬ

 け
面
 づら

 を
晒
 さら

 してしまった。

「つ、潰れたんですか!?
 」

「うん。やっぱりいろいろ限界だったみたい。私達が出てすぐに解体されたって」

「ええ～～……
 」

　それでは、なんかこう、必死で
逃
 に

 げ出した自分たちが
阿
 あ
 呆
 ほう

 みたいだった。

「……今年になってからかな、いろんなところで、いろんな
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 しが、もう通用しなくなっていってるみたいなの。どこの街も、村も、死者や異能のことを、もう
蓋
 ふた

 をしてどうにかなることじゃないんだって」

「そう、ですか……」

　十五年。それは子供が大人になるほどの月日であり、世界が
一
 ひと
 巡
 めぐ

 りする時間だった。もはや物も心も入れ
替
 か

 わり、
騙
 だま

 し騙し生きながらえてきた常識は変わってしまった。思えばアイの村が
滅
 ほろ

 んだのも昨年のことだ。学園の
崩
 ほう
 壊
 かい

 は約束されていたものだったのだろう。

「じゃあ、ミミータさんやメメポさん──それにモンモランシーさんはどうなったのですか？」

　ミミ、メメ、モモ、の三
姉妹
 しまい

 はゴーラ学園に
唯
 ゆい
 一
 いつ

 残ったアイの友達だ。二つの体を三つの精神でシェアする彼女たちはどこぞの貴族
令
 れい
 嬢
 じよう

 であり、立場上、そして熟考のすえに、逃げずにあの場所に残ったのだ。

　こうして口にしているとすぐに彼女たちの事が思い出された。お嬢様の割にはお
転
 てん
 婆
 ば

 で、自分の
境
 きよう
 遇
 ぐう

 をまったく
恨
 うら

 んでいない彼女たちは「どこにいたって三人いれば
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ！」と
豪
 ごう
 語
 ご

 してアイの
誘
 さそ

 いを
蹴
 け

 ったのだ。

　なつかしい、本当にいまはどうしているのだろう。

　そう思った、時だった。





「私達の！」「ことを！」「呼んだかな!?
 」





　いきなりだった。ばごーん！　と、まるで
蝶
 ちよう
 番
 つがい

 が
吹
 ふ

 っ飛んだんじゃないかと思うくらいの勢いで
扉
 とびら

 が
威
 い
 勢
 せい

 良く開かれる。ひゃ！　とターニャが悲鳴を上げてアイに
抱
 だ

 きつく。開け放たれた扉が横の
壁
 かべ

 にめり込んだ。

　その向こうで、
仁
 に
 王
 おう
 立
 だ

 ちする一人の少女がいた。

「お久しぶりね二人とも！」「元気してた!?
 」「やっほー！」

　少女は見るからに一点物と分かる牛革のブーツと真っ赤なドレス、それに兎毛のコートをまとってドアの向こうに立っていた。

　だがおかしい、少女の姿は一人なのに、その声は三重にダブって聞こえた。

「あなた達は……」

　アイはその姿に見覚えがあった。

『１・５重人格』ゲーデンバーグ三姉妹。

　それは話題に上がったばかりの少女たちだった。

　ミミ（あるいはメメ、またはモモ）は元気な
笑
 え

 みを
浮
 う

 かべながら、つかつかと部屋に入り込んだ。

「ど、どうしたのですか皆さん!?
 」

「いやね、あれから実家にすぐもどってさ」「そしたらなんか
扱
 あつか

 いが全然ちがくなってて」「異能なんかもう
普
 ふ
 通
 つう

 だから社交界に出ろっていわれたの」

　どうやら今年になって様々なことが
転
 てん
 換
 かん

 したという話は本当らしく、三姉妹はあれからすぐに本国に復帰したのだという。それどころかその扱いは以前よりもいいくらいで、異能を持つ人間はむしろもてはやされているらしい。

「はー、そんなことがあるんですね～」

「そう！　そんで、ここに飛ばされたんだけど」「なんかアイがいるっていうから」「ちょっと
抜
 ぬ

 け出して
挨
 あい
 拶
 さつ

 に来たのよ」

「そうだったんですか……」

　アイは自然と笑顔になった。仲間たちのなかで唯一残った姉妹のことは、ずっと気に
病
 や

 んでいたが、自分が心配するようなことはなかったのだ。

「それにしても」「アイが」「死んじゃうなんてなー……」

「たはは……」

　むしろ心配をかけていたのは自分のほうだったみたいだ。

「…………
 」「…………
 」「…………
 」

　おそらく知らせを聞いていたのだろう。三つ子は無表情を保って、ことさらに悲しがることはなかった。それはきっと彼女もまた、親しき人の死を経験しているからだろう。

「あれ？　でもなんで一人なんですか？」

　ふと気づいて、また話を変えるために、アイはそのことを口にした。学園ではなにをするのも二人一緒だった彼女たちだったが、いまでは一人きりになっている。

「もしかして……」

　彼女たちの異能は三姉妹のうち一人、モンモランシー・ゲーデンバーグが死亡したことによって発動した死者の不完全再生能力だ。ということは、さらにもう一人の肉体が失われ……、

「ああ、ちがうわそういうことじゃないの」「もう一個の体はいまフェルミゴーラの本国にいるの」

「？　どういうことですか？」

「ほら、私達って二つの体を皆で使えるでしょ？」「これってどれだけ
離
 はな

 れていても
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 で出来るから」「体が離れていれば
遠
 えん
 距
 きよ
 離
 り

 通信が出来るってわけ」

「ああ、なるほど」

　つまり、姉妹は
体
 てい

 の良い電信代わりとして使節団に加えられたらしい。誤魔化しをやめた国は
早
 さつ
 速
 そく

 便利に異能者達を使っているようだ。

　だが、姉妹も負けてはいなかった。同じように利用し返して、こうして友達に会いに来ているのだから。

「それでさ──」

「お嬢──!!
 」

　そのとき再び
騒
 そう
 々
 ぞう

 しい声が
響
 ひび

 き
渡
 わた

 った。

「お嬢！　どちらにおられるのですか!?
 」

「っち」「もうばれちゃったみたいね」「うるさいのが来た」

　
誰
 だれ

 ？　とターニャと二人で首を
傾
 かし

 げる、その間にも
悲
 ひ
 壮
 そう

 な
叫
 さけ

 び声は階段をドカドカと
駆
 か

 け上がり、

「!?
 　いた！　お嬢！　こまりますよ！」

　そういって、息せき切って駆け込んできたのは背の低い紅顔の少年だった。それはアイもよく知る顔だった。

　第三天使、ノイレフェーン。

　彼は南方の
帝
 てい
 国
 こく

 、フェルミゴーラの貴族だった。また、同時にディーの仲間（？）でもあり、光を
操
 あやつ

 る強力な異能と立場を背景に、街や
塵
 ダストビリーバー

 と
交
 こう
 渉
 しよう

 していた。アイとはマダムの事件のときに初めて出会い、そのときは敵対したものだった。おかげさまで仲良く話すと言うこともなかったので、アイは彼について個人的にはなにも知らなかったのだが、

「まったく！　
勘
 かん
 弁
 べん

 して下さい！　
侍
 じ
 従
 じゆう

 たちが泣いていましたよ！」

「ちぇー」「いいじゃないちょっとくらいさー」「
大
 おお
 叔
 お
 父
 じ

 様のいけずー」

　それでも、彼がこんなふうに必死で叫ぶような人間だとは思わなかった。いまのノイレフェーンは悪童の扱いに困る教師そのもので、絶対的強者として君臨した敵対者のイメージはまるでない。

「おっじゃまー。ターニャが先に来てるはずなんだけど……ってなんで三つ子とノイレまでいるの？」

「……なにごとだこれは？」

　などと言っているうちに、ディーまでもがやって来た。彼女はいかにも仕事を抜け出してやって来たという体で、書類と
護衛
 マキア

 を背負っていた。

「あ、ディーさん、先ほどはお世話になって……」

「げげ！　
幽
 ゆう
 霊
 れい

 だ！」「西方の魔女だ！」「ホントにいたんだ！　ひゃー！」

「うへぇ、女三人寄れば
姦
 かしま

 しいとはいうけれど、キミらは一人でもその調子だねぇ」

「あ、アイ
殿
 どの

 、これは挨拶が
遅
 おく

 れ失礼しました。このたびはお
悔
 く

 やみを申し上げます。いま、すぐにこの者たちを引き上げさせますので、平にご勘弁を……」

「おーい、アイ。お客さん用にお茶を
淹
 い

 れたんだが……まだ増えるかい？」

　もうメチャクチャ。

　さっきまでがらんとしていた空間はあっというまに
狭
 せま

 くなった。室内は友人知人が群れ集まって
大
 おお
 騒
 さわ

 ぎで、もはやベッドの上から身動きも取れない。

　それが、なんだか
無
 む
 性
 しよう

 に楽しくて、アイはターニャと顔を見合わせて笑った。





　　　　†





　夜になった。

　結局、ディーはそんなに長くはいられなかった。彼女は死者用のお
菓
 か
 子
 し

 とお茶をお
土産
 みやげ

 に置くと、すぐにマキアに引きずられて行ってしまった。

　対照的に三つ子はずいぶんと
粘
 ねば

 った。
小
 こ
 舅
 じゆうと

 のように追い立てるノイレフェーンを三人がかりで言いくるめ、昼食どころか間食まで
一
 いつ
 緒
 しよ

 にいた。聞けば、彼らは
許嫁
 いいなずけ

 の関係なのだという。『ほう！』とアイは
唸
 うな

 ると同時に疑問に思う。一体彼は三人の誰と許嫁だったのだろうか？

　三姉妹はお菓子時になってようやく帰っていった。どこにいても、なにをしてても大丈夫だと豪語した彼女たちのその言葉は本当らしく、その別れはカラリと
乾
 かわ

 いて
爽
 さわ

 やかだった。

　後にはターニャだけが残されて、部屋の
喧
 けん
 噪
 そう

 は少しずつ収まっていった。そして、それもすぐに、消えることになる。

「そろそろ私、帰らなくちゃ……」

「もうですか？」

　真冬の足が早い太陽が、湖面の向こうにさしかかった
頃
 ころ

 だった。じりじりと
焦
 じ

 れていたターニャはついにその言葉を口にした。

「
泊
 と

 まって行かれたらいいのに……」

「それはダメ、パパとママが待ってるし、順番待ちもあるから……」

　現在、新世界へと向かう人の列は
摩
 ま
 訶
 か
 不
 ふ
 思
 し
 議
 ぎ

 な混乱を見せており、ブロックごとで分かれたり普通に並んだりと安定しない。せめて夜の点呼には帰らなければ、並び順を飛ばされる
恐
 おそ

 れもあった。

「じゃあ、せめて送らせてください」

「え、でも……」

「さすがに動かなすぎて、
暇
 ひま

 になってたところですしね」

　ゆっくりとアイは立ち上がって、コートとマフラーを身につけ始めた。

「さ、行きましょうか」

「でも、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 なの？」

「はい。あ、でもユ──お父さんには言っておきましょう。心配するでしょうしね」

　部屋を出て一階に下りる。ところが
肝
 かん
 心
 じん

 のユリーは見当たらなかった。
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 に聞くと、なんでもターニャのご両親に挨拶をしに行ったらしい。大人には大人の付き合いがあるものだ。丁度良いからこのまま送って、帰りは一緒に帰ってこよう。

「本当に大丈夫なの？」

「ええ」

　過保護なまでの心配が、なんだか幼い頃に
戻
 もど

 ったみたいでくすぐったかった。ターニャはなんだかやる気が出てきてしまったらしく、鼻息を
荒
 あら

 くしてアイを先導して
扉
 とびら

 を開いた。

　雪。

　暗い空からふわふわと
舞
 ま

 い落ちる雪が静かに
全
 すべ

 てを
埋
 う

 めている。オスティアはもうすっかり雪と氷の街だった。

　チュン、ターニャが小さくないて
眉
 まゆ

 をひそめた。

「私、雪って
嫌
 きら

 い」

「なんでですか？」

「だって、なにもかも埋め
尽
 つ

 くして、全部雪の音にしてしまうんだもの」

　めずらしくプリプリと
頰
 ほお

 を
膨
 ふく

 らませて文句を言っている。

「そうじゃなくても音を吸って、聞き取りにくくしちゃうんだもの」

「ふーん。そんなものですか」

　ぶぶ、ぶぶ、ブーツの裏で雪を
踏
 ふ

 む。確かに言うとおりで、こうして歩いていてもいつもの喧噪はどこか遠かった。車はほとんど通らずに、屋台の声も小さい。

　せめて体の中に音を持っていれば、この
静
 せい
 寂
 じやく

 も少しはましになるのだろうが、残念ながらアイの体はもうどこも、うるさくしたりはしなかった。

『…………
 』

　やがて、雪は二人の間からも音を
奪
 うば

 って、会話は
途
 と
 切
 ぎ

 れて無くなってしまった。

　ぶぶ、ぶぶ、雪を踏む。こうしていると
足
 あし
 跡
 あと

 だけが自分の存在を認めているようだった。だがそれもすぐに新たな雪に埋められ消える。熱を持たず、音を持たないこの体は
枯
 か

 れ木のように
希
 き
 薄
 はく

 だった。

　ふと、呼吸を忘れていたなと思って息を
吸
 す

 い、
吐
 は

 く。
吐
 と
 息
 いき

 は白くもならなかった。

「アイ？」

　
突
 とつ
 如
 じよ

 、ターニャが呼んだ。その声には
困
 こん
 惑
 わく

 が満ちて、まるで本当に視力を失ったように両手を辺りに
伸
 の

 ばしていた。

「はい？　なんですか」

「あ……そこにいたのね」

「？　ええ、ずっといましたけど……どうかしましたか」

「……これだから雪は嫌い」

　なんだかわけの分からない事を言って、ターニャはアイを
捕
 つか

 まえた。ぎゅっと体を
抱
 だ

 いてから、その手を取ってしっかりとつなぐ。

「……お願いだから、なにか
喋
 しやべ

 ってて」

「？？？　かまいませんが……」

　ターニャはまるで迷子になるのを恐れる子供のように、あるいは迷子になられるのを恐れる母親のように、アイの手を
握
 にぎ

 って放さなかった。

　すこし痛い。

「あ、そういえば、順番待ちってどれくらい
掛
 か

 かるものなんですか？」

「三日……って係の人はいってたけど、でもいろいろ
手
 て
 違
 ちが

 いも起きてるみたいで、早かったり
遅
 おそ

 かったりで分からないみたい」

「そうなんですか」

「うん……もしかしたら、
明日
 あした

 はもう来れないかもしれないわ」

　アイは立ち止まった。

　そしてすぐにまた歩き始めた。

「……
寂
 さび

 しくなりますね」

「うん……」

　再び雪が会話を吸う。だが今度の
沈
 ちん
 黙
 もく

 は長くはなかった。

「ね、アイ」

「はい？」

「アイも、新世界に行かない？」

「いやいやいや」

　もしかして、ターニャは知らないのだろうか？　死者は新世界に行くことは出来ない。それは黒面に設定された絶対のルールだった。

「ううん。それは知ってる」

「じゃあなんで」

　だが無論、ターニャはそんなこと知っていた。知っていて、アイを
誘
 さそ

 っていた。

「私、知ってるよ。この街にはこの前まで、本物の〝
魔
 ま
 女
 じよ

 〟がいたんだって」

「…………
 ターニャさん」

「来る
途
 と
 中
 ちゆう

 までは、その
噂
 うわさ

 の方がすごかったくらいだもの。……その魔女は死者を生き返らせる力があるって」

「…………
 」

「私は、アイに生きていて欲しいと思うよ」

「…………
 」

「アイは、私の願いを聞いては、くれないの？」

「……………………
 」

　ぶぶ、ぶぶ、雪を踏む。

　こうしているとターニャの心が伝わってくるようだった。雪は確かに音を吸うが、その代わりに小さな音を
際
 きわ
 立
 だ

 たせた。手から伝わる力が、
喉
 のど

 から
漏
 も

 れる白い息が、彼女の心を伝えてくる。

「ターニャさん」

「……なに？」

「私は、いま、考えています」

「……うん」

　辺りを舞い散る雪はまるで真っ白な
壁
 かべ

 のようで、二人は小さな部屋の中で寄り
添
 そ

 うように
囁
 ささや

 きを
交
 か

 わした。世界は狭く、
隔
 へだ

 てる物はなにもなかった。

「いえ、考えるというのは少し違って、いまは、なんというか
確
 かく
 認
 にん

 しているんです」

「確認……って」

「ええ、きっと私はもう、答えをだしているんです」

「え？」

　アイはぴたりと歩みを止めて、そっと彼女を送り出した。目の前にはもう、目的地である寄宿舎が建っている。

「その確認も
明後日
 あさつて

 で終わりにしようと思っています。そうしたら私はもう迷いません」

「……そっか、なんだか分からないけど、アイっぽいわ」

「そう言っていただけるとちょっとうれしいです。……だから、これはその確認とは関係なく判断するんですけど──ターニャさん」

「……なに？」

「私は、新世界には行きません」

　その言葉を、ターニャは真っ正面から聞いていた。目を閉じて、心を開いて、世界でただ一つの力でアイの言葉を受け止めていた。

「なにがあっても、私はこちらの世界に残るつもりです」

「……そう」

「はい」

　生きていようと死んでいようと、この決断はかわらない、なぜなら自分は、この世界が好きなのだから。

「……うん」

　ターニャとて、生半可な
覚
 かく
 悟
 ご

 で口にした言葉ではないのだろう。だが彼女はそれ以上言葉を重ねることは無かった。二人はどうしようもなく、わかり合ってしまったのだから。

「じゃあ、仕方ないわね……」

「はい」

「……まったく、アイにそんなに愛されるなんて、世界がちょっとうらやましいわ」

「ターニャさんだって、その一部ですよ」

「……でも、もうすぐそうじゃなくなる」

「ええ、だから出来ればターニャさんにはこちらに残っていて欲しいですね」

　アイがいたずらっ子の顔でいう。

「あう……
逆
 ぎやく
 襲
 しゆう

 された」

「ふふふん。お返事はいかがですか？」

「……う。ごめんなさい。私、ひどいことを言ったのね」

「そんなことないですよ。私、けっこう
嬉
 うれ

 しかったりしましたもん」

　
一
 いつ
 緒
 しよ

 にいたいという気持ちと、でもいれないという気持ちはけして、
矛
 む
 盾
 じゆん

 するものではなかった。

　どんなにアイが大切でも、一緒にいたくても、ターニャが判断を間違えることはなかった。あの三つ子がそうしたように、もう二度と両親と
離
 はな

 れないと決めたのだから。

　その心に文句はない。

　正面からターニャを
抱
 だ

 きしめ。もこもこに着ぶくれした体は暖かみを伝えなかったが、かわりに相手を冷やすこともなかった。

「さようなら。ターニャさん。最後に会えて、うれしかったですよ」

「……うん。私も会えて、嬉しかった……」

　あらゆる別れが二人に
迫
 せま

 っていた。生と死、こちらとあちら、今日と明日、その悲しみが、
悲
 ひ
 哀
 あい

 が、ターニャの
潰
 つぶ

 れた
瞳
 ひとみ

 の奥で、ゆっくりと形になって流れ出した。

「バイバイ。アイ。どうか元気でね……」

「はい……ターニャさんも……」

　言葉とは裏腹に、二人は離れようとはしなかった。ただ、静かに降り積もる白い雪の中で心を通わせていた。

　その
抱
 ほう
 擁
 よう

 はお
互
 たが

 いの両親がやってくるまで解かれることは無かった。











　ミルクの
瓶
 びん

 をぶちまけたように、
荒
 こう
 野
 や

 は雪に
覆
 おお

 われていた。土も、草も、虫たちも、
凍
 こお

 り付いた季節に包まれて
眠
 ねむ

 っている。その
封
 ふう
 印
 いん

 は大陸の
端
 はし

 まで広がって、春まで解けることはないだろう。

　そんな中で元気に動いているのは人間だけだった。彼らは街に
籠
 こ

 もって火をおこし、まるで眠りを
嫌
 いや

 がる幼子のように終わりの季節にあらがっていた。

「うー寒い寒い」

　オスティア北西部に広がる荒野。そこには人間たちのなかでもさらに元気な者があつまっていた。彼らは眠りにあらがうどころかそれをねじ
伏
 ふ

 せんと
欲
 ほつ

 する反逆者たちだ。

「へっきし！　このままじゃ
風
 か
 邪
 ぜ

 引いちゃうよぅ」

　分厚いコートをしっかりと着込んで
仁
 に
 王
 おう
 立
 だ

 ちしているのはディー・エンジーだ。彼女は冬毛をまとった
兎
 うさぎ

 みたいに厚着して、ぐるぐる巻いたマフラーの中に顔を
埋
 うず

 めている。

「……だったらせめて建物のなかにでも入ればよかろう」

　白い息を
吐
 は

 いて、マキア・エレクトスがいった。こちらは対照的に寒々しく、運動性を重視した
薄
 うす
 手
 で

 のジャケット一枚しか羽織っていない。そのうえ風上に立っているからディーなんかよりよっぽど寒いはずだが、そんな様子はまったくない。

「そんなことしたらすぐ
出
 で
 迎
 むか

 えできないじゃん」

「……別に少しくらい
遅
 おく

 れてもよかろう」

「いやいや、こういうのって結構大事だよ？」

　そこにはディーだけではなく、警備の
長
 おさ

 や式典の長、並びに彼らの部下達も集まっていた。さらには市民だけではないディーの『個人的な友人』や勇気のある各国の使者までならんでいる。

　どう考えても、彼らはこんな荒野でたむろしていていい人種ではない。

　にもかかわらず、彼らは寒空の下に群れ
集
 つど

 い、西方を
睨
 にら

 んで離れようとしなかった。

　寒さに
震
 ふる

 え、金に等しい時間をつぶし、それでも待つ価値があると信じているからだ。

「それにしても……
連
 れん
 絡
 らく

 があってまだ三日だろう。いくらなんでも早すぎる」

　西の荒野に視線をやって、マキアが言った。分厚い雲の向こうでわかりにくいが、そちらではすでに太陽が
没
 ぼつ

 しかけていた。

「本当に、今夜来るのか？」

　マキアはちらりとディーを見る。だが彼女のふてぶてしい
笑
 え

 みはびくともしない。

「来るさ」

「
根
 こん
 拠
 きよ

 は？」

「実はボクって、『あの子』と知り合いなんだよね」

「……なんだと？」

　これにはマキアも
驚
 おどろ

 いた。

「と、言っても
幽
 ゆう
 霊
 れい

 時代の話だから、最近では会ってないしもう会えないけどね。それでも『あの子』が来るっていうなら、来るんだろうさ」

「……えらく
信
 しん
 頼
 らい

 してるな」

「まぁね」

　この幽霊にここまで言わせる存在などマキアは数人しか知らない。それこそ例のアイという少女や
魔
 ま
 女
 じよ

 たちくらいだ。だが同時に深く
納
 なつ
 得
 とく

 する。会ったこともないが、
件
 くだん

 の人物ならその資格を十分に持つだろうと信じられた。

「……では、まあ、待つか」

　ディー・エンジーが信じられる者なら、マキア・エレクトスも信じることができた。ならばしかたがない、マキアは長丁場を覚悟して気を整えて息を吐いた。彼女が待つというのなら、このまま朝までだって待つつもりだった。

　だが、その覚悟は幸いな事に、すぐに終わった。

「……いや、その必要もなさそうだよ」

　それは会話が終わった直後だった。

「見なよ」

　牛革に包まれた人差し指が西をさす。だが彼女が示しているのは太陽ではなく、昼と
入
 い

 れ
替
 か

 わりにやって来た者どもだった。

「こ、これは……」

「なんと……」

　ざわめきが集団に
伝
 でん
 播
 ぱ

 する。熟練の外交官ばかりが集った集団がまるでか弱い羊のように
戸
 と
 惑
 まど

 っていた。彼らは体を震わせ、目を細めて、
黄昏
 たそがれ

 から
這
 は

 い出たものに
恐
 きよう
 怖
 ふ

 していた。





　ぴーらーぴーりらりー、ぴーぴーぴらりー、ぴーぴらりー♪





　風に乗って笛の音が聞こえてくる。





　ドン！　ドン！　ドンカラリ！　プァー！　プァー！　ドンカラ！　ドンカラリ！





　
大
 おお
 太
 だい
 鼓
 こ

 の
振
 しん
 動
 どう

 が体を打つ。





　あーりらそーらーそーらーりー♪





　歌声が耳に届く、それらは明るい調べのものばかりで楽しげだったが、だからこそ
恐
 おそ

 ろしく、震えを止めることなど出来なかった。

　ディーも、そしてマキアですらも、同じだった。

　
祭
 まつ

 り
囃
 ばや
 子
 し

 はみるみるうちに大きくなっていった。ゆったりとした動きに反して彼らはデタラメな速さで荒野を走り、すぐにその姿を大きくしていった。

『ピピラリピラピピピーリラリリリラルリルラルリルラ！』

　体中に楽器を下げた男が自分の体のように自由自在に笛を
吹
 ふ

 く。いや、それはもはや
比
 ひ
 喩
 ゆ

 でもなんでもなく、彼は真実の意味で『自分の体として』笛を吹いていた。

『はっはー！　パッパッー！』

　
叫
 さけ

 んで男は息を吸い込む。すると送り込まれた空気は体中を
巡
 めぐ

 って、ピアスのように開けられた穴から
抜
 ぬ

 け出して音となった。

『プァー！　プァー！　パラリッパー！』

　その横にいるアコーディオン使いはもはや人の形すらしていなかった。彼は尺取り虫のように自らの皮で作った
蛇
 じや
 腹
 ばら

 を縮めながら異形の音楽を奏で続ける。

『ドドドンドンドドドンドドドドン！　ドン！　ドン！　ドンカラリ！』

　太鼓使いが後に続く。自らの腹を打つだけの腹太鼓はしかし、大地すら
揺
 ゆ

 るがして小石を
浮
 う

 かす。

『あっはっはっはっはー！』

　そして彼らの背後から
神
 み
 輿
 こし

 が現れた。金と銀、玉と
瑠
 る
 璃
 り

 、
漆
 うるし

 とエナメルを
塗
 ぬ

 られたその神輿は
丘
 おか

 ほどに大きく、まるで世界を背負って歩く伝説の
亀
 かめ

 のようだった。

「おい……」

「なに？」

　あと数秒で目前までやってくるだろう。その恐怖に
耐
 た

 えながらマキアは言った。気を抜けば
逃
 に

 げ出してしまいそうだった。

「正直な話、貴様少し
後
 こう
 悔
 かい

 してるだろ！」

「まあね！」

　カチカチと歯が鳴るのはもはや寒さのせいではなかった。ディーは、いまさら死者を
怖
 こわ

 がるような人間ではない、だがそれでも、彼らは、いや、彼らの奥にいる人物のことは怖くて怖くてしかたなかった。

「でもいまさら引けないさ!!
 」

　死者の国、オルタス。

　通常、
彼
 か

 の国の建造物にはフィギュアヘッドとして美しい少女の像が
飾
 かざ

 られる。それはひと
睨
 にら

 みで生者を殺す死神『コロシオハケ』の
現
 うつ

 し身だった。

　だが、目の前の神輿にその姿はどこにもなかった。

　なぜならば、





「出迎えご苦労オスティアの
民
 たみ

 よ」





　眼前で停止した神輿から若々しい少年の声が降ってきた。これだけの異形の中で
唯
 ゆい
 一
 いつ

 生者のように見える彼はむしろ一番の異形に見えた。





「
姫
 ひめ
 様
 さま

 も、感謝しておられる」





　そして、





　太陽を打ち落とし、





　楽曲をならし、





　永久の眠りを否定して、





　ウッラ・エウレウス・ヘクマティカがやって来た。





　　　　†





　翌日の日々もまた、
穏
 おだ

 やかに過ぎていった。前日悲しい別れを済ませたばかりのターニャは、少し気まずい顔をしながら昼前には顔を出し、ディーも三つ子も時間を見つけてはやってきてくれた。ユリーはアイのために
死体調整士
 プラステイネイタ

 の元へ学びに行ったり、外で氷を作ったりと
大
 おお
 忙
 いそが

 しで、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 とセリカだけがほとんど
普
 ふ
 段
 だん

 通りに過ごしていた。

　街はすこしずつ雪に慣れていった。行列まちで
暇
 ひま

 をしていた人々は
率
 そつ
 先
 せん

 して雪かきにせいを出し、
豪
 ごう
 雪
 せつ

 地帯の者たちは勝手にイグルーを建てて宿舎を一つ増やしてしまった。

　アリスはまだ
捕
 つか

 まらなかった。ナインもだ。

　二人がどこに行ったのかは
誰
 だれ

 も知らない。アリスはともかくとして〝
全
 すべ

 ての願いを
叶
 かな

 えてくれる〟ナインを探す人間は大勢いたのだが、それでも両者は捕まらなかった。

　けれど、アイはあまり気にしてはいなかった。
詳
 くわ

 しいことはわからないが、それでも、まあ、そのうちひょっこりあらわれるだろうと思っていたし、二人がなぜ消えたのかも見当が付いていた。だから自分は
慌
 あわ

 てず
騒
 さわ

 がず、この場所でゆっくり待つことにしたのだ。

「うーん。困りました」

　そんなわけでアイは今、自室に
籠
 こ

 もって手紙をしたためていた。先日ターニャと話をしていて、「そういえば最近送ってないな」と思い出したのだ。送るのは死者の国オルタスに住むウッラとキリコに向けてだった。二人は旅をし始めたばかりのアイが出会った人々であり、初めて出来た友人だ。

　前回の手紙はこちらの世界に
帰
 き
 還
 かん

 してすぐのことで、ひょっとするとまだ届いていないかも知れない。だがこれほど多くのことが起きては送らないわけにはいかないだろう。あとで「なぜ
黙
 だま

 っていた」と
怒
 おこ

 られても困る。

　とはいえ、

「どう書けば……いいのでしょうか」

　真っ白な便せんを前にして、アイは「うーん」とうなり声を上げた。

　軽い気持ちで手紙を書こうと思い至ってからすでに一時間が
経
 た

 っているのに文章は一言もすすんでいない。なぜならいつものように「こんにちはウッラ。キリコさん。元気ですか？　私は元気です」と書き出して、はたと、元気じゃなかったことに気がついたのだ。

「これは、困りましたね……」

　おきまりの定型文のほとんどを
封
 ふう
 印
 いん

 されてしまい、アイはこの姿勢のままずっとかたまっている。便せんは雪原よりもさらに白く広がっている。

　まさか最初の書き出しから失敗するとは思わなかった。自分の死を自分で告げるというのは、思った以上に難しい。

　とくに、ウッラには以前、
辻
 つじ
 斬
 ぎ

 りのような不意打ちで彼女の
隠
 かく

 し
事
 ごと

 を
暴
 あば

 き出したことがある。あんなのは二度とやりたくなかった。だから知らせるなら
慎
 しん
 重
 ちよう

 に慎重を期さなければならない。だがそれがむずかしい。

「あんまり
湿
 しめ

 っぽくしてもなんですし……」

　ウッラは死者の国、オルタスの姫だ。彼らは死を第二の人生として受け止めて新しい生活を送っている。その相手に、あまり死を悪く書くわけにはいかないだろう。かといって軽く書くのも難しい。今度は
冗
 じよう
 談
 だん

 に聞こえてしまうかも知れない。

　
真
 ま
 面
 じ
 目
 め

 に、かといって暗くならず、ユーモアにあふれ、
締
 し

 めるところはキチッと締める。そんな文章がいま、必要とされていた。

「うん。無理ですねー」

　アイは元気良く
鉛
 えん
 筆
 ぴつ

 を投げて席を立った。良い文章はまったく浮かばず、考えばかりが空回りしていた。

　ベッドに飛び込む。ぼふっと音を立てて
布
 ふ
 団
 とん

 にめり込み、そのまま置き石のようにゆっくりと
沈
 しず

 む。冷気をふんだんに
含
 ふく

 んだ布団は
流石
 さすが

 にすこしひんやりした。

「…………
 」

　ウッラの事を考えていた。死者の国の姫であり、『問答無用で生者を殺す』
超
 ちよう

 級の異能を持った彼女の事を考える。

　彼女は以前、死を悪いものだとは思わないといっていた。では、そんな彼女が自分を見たらどう思うのだろう？

　悲しむ、のだろうか。

　そう思うと、なんだかこちらまで悲しくなった。というのも、アイはここ数日でいろんな人に悲しまれて、すっかりヘコんで
疲
 つか

 れていた。自分の死を悲しんでくれたことをそんな風に思うなんて失礼なことだとは思うが、それを含めて、疲れてしまった。

　だって──こんなこと、絶対にユリーには言えないが──自分は別に、死んだことを後悔したりはしていないのだもの。

　そりゃあ、もうご飯を食べれないし、背も
伸
 の

 びないというのはとてもショックだし
嫌
 いや

 なことではある。せめて死ぬにしても、もうちょっと体重が乗ってからにして欲しかったとせつにおもう。でもそれと後悔は別だ。自分はきっと、何度生まれ変わったって、あのときあの場に飛び出して、アリスを止めて、ナインを救っただろう。

　そのためなら、たとえ死の運命を知っていてもやめなかった。ユリーが
嘆
 なげ

 き、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 が悲しみ、友に
涙
 なみだ

 を流させても、それでもあのときの
選
 せん
 択
 たく

 を
繰
 く

 り返すだろう。そのことに関する後悔は
一
 いつ
 切
 さい

 無い。

　だが、





（だって……アイが、死んでしまったから……）

（これを私の悲しみとします）

（わぁぁぁぁ
 ん！　アイィィィ！
 ）





　それでも、やはり、悲しまれるのは、つらかった。

「………………
 」

　ユリー達はアイの選択を決して責めはしなかった。だが認めるということも、出来ないのだろう。二人のために命を投げた決断については、話題に出すことさえ
憚
 はばか

 っていた。

　別に、
褒
 ほ

 めて
貰
 もら

 いたい訳ではない。と思う。

　ただ、それでも、誰でもいい、頭を
撫
 な

 でて『
頑
 がん
 張
 ば

 ったね』と言って欲しかった。自分の生に意味があったのだと。あのときの自分を、認めて欲しかった。でないと──、





「わ、思った通り」





（…………
 ん？）

　いつの間にか
寝
 ね

 ていたようだ。アイは
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 自分がどこにいるのか分からなかった。

　目を開く。さっきとほとんど変わっていない、いつもの自分の部屋。

　しん、と静まりかえっている。

　横たわったまま、アイはなぜ自分が目覚めたのかを考えた。たしか、誰かの声が聞こえた気がしたのだが……。

　まあいいや。

　死んでいても寝ぼけるもので、そのときアイは何かを考えるのがひどく
億
 おつ
 劫
 くう

 になっていた。それよりも
眠
 ねむ

 りの
淵
 ふち

 に沈んで、頭を支えている
柔
 やわ

 らかな太ももと、顔を撫でる
優
 やさ

 しい手に甘えていたかった。最近では人に
触
 ふ

 れるとやけどするように熱かったが、不思議なことにその手の持ち主はひんやりと冷えて
心地
 ここち

 よかった。

「見て、キリコ。アイってやっぱり、とってもかわいいの」

　聞いたことがあるような、無いような声。

「ふん、
喋
 しやべ

 んなくて動かなければ、そりゃこんなやつでも少しはかわいいもんさ。……それより折角、姫が来てくれたってのに、なんでこいつは寝てるんだ？」

「わ、怒っちゃだめ。仕方ないわ。とっても大変だったみたいだもの……」

　誰だろう？

　その疑問だけが引っかかって、アイは頭を動かして天を見上げた。すると、





「アイ。またすっごく頑張っちゃったのね……」





　よしよしと頭を撫でる、ウッラ・ヘクマティカと、目が合った。

　なんだ夢か。アイは思った。だってウッラは姫様で、オルタスに住んでいるのだ。こんなところにいるはずがない。それにこんなの出来すぎだった。会いたいときに会いたい人が来て、言って欲しい言葉を
掛
 か

 けてくれるなんて、そんな優しい
奇
 き
 跡
 せき

 を信じるほどアイはもう幼くなかった。

　だいたい自分はウッラの顔も声も知らないはずだ、それなのに彼女がそうだとすぐに分かるなんて、夢に決まっている。

　だからだろう、アイはそこにいる彼女を、簡単に受け入れることが出来た。

「ウッラ……さん？」

「あ、起きた？」

　ウッラは、まさに想像通りの人だった。夜を
縫
 ぬ

 い上げたがごとき
髪
 かみ

 はどこまでも黒く、寒々しい
薄
 うす
 手
 で

 のドレスに包まれた
肌
 はだ

 は
蠟
 ろう

 のよう、そして、以前は見ることが出来なかった
瞳
 ひとみ

 は固まったばかりの黒曜石のように
濡
 ぬ

 れていた。

　アイは、その瞳に自分の姿が映っているのを見つけてなんだかとても
嬉
 うれ

 しくなってしまった。

「……初めまして」

「え？　別に、初めてじゃないけど……あ、そっか、会うのは初めてね」

「いや、ウッラ。このパターンは僕知ってるけど、多分こいつ寝ぼけてるよ」

　アイは、本当に嬉しかった。なぜなら目の前のウッラに悲しみや気まずさは一切無く、ただ自分に会えたことを喜んで、死者として受け入れてくれたからだ。

「ウッラさん」

「なぁに？」

「ウッラさん……」

「ん？　だから、なに？」

「…………
 もうちょっとだけ……頭撫でてて、くれませんか？」

「ほーら、やっぱり寝ぼけてるよ」

「もう、キリコは黙ってて」

　夢にはキリコまで登場していた。ええい、夢なら夢らしく
飴
 あめ

 とミルクで出来ていればいいのに、
邪
 じや
 魔
 ま
 者
 もの

 は現実に帰って欲しい。

　ウッラの手は優しく、すべすべして気持ち良かった。

「ふふふ、ウッラさんだウッラさんだ……」

「わ、わ。なにこれかわいい。どうしようキリコ……」

「知らないよもう、キミらがそれでいいなら好きにしな。僕はセリカ様を
迎
 むか

 えに行くよ」

　アイは柔らかなお腹に
頰
 ほお

 を寄せてだらしなく笑う。

「ウッラさん。私のお話、聞いて貰えますか？」

「うん。なぁに？」

「あのですね……」

　そしてアイは語り出した。これまでの日々を、
想
 おも

 いを、『
諦
 あきら

 めるまで諦めない』と、語った夢の結末を、夢の中で喋り続けた。
誰
 だれ

 と出会い、誰と別れ、何を思い、何を成し、何を手に入れ失ったかを。

　ウッラはまるで母か姉のように聞いてくれた。感想の一言すら返さず、ただ『頑張ったね』とだけ言ってくれた。

　まるでシャボン玉でも
吐
 は

 いている気分だった。喋るたびに、話すたびに、命の
残
 のこ

 り
香
 が

 が
泡
 あわ

 となって
舞
 ま

 い上がる、夢色の泡は
蠟
 ろう
 燭
 そく

 の火の中で七色に
輝
 かがや

 いていた。

「
綺
 き
 麗
 れい

 ね」

　ウッラはアイの人生をそう表した。

「そうですかね……」

　アイは照れた。その言葉は決して褒め言葉だとは思わなかった。

　ああ、夢だ。アイは再び思う。幸せな夢の中で、さらに夢の泡を吐く。

　夢を見ている。永遠の眠りの中で見る夢。

　ふっと胸に理解が落ちる。もはや
全
 すべ

 ては夢なのだ。起きていても、寝ていても、死者は夢を見続ける。
水
 みな
 底
 そこ

 の夢、
巡
 めぐ

 る
金
 きん
 魚
 ぎよ
 鉢
 ばち

 の夢。
地
 じ
 獄
 ごく

 の夢。天国の夢。
獣
 けもの

 の夢。草の夢。

　人は死んでも夢を見る。

　目覚めることはもはやない。

　天国を夢みて地獄を作り、幸福を夢見て不幸を作る。

　この世は
巨
 きよ
 大
 だい

 な宝石箱だ。夢と夢がぶつかり合って、
互
 たが

 いに互いを傷つけ合う。天国はただあるだけで地獄に
恨
 うら

 まれ、獣はただ生きるために草を殺し、
茨
 いばら

 は殺されないために
棘
 とげ

 をまとう。

　アイは茨に聞いてみたい、あなたの見る夢に棘はあるのか？　あるいは狼や
鮫
 さめ

 でもいい。甘い理想の果てであっても、彼らは
爪
 つめ

 や
牙
 きば

 を夢見るのだろうか。

　すくなくとも、人はみた。

　死んでも生きる事をやめられない人間が見る夢は爪と傷で出来ている。

『世界が欲しい』と爪を立てた。綺麗な石ころみたいに取ろうとした。世界を救うとは、つまり、そういうことだった。だれも、世界を取り上げたりなんてしなかったのに。それでもアイは存在しない物が欲しかった。

　誰も彼もが夢を見る。卵が
殻
 から

 の向こうを夢見るように、人もまた卵に夢を見た。

　だが、その二つは共に
砕
 くだ

 け
散
 ち

 って、世界は静けさの中に沈もうとしている。

　アイはアリスの気持ちが少しだけ分かった気がした。
虚
 きよ
 無
 む

 に
囚
 とら

 われ、ただ一振りの
刃
 やいば

 のように
鋭
 するど

 くなった銀の少年の事を。

　死んでしまうと、全てが夢に見えるのだ。

　人も、景色も、星も、空も、すべてが夢。

　まるで色が消えたよう。その景色のなんと
空
 くう
 虚
 きよ

 なことだろう。

　
後
 こう
 悔
 かい

 はない。それは本当だ。何度生まれ変わってもこの結末以外はなかっただろう。

　だが、

「ウッラさん……私、死んじゃいました……」

　だが、少しずつ、恐怖は
募
 つの

 った。

　背が
伸
 の

 びないのが、体重が増えないのが怖い。気づけば息をしていない自分が怖い。あっという間に流れる時間が怖い。生者の温かな体が怖い。

　体が
渇
 かわ

 くのが、肉が
擦
 こす

 れるのが、体が
腐
 くさ

 るのが、骨になるのが、アイは怖かった。

「ねえ……ウッラさん……私、ずっと怖かったんです……」

　それは誰にもいえない
恐
 きよう
 怖
 ふ

 だった。ユリーには言えない、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 にも言えない、ディーにだってもちろん言えない。だって自分がそんなことをいったら、彼らはとても傷ついてしまう。泣きわめいて、怖いだなんて
叫
 さけ

 んだら、ユリーは今度こそ
壊
 こわ

 れてしまうかもしれない。

　だからアイは怖がらないことにした。そうすることは別段難しい事ではなかった。

　恐怖を忘れる方法は簡単だ。そんなことは何年も続けてきて分かっている。

　ただ単純に、考えなければ良い。

　不安や恐怖なんてものに気づかなければいいのだ。そんなことは世界中のみんなが日々おこなっている簡単な真実だ。だってそうだろう。死なんてものを四六時中考えていたら、それこそ死んでしまうだろうから。

「私、知っているんです。これは考えちゃいけない事なんだって」

　それは暗い穴をのぞき込む
行
 こう
 為
 い

 によく似ていた。

　死。

　あるいは永遠。

　そのことを思うと、アイはお腹が痛くなる。目の前が真っ暗になって心臓がきゅうきゅうと
締
 し

 め付けられる。

「でも私、言ったんです。考えるって」

　だがもう、考えないわけにはいかなかった。思考を止めるわけにはいかなかった。なぜなら自分はもう穴の中にいるのだから。考えずにいることはそれこそ
逃
 に

 げだ。

　それでも、怖くて、怖くて、怖かった。

　でも、いまなら……、

「……ひっく……」

　ついに
涙
 なみだ

 が
堰
 せき

 を切って流れだした。形はない、あるべき
湿
 しめ

 り
気
 け

 も輝きもない。だがそれはたしかに涙であり、
嗚
 お
 咽
 えつ

 だった。

　ようやく泣けた。アイは思った。誰のためでもなく、ただただ自分が
可
 か
 哀
 わい
 想
 そう

 で泣いた。死んでしまった十三歳のアイ・アスティンのために泣いた。

「ひっく……そりゃ……後悔もしてないし……
覚
 かく
 悟
 ご

 だって出来てますよ……でも……死んじゃうこと……ないじゃないですか……」

　こんなことは誰にも言えない。アリスにも、ナインにも。

「私……
普
 ふ
 通
 つう

 に……生きたかったのに……」

　今の自分の姿をみたら、きっとナインは首を
吊
 つ

 って死んでしまう。アリスは
抜
 ぬ

 け
殻
 がら

 のようになってさらに鋭くなってしまう。だから言えない。誰にも言えない。

　それが言えるのは、ただ、ひとり、

「うん。がんばったね……」

　この、すでに死亡している
 死者の
姫
 ひめ

 だけだった。

「アイは、ホントにがんばった」











「ぐす……ホントですか？」

「ホントホント。私、すごいとおもうよ」

「……ホントにホントですか？」

「うん、ホントにホントにホント。それにかわいいし」

「か、かわいいは関係ないですけど……」

　
流石
 さすが

 に、もう、夢だとは思えなくなっていた。

　なにがどうしてこうなったのかはさっぱり分からないが、とにかくウッラは現実の存在としてここにいる。そのことをアイはゆっくりと理解していった。
眠
 ねむ
 気
 け

 が少しずつはれていく、思考が
鮮
 せん
 明
 めい

 になっていく。すこし
名残
 なごり
 惜
 お

 しい。アイはウッラのやわらかい
膝
 ひざ

 で、ずっと過ごしていたかった。

　けれど、もう無理だ。〝考える〟と決めたのだから。

「あ」

　輝く髪を
闇
 やみ

 に引いて、アイは彼女から飛び立った。
柔
 やわ

 らかなベッドに手を
突
 つ

 いて、同じ視点で、正面から瞳を見つめる。

　見れば死ぬ。そう言われている瞳は、夜の色をしていた。

「お久しぶりです。ウッラさん」

「うん。久しぶりね。アイ。……もう起きた？」

「はい」

「よかった。……ふふふ」

　なぜだか二人、くすぐったい気分になる。心はすでに深く
繫
 つな

 がり合っているというのに、話すのは初めてというこの
状
 じよう
 況
 きよう

 がくすぐったかった。

　死んで良かった事もあると、このときアイは初めて思えた。ウッラと話せるというのは、それだけ
嬉
 うれ

 しいことだった。

「ただいまー。セリカ様をお連れしたよ──って、ようやく起きたのかい」

　そのとき
扉
 とびら

 を開いてキリコがやって来た。その
腕
 うで

 の中には眠りこけているセリカがいる。

「いらっしゃい二人とも、よく来てくれましたね」

　夢と現実の線を引くように、アイはきっぱりとした口調で言った。

「
歓
 かん
 迎
 げい

 します」









　キリコの説明によると、二人（＋オルタスの死者達）は世界
行脚
 あんぎや

 のためにこの街に来たのだという。

「もともと、姫様を外に出したいっていう計画はあったんだよ。あのままだとオルタスに閉じ込められちゃうからね」

　ここ一年で死者に対する
認
 にん
 識
 しき

 が大分変化したというのはどうやら真実のようで、死後処理などの技術で先行しているオルタスはいま、諸外国の中で引っ張りだこなのだという。

　だがオルタス内部ではいまさら手の平を返した生者に関する
拒
 きよ
 否
 ひ

 感は強く、得られるものもないとして消極的だった。

　そんなとき、口火を切ったのがウッラだった。特権に閉じ込められ、内部に功績を求められない彼女は
賭
 か

 けとして外部にそれを求めた。

　その
一
 いつ
 環
 かん

 として、この街にも来たのだという。

　オスティアにとっては、何十年も秘密のベールに包まれた〝死の姫〟が
訪
 おとず

 れた場所として
箔
 はく

 が付き、オルタスとしては、
最
 さい
 先
 せん
 端
 たん

 にしてこれからの重要拠点となる場所にコネが出来る、これはお互いが得をする出会いだった。

「え？　じゃあこんな所にいちゃ
駄
 だ
 目
 め

 じゃないですか」

　アイは言った。よくは分からないが、きっとやらなければならないことがたくさんあるはずだった。

「ま、そのとおりだけどね、少しくらいならいいさ」

「そうなんですか」

「ああ、
謁
 えつ
 見
 けん

 はもう終わったからね。ここは生者ばっかりで姫様が出れるパーティもないから丁度良かったよ」

　アイはキリコをじっと見つめる。若々しい肉体によく
泡
 あわ
 立
 だ

 てたクリームみたいな柔らかそうな
髪
 かみ

 。彼は相変わらず口やかましくて、線の細い少年だった。

　だがそれでもやっぱり、以前とは変わっていた。どこがといわれると困ってしまうが。
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 がだいぶ柔らかくなっている。

「もうくたくたなの」

　こてり、キリコの腹に頭を預けて、ウッラが
仰
 ぎよう
 々
 ぎよう

 しい
溜
 ため
 息
 いき

 を
吐
 つ

 いた。

「ほら、私って人を殺すところがあるじゃない？」

「そ、そうですね」

　そんな、
嫌
 きら

 いな食べ物や苦手な事を言うみたいに言われてもこまる。

「だから、生きてる人に会う時って、
面
 めん
 倒
 どう

 な
恰
 かつ
 好
 こう

 しなきゃなの」

　ウッラ・ヘクマティカは人を殺す。

　彼女が見た者は死に、彼女が
触
 ふ

 れた者は死に、彼女が声を
掛
 か

 けた者は死ぬ。

　それは異能がはびこるこの世界のなかでも最高位にある
即
 そく
 死
 し

 能力だ。

　故に彼女が生者と会うときは目を
隠
 かく

 し、
肌
 はだ

 を隠し、声を
封
 ふう

 じなければならない。アイもオルタスであったときは話すのに大分手を焼いたものだった。

「今日はアイが死んでてくれて、よかったの」

「あー、そうですねー……」

　またも、あっさりウッラが言う。ユリーが聞いたら
激
 げき
 怒
 ど

 しそうなところだ。これには流石に引き
攣
 つ

 らずにはいられなかった。するとそんなアイを見かねたのか、

「ちょっとウッラ。ここはオルタスじゃないんだからさ……」

「あ、そっか、もしかして失礼だった……かな？」

　小首を
傾
 かし

 げて不安そうに聞く。だが今の発言の
奇
 き
 妙
 みよう

 さを本質的には理解していないのだろう。ウッラの
瞳
 ひとみ

 には異国の風習を、理解不明ながらも尊重して
真
 ま
 似
 ね

 しているような不自然さがあった。

「いえ、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ですよ」

　
噓
 うそ

 ではない。
衝
 しよう
 撃
 げき

 を受けたのは本当だが。いまはむしろそれこそが
心地
 ここち

 よかった。

　二人が死というものを、本当にただの現象として
捉
 とら

 えていることがよく分かった。死はもはや第二の誕生でしかなく、悲しがることでもなんでもない。

　そういう風に考える人達が本当にいる。

　そのことが心にとても
沁
 し

 みた。死を悲しむどころか喜んでくれさえする。それは異常な
優
 やさ

 しさだったがすでに異常の
極
 きわ

 みにいるアイの心は安らいだ。ここ数日間ずっと苦しめられていた『常識』のプレッシャーがほっこりと
溶
 と

 けていくのが分かった。

「本当に、会えて嬉しかったですよ。ウッラさん」

「うん。私も、とってもうれしいの」

「えへへ」

「ふふふ」

　えへうふえへうふ二人は笑う。
隣
 となり

 に座って、
頰
 ほお

 を寄せて、年若い
子
 こ
 猫
 ねこ

 のように体をぶつけ合って親愛を深める。

「そういえばウッラさんも死んじゃってますよね？　どうしたんですか」

　だからアイはあっさりとそのことについて聞く事が出来た。
間
 ま
 違
 ちが

 いない。ウッラはすでに死亡している。

「ああ、これ？　見て」

　そういって彼女はなんのためらいもなく洋服の前をはだけ始めた。細い首筋が
晒
 さら

 され、ささやかな
丘
 おか

 と真白い腹部が夜気に触れた。事の展開はともかくとして、現在の単純な状況にアイは
戸
 と
 惑
 まど

 う。自分はともかくとして、ここにはキリコもいるのだがそれはいいのだろうか？　大事ないのか？

　ところが、二人は
至
 し
 極
 ごく
 普
 ふ
 通
 つう

 にしていた。なんだか大人な対応に、アイは勝手にどぎまぎする。えっと、二人はそういうの気にしないのだろうか？　それとも気にしなくなったのか？

「見て」

　死とかもう割とどうでもよくなっていたアイだったが、それでもお義理でウッラの指先をみた。そこは左胸の
袂
 たもと

 で、よく見なければ分からないほどの
傷
 きず
 跡
 あと

 があった。

「なんですかこの傷？」

「
撃
 う

 たれたの」

「撃たれたぁ!?
 」

　アイ達が去った後のことである。ウッラ達はどうも相当に過激な権力
闘
 とう
 争
 そう

 を行ったらしい。その過程で、彼女は老人達の
下
 した

 っ
端
 ぱ

 に撃ち殺されたらしい。

「ラッキーだったの」

「ラ、ラッキーって？　なにが？」

「私が撃たれたおかげで市民はみんなこっちに付いてくれたの。タイミングも良かったから、大助かり」

　そんな考え方があるのか。アイは衝撃を受けた。

「え、でもそれって、悲しかったりとかしなかったんですか？」

「私？　ううん、別に。もう十五歳になってたし、オルタスの
長
 おさ

 としても、そろそろ死ななきゃなって思ってたから、全然平気」

「そ、そうですか」

「でもお
爺
 じい

 ちゃん達はそう思ってなかったみたいで、その後はすごく楽だった」

「はー。すごいですね……」

「うん。すごいラッキー」

　もはや、死を
蔑
 べつ
 視
 し

 しないどころの
騒
 さわ

 ぎではなかった。アイは
呆
 あき

 れにも似た尊敬の念を覚える。ここ数日、考え込んでいた自分が
馬
 ば
 鹿
 か

 みたいだった。
流石
 さすが

 死の国の
姫
 ひめ
 君
 ぎみ

 は視点も考え方も全く
違
 ちが

 った。

「……ひょっとしてアイ、
嫌
 いや

 だった？」

　自分の死を語るときでさえも普通にしていたウッラが、このとき初めて表情を
崩
 くず

 した。

「え？　なにがですか？」

「……この話をするときは
慎
 しん
 重
 ちよう

 にって、実はキリコに言われてたの……アイが、傷ついちゃうかもしれないからって……」

「それは──」

　ない。とは、言い切れなかった。今の自分なら、ウッラの考えや
覚
 かく
 悟
 ご

 をのみ込んで理解することが出来る。だが生きていた
頃
 ころ

 の自分にそれが出来たかというと、自信が無かった。

　話せば分かるとは思う。考え方も、覚悟も。だが傷つかないかと聞かれたら、多分きっと傷ついただろう。ウッラがどう思っていようと関係なく、ユリーやディーがしたように、泣いてしまっていたかも知れない。

　それこそが、彼女を傷つけたかもしれないのに。

「……こういうのは、難しいですね……」

　アイは、自分が日々行っている細かな行動がひょっとしたら、
誰
 だれ

 かの心を大きく傷つけていたのではないかと思い至った。

　たとえば誰かを悲しんだとする。あの人は
可
 か
 哀
 わい
 想
 そう

 だと、思ったりする。でもそれを相手が気にしていなかったらどうなるだろう？　きっとその人はそのとき初めて自分が可哀想だと知ることになる。実際はそうじゃなかったのに「悲しい」ことになってしまう。

「でも！　今は気にしませんから！」

「きゃっ！」

　だからこそ、アイは悲しみを打ち破るために
抱
 だ

 きついた。彼女の傷に頰を寄せて、ぐりぐりと頭を押しつけた。

「そっか……よかった……」

「はい！」

　ふたりはようやく、何の
気
 き
 兼
 が

 ねもなくふれあうことが出来た。

　白中の黒、黒中の白、悪善、正負、
全
 すべ

 ての物事には良い面と悪い面があるもので、アイはこの時心の底から「死んでよかった事もある」と思っていた。

　以前はこうはできなかった。それはウッラの能力やアイの立場とは関係なく、ただ心が通じ合っていなかったからだ。あのとき、オルタスの深い
闇
 やみ

 の中で、キリコを
介
 かい

 して
交
 か

 わした
抱
 ほう
 擁
 よう

 は真実不完全なもので、二人はまだほんの
一
 いつ
 端
 たん

 しかふれあっていなかった。

　きっと、いまとて同じなのだろう。こんなに通じ合えて、心が
一
 いつ
 緒
 しよ

 になっていても、それは後から見たらほんの少しの交流でしかない。でもいい。むしろこれからが楽しみで仕方がない。だって時間はそれこそ永遠ほどにもあるのだから。

　そして、二人はずっと、ずっと抱きしめ合っていた。





「あう？」





　そして、

「あ、セリカ様が起きたよ」

　全ての流れもあらゆる空気も断ち切って、セリカ・ヘクマティカが目を覚ました。





　　　　†





　ウッラとセリカ、共に死者の国の
姫
 ひめ

 として生まれ、しかし違う道を歩くことになった二人が出会うのは優に半年ぶりのことだった。

「あう？」

　キリコに抱かれていたセリカは目が覚めると目の前の見知らぬ顔をまじまじと見つめて「ん」っと鳴いた。これはほぼ、確実に誰だか忘れている顔だが、生来の人を見る目を持っている彼女は
即
 そく
 座
 ざ

 にキリコを「無害」と判断したらしい。

「わ。お姉ちゃん。久しぶり」

　ウッラがいそいそと立ち上がって、彼女の元へ向かった。ぽつんと置いて行かれて、アイは少しだけ
寂
 さび

 しい。が、まあ仕方がない。久しぶりの
姉妹
 しまい

 の再会なのだから。

「わ、わ、お姉ちゃん。なんだかとってもおっきくなってる」

　トテトテと足早に
駆
 か

 けつけて、ウッラが興奮した声を出す。オルタスの姫にそんな態度を取らせるのは、もはやこの赤子だけだろう。

　だというのに、

「う～」

「え……」

　喜び勇んで
伸
 の

 ばされた妹の手を、この赤子は
容
 よう
 赦
 しや

 なく
拒
 こば

 んだ。その事実が信じられなくて、ウッラはくらりと首をかしげる。

「お、お姉ちゃん？」

「う～～」

　赤子が再びイヤイヤをする。アイだけは知っているが、それはセリカが
嫌
 きら

 いな料理を拒む時の態度そのものだった。

「……もしかして、覚えてない……とか？」

　この世の終わり。みたいな顔。

「お、お姉ちゃん！　私！　ウッラだよ!?
 　あなたの妹！　忘れちゃったの!?
 」

「う！」

「わ──ん！」

「あの、ウッラさん、これ多分忘れたわけじゃないと思いますよ」

　言って、アイもまた立ち上がってキリコの元に向かう。すると抱き上げられると思ったのか、セリカがすぐに
警
 けい
 戒
 かい

 してキリコに抱きついた。

「あー！　お姉ちゃんだめ！　それ私の！　あとキリコもだめ！　お姉ちゃん返して！」

「どうどう、落ち着いてくださいウッラさん」

　アイは
逃
 に

 げるセリカを容赦なくふん
捕
 づか

 まえた。ウッラとキリコがびっくりしている。とくにキリコは「姫様になんて態度だ……」と
怒
 おこ

 っているが、子育てにおいて、ときに情けは無用である。

　セリカはアイに
触
 さわ

 られてもイヤイヤをして逃げようとした。

「この人、死者が
嫌
 いや

 みたいなんですよ」

「え？」

「や、単純に冷たいからだと思うんですけどね」

　セリカは基本的に抱っこやおんぶは大好きで、気分のいいときはずっと誰かとべたべたしている。それはアイでも変わらない。

　ところが
一昨日
 おととい

 から急に触られるのを嫌がるようになったのだ。これにはアイもずいぶんショックを受けたし、ユリーなどはかなりオロオロしたものだが、原因はすぐに分かって、彼女はただ単に冷たいのが嫌なだけだった。

「だから、ほら、
手
 て
 袋
 ぶくろ

 と上着を着て触れば、怒りませんよ」

　本当はもっと暖かくしてあげたいのだが。それもなかなか難しい。分厚いミトンに身を包んで、そっとふれあうのが限界だ。

「あ……」

「う！」

　アドバイスに従って、ウッラが手袋
越
 ご

 しにセリカに
触
 ふ

 れる。すると赤子は「それならよい」とでも言いたげな態度で抱き上げられた。やはり、本当に忘れたわけではなかったらしく、その表情はすぐに
笑
 え
 顔
 がお

 になって妹との再会を喜んでいた。

　感動の対面だろうがなんだろうが、それでも「寒いのはやだ」と異を唱えられるのが彼女だった。アイはその生き方に
苦
 く
 笑
 しよう

 しつつ、同時に少し
嬉
 うれ

 しくも思う。そういえば、
素
 す
 直
 なお

 に接してくれた人は最初から、もう一人いたのだった。

「もう……お姉ちゃんってば、自由すぎる……」

「う！」

「でもいいわ……大好き……」

　
恐
 おそ

 ろしく
特
 とく
 殊
 しゆ

 な姉妹がそこにはいた。妹は一国の
象
 しよう
 徴
 ちよう

 にして死神の
化
 け
 身
 しん

 。姉はその地位を捨ててただ生きることを選んだあり得ざる赤子。

　だがそこに
間
 ま
 違
 ちが

 いはなにもなく、妹は年下の姉を抱いて
極
 ごく
 々
 ごく
 普
 ふ
 通
 つう

 に甘えていた。それはきっと、以前なら許されなかった景色だろう。その姿が、アイにはとても象徴的に見えた。

　この世界にもはや一人しか存在しない赤ん
坊
 ぼう

 を、彼女より何年も年経た妹が抱き上げている。以前の世界なら
狂
 きよう
 気
 き

 の光景と言われても仕方がない。

　そしてそれは、この世界でも変わらない。

　もはや正気はどこにもなかった。きっと、これからの時代は誰にとってもつらいものになるのだろう。先人がつくりあげた常識や流行は
崩
 ほう
 壊
 かい

 し、自らの正しさを証明してくれるものはなにもなくなってしまった。

　自分で自分を組み立てるカラクリ機械のように、誰も彼もが自分を組み立てなければならなくなる。いまのアイがそうであるように。

　いや、たぶんそれは、生きていたって同じなのだ。自分が知らないだけで、以前の世界だってみんな選んでいたはずなのだ。

　生きるか、死ぬかを。

「なんだか
妬
 や

 けますね」

　アイは言った。

「気が合うじゃないか」

　キリコが答えた。

　アイは、
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 がそうしたように、自らの
瞳
 ひとみ

 をゆっくりと閉じた。まるで生まれて初めてそうするように、
瞼
 まぶた

 の裏で
瞳
 ひとみ

 を
舐
 な

 めて、世界を閉め出して自分に
潜
 もぐ

 った。

　アイは考える、死について、生について、今までについて、
明日
 あした

 について、そして自分自身について。

　自分とは、どんな人だったか。

　そして、どんな人に、なりたかったか。

　母
譲
 ゆず

 りの
金
 きん
 髪
 ぱつ

 と、父譲りの
魂
 たましい

 を持ち、

　生まれたときから
恐
 こわ

 がりで、勇気なんてひとつもなくて、





　それでも何かになりたくて、
嵐
 あらし

 の中に飛び込んだ。私はきっと流星だ。





「あ」

　そのときイメージの本流がアイの
脳
 のう
 裏
 り

 を打った。欠けた月、闇の中の光。まるでターニャの世界と
繫
 つな

 がったよう。夜の
虹
 にじ

 、天の虹、
砕
 くだ

 けて散って星になる。安全な空にいれば良かったのに、
人
 ひと
 恋
 こい

 しくて、大地に落ちた。

　たとえバラバラになると、分かっていても。

　うん、結局、そうだ。

　私は好きで、ここまで来たのだ。

　今も、昔も、──そして未来も。





「ウッラさん、キリコさん、セリカさん」





　瞳を開けて、アイは言った。





「私、決めました」





　答えは三日を待たずに出た。

　そしてアイは決断した。











　昨日の夜は散々だった。と、ユリー・ドミトリエヴィヒは思った。夜も
遅
 おそ

 くに、いきなり死者の集団がやってくるわ、実はその中にキリコがいるわ、アイに会わせろと言ってくるわで、散々だったのだ。

　ユリーとて、別に子連れの
母
 はは
 熊
 ぐま

 みたいにいつも血走っているわけではない。いや、たしかに数日前はそういうところもあったかもしれないが、いまはもう（たぶん）落ち着いているから、会いたいというなら普通に会わせるつもりだった。

　ところが連中と来たら、どうも下々の生活というものがよく分かっていないらしく、大人数で押しかけて（それも芸人みたいな死者の集団で！）「姫の声で死ぬかも知れないから、ご近所さんはどっかいってて」と向こう
三
 さん
 軒
 げん

 まで追い出す始末だ。

　おかげでユリーは朝までずっと謝りっぱなしだった。

　その上残った死者共は「セリカ様を返せ」だの「あれは
墓
 はか
 守
 もり

 か？」などと
絡
 から

 んでくる始末。正直、
塵
 ダストビリーバー

 か
紅雪
 デイーヴア

 が来てくれなければ
殴
 なぐ

 り合いの
喧
 けん
 嘩
 か

 になっていたところだろう。

　その、死者たちが帰ったのがついさっき。夜明け前のことだった。

「ふぁぁぁぁ……
 」

　朝、というには大分遅い時間のことだった。ユリーがリビングでお茶をしていると、アイのあくびが聞こえて来た。

　階段の方からぺたんぺたん、とスリッパの音が降ってくる。ドアがゆっくりと押し開かれる。その向こうには恐ろしく
眠
 ねむ

 そうなアイがいて、帰巣本能じみた無意識さで自分の席によじ登った。ユリーの丁度正面。日当たりのよい西側の席だ。眠いのか、それとも
眩
 まぶ

 しいのか、ズズズと
椅
 い
 子
 す

 を引いて直射日光から
逃
 のが

 れ、背もたれに深く
腰
 こし
 掛
 か

 けてつらそうにしている。

「おはよう。アイ」

「おはよぅございます……ユリー……さん……」

「ユリーさんではない、お父さん、だ」

「……おはようございます……お父さん……」

　アイは眠すぎて素直になっていた。見えない位置で苦笑しながらユリーはキッチンに向かう。

「昨日はずいぶんと盛り上がったみたいだな」

「ん……ええ、それは、もう。……ふふふ」

　思い出し幸せでも
嚙
 か

 み
締
 し

 めているのだろう。アイがニマニマと
薄
 うす
 気
 き
 味
 み

 悪く笑っている。よくある現象なのでユリーはとくに気にはしない。

「それは良かったな」

「はい、良かったです」

　湯を
沸
 わ

 かし、新しく買ったばかりのポットで茶を
淹
 い

 れる。茶葉はほんの少しだけしか入れていないのに、お湯はたちまち真っ黒になった。それは昨日手に入れたばかりの、死者用の新茶だった。

「お茶が入ったよ」

「ありがとうございます……ん～苦っ！」

　強い酒でも舐めるように、アイは
粘
 ねん
 度
 ど

 の高いお茶をチビチビと飲んだ。それと、砂糖
菓
 が
 子
 し

 をほんの少しだけ口にする。以前の大食いから比べると悲しくなるほどの小食で、ユリーはわけも無く悲しくなる。

「そういえば
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 さんはどちらに？」

「セリカを連れてオルタスの連中のところに行ってるよ」

　意外、というわけでもないのだろうが。ああ見えて、セリカは死者に人気があった。どうも本国での彼女はアイドル
扱
 あつか

 いされているらしい。昨日はウッラとアイで
独
 ひと

 り
占
 じ

 めしてしまったため、連中はずいぶんとフラストレーションがたまっていたそうな。

「意外ですね。引き留めなかったんですか？」

「本人はちやほやされて喜んでいたから、俺としては文句はない。……もちろん、連中がいつかみたいに
攫
 さら

 おうというなら
容
 よう
 赦
 しや

 はしないが……」

「どうどう。落ち着いて」

　馬か牛みたいにいなされる。はなはだ不本意である。

　
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 の間。

　会話が
途
 と
 切
 ぎ

 れる。

　不意に二人は
黙
 だま

 り込んだ。ぼそん、
壁
 かべ

 の向こうで雪が落ちる。日が
陰
 かげ

 り、テーブルに落ちていた
影
 かげ

 がぼんやりと
薄
 うす

 れて木目に消える。

　同じタイミングでお茶を飲んだ。その瞬間、ユリーはふと『幸せだな』と思った。

　そしてそんな自分に
驚
 おどろ

 いた。

　
娘
 むすめ

 が死んで、もしかしたら今日明日にもいなくなってしまうかもしれないのに、幸せだと思う。そんな自分が
衝
 しよう
 撃
 げき

 だった。ユリーにとって『幸せ』とはもっと
完
 かん
 璧
 ぺき

 なものであるはずだった。妻がいて、子がいて、病気はなく
蓄
 たくわ

 えはあり、仕事は順調ですべてが
上
 う
 手
 ま

 くいっている
状
 じよう
 況
 きよう

 。それこそが『幸せ』なのだと思っていた。

　だが、もしかしたらそうではないのかもしれない。

　妻を殺され、実子を
亡
 な

 くし、そして新たな子にさえ先立たれても、それでも自分は十分に、幸せな男なのかもしれない。いまではそう、思っていた。

　言葉一つとしてないその時間は、おそらく一つの完璧だった。

「……調子はどうだ？」

　だというのに、ユリーはひたすら幸福には慣れなくて、すぐに自分から
崩
 くず

 してしまった。

「そーですねー……元気……っていったらちょっと変ですけど、そんなとこです」

「そうか」

「はいー……お父さん、お菓子おかわり」

「いいが、それなら午後はなしだぞ」

「えー、ケチー」

「ケチとは何だケチとは、失礼なやつめ」

　不意に塩の気配。最近
恐
 おそ

 ろしく
涙
 なみだ

 もろくなっている。
情
 じよう
 緒
 ちよ

 不安定になる年でもあるまいに、理由も分からず涙が出そうになる。悲しければ悲しみの涙が瞳を
濡
 ぬ

 らし、幸せならば幸せの涙が
頰
 ほお

 を伝うのだから世話がない。

「……私よりも、ユリーさんの方が元気なさそうですね」

　ニマニマ笑ってアイが言う。その
笑
 え
 顔
 がお

 が、いつものいたずらっ子みたいな言葉が、いちいちユリーの涙を
誘
 さそ

 う。

「ふ、ぬかせ」

　この年になって、もうすっかり自分という人間は出来あがって固まったと思っていた。だがじつはまったくそうではないのだと思い知らされた。ユリーは
目
 め
 頭
 がしら

 をぬぐい、涙を切って赤らんだ
瞳
 ひとみ

 を娘に向けた。

　そして、その話を切り出した。

「……今日で、三日目だな」

「はい」

「君はその間『考える』といった」

　正確には今日いっぱい、つまり明日の朝までだ。その期間を、アイは考えて過ごすと言った。何を考えるのかは、ユリーも知らない。だが結果になにが待ち受けているのかはわかる。

「……明日の朝になったら、結論が出るのだな……」

　すなわち、生きるか死ぬか。

「…………
 」

　自分から話を始めたくせに、ユリーはすぐに黙り込んでしまった。だが、そうだろう？　だれが自分の娘の生き死にをそう簡単に受け止められるというのか。

　ユリーの願いははっきりしている。どうか消えないで欲しい。いや、出来ればあの〝
魔
 ま
 女
 じよ

 の娘〟をとっ
捕
 つか

 まえて、元の姿に生き返って欲しいと思う。

　それはすでに伝えてあった。一番最初に、涙を流して
恥
 はじ

 も外聞も無く
頼
 たの

 み込んだ。それもあって、彼女は『考える』と言ってくれたのだろう。だから、これはすでに多大な
譲
 じよう
 歩
 ほ

 の結果なのだ。

　親友、
人食い玩具
 ハンプニーハンバート

 は娘のために、
己
 おの

 が信念を曲げて一日だけ現世に残った。

　対してアイは三日もくれた。その数字は望外以外のなにものでもなく、自分はきっと、ここで満足しなければならないのだろう。だが、それでも、
諦
 あきら

 めることなど出来るわけがなかった。ユリーはずっと、アイと
一
 いつ
 緒
 しよ

 にいたいのだ。

　だが、だからこそ、きっとユリーでは
駄
 だ
 目
 め

 なのだ。

　暴走した自分を止められたのがアイではなく
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 だったように。アイを現世に
止
 とど

 まらせるのは自分ではない。

　それが出来るのは多分、一人。

　……あの
馬
 ば
 鹿
 か

 は、いったいなにをしているのだろう？　ユリーは思う。アイはずっと、彼の事を待っているのに。

「……なあ、アイ」

　だから、ユリーはただ、時間を
稼
 かせ

 ぐ。

「なんですか？」

「別に、三日で決断しなくてもいいんじゃないか？」

　
哀
 あわ

 れっぽくも頼み込む。

「そんな、急いで結論を出すことでもないだろう。一週間、一ヶ月……いや、一年ぐらい先延ばしてもバチはあたらん。なんせ一生に一度のことなのだから」

「ユリーさん……」

「なあ、頼む。アイ」

　演技はたちまち本気になって、ユリーは死者の手を包み込む。

「どうか
逝
 ゆ

 かないでくれ……お願いだ　……生き返らなくてもいい。ここを去ってもいい、だがどうか消えるのだけは
勘
 かん
 弁
 べん

 してくれ……」

「ユリーさん」

「頼む……」

　今度の涙は本物だった。ユリーは悲しくて悲しくて仕方がなくて涙を流す。この姿が少しでもアイの心を動かしてくれればと願う。

「……ユリーさん」

　ところが、結果は予想以上のものだった。

「そのことですけど。私、
埋
 まい
 葬
 そう

 されないことに決めました」

「──は？」

　アイはとてもあっさりと言ってのけた。だからユリーは、その言葉がよくのみ込めなかった。

「──え？」

「だから、改めまして、よろしくお願いしますね。今日も
明日
 あした

 も
明後日
 あさつて

 も」

　ぺこり、小さな頭がテーブルの上に影を作る。「あ、いや、こちらこそ……」とユリーも思わず頭を下げて、上げた。

　目の前にはやはり、いたずらっ子のニマニマ笑い。

　それを見てようやく、言葉の意味を理解する。

「ア、アイ!?
 　それは本当か!?
 」

　椅子をはね飛ばす勢いでユリーは立ち上がって
詰
 きつ
 問
 もん

 した。だがアイは
余
 よ
 裕
 ゆう

 の表情で再び
頷
 うなず

 くだけだった。

「はい、本当ですよ」

「…………
 そうか」

　
爆
 ばく
 発
 はつ
 的
 てき

 な感情が、行き場を失ってへなへなと
軟
 なん
 着
 ちやく
 陸
 りく

 する。ここ数日ずっと感じていたこわばりが雪解けのように
溶
 と

 けていく。

　信じられないような
安
 あん
 堵
 ど
 感
 かん

 。人生で一度も感じたことがないほどユリーは安心した。

「……よかった……」

　また泣くのだ。この男は。

「ほんっとうに……よかった……」

「心配させて、ごめんなさい」

　はにかみを
含
 ふく

 んだ謝罪の表情。ユリーはよかったよかったと
繰
 く

 り返す。

「……いや、いいんだ。君が
悩
 なや

 むのは当然のことだからな……それにしても、よかった」

「ふふ、ユリーさん、そればっかり」

「そうは言うがな。俺はもう心配で心配で気が
狂
 くる

 いそうだったよ……」

「……すみません」

「そういう君は、そればかりだな。……いかんな、子供に謝らせてばかりなど、親失格だ」

　強がりも言ってみるもので、ユリーはその言葉と共に『そういえば』と思い出した。

「…………
 それにしても、いいのか？」

「なにがですか？」

「アリスに会う前に決めても……」

「アリスさん？」

〝こいつは何を言っているんだろう〟という表情が二つ。

「なんでそこでアリスさんが出てくるんですか？」

「いや、だから三日考えるって……
奴
 やつ

 の考えを聞くためじゃないのか？」

　実際アイはここ数日で様々な人にあって生や死に関する話を聞いていた。友人もたくさん
訪
 おとず

 れて、さながらある種の
葬
 そう
 儀
 ぎ

 のようだった。

　その最たるものこそがアリスである。とユリーは思っていたのだが。

「？　いいえ、それは関係ないですよ。人の意見を参考にはしましたが、結局、
確
 かく
 認
 にん

 にしかならなかったですしね。だから別に、アリスさんを待ってたわけじゃないですよ」

「そうなのか？」

「はい。だいたい私、あの人が何を言うかなんてほとんど分かりますしね」

「……そうなのか……」

　ユリーにはやはり、アイの考えがよく分からなかった。ユリーは元来、言葉で考えるのが苦手な性質だ。亡き妻や親友との口げんかでも勝てたためしがまったくない。
皮
 ひ
 膚
 ふ

 感覚でしか物事を理解できないところがある。

　その感覚からいくと、今のアイはとてもアイらしくて、正しい気がした。

「なんにせよ。君がいいなら、いいさ」

「助かります」

「……お茶のおかわりは？」

「お願いします」

　
淹
 い

 れなおしたお茶をカップに注ぐ。死者用に作られたこのお茶は味が
濃
 こ

 いだけではなく、
殺
 さつ
 菌
 きん

 、
消
 しよう
 臭
 しゆう

 作用も持ち合わせているので、適量ならば有用なものだ。

「は！　いかんいかん！　こうしちゃいられんぞ！　アイ！　そういうことなら善は急げだ！　実は昨日は死者のお医者もいてな。死後調整という手術を受けた方がいいんだそうだ！　よし、
早
 さつ
 速
 そく
 連
 れん
 絡
 らく

 をとって──」

「も、もう。ちょっと落ち着いてくださいよ」

　勢いよく立ち上がったユリーを、アイが『しょうが無いなぁ』という目で見つめる。

「それって、結構時間
掛
 か

 かります？」

「結構なんてもんじゃないぞ。手術の前に型取りやら数字起こしで丸一日かかるし、実際の手術にもう一日。その後の
乾
 かん
 燥
 そう

 やら
置
 ち
 換
 かん

 処理が最低半年で、その後も段階を
踏
 ふ

 んで」

「あ、はい。よく分かりました」

　ユリーがどこからともなく本やらノートやらを取り出して説明してくる。どうやらここ数日はずっとそのことを調べていたらしい。その姿はさながら子供の教育に熱心な親だった。ありがたいけどちょっとめんどい。

「じゃあそういうのは、明日からやりましょうか」

「しかし、早いほうがいいとも聞くぞ？」

「一応、三日の約束は守りたいんです」

　三日。

　その数字を聞いて、ユリーははたと動きを止めた。

「……それは、やはり意味があるのか？」

「うーん。どうでしょう。有るかも知れないし無いかも知れません」

「なんだそれは」

　やはり、ユリーにはよく分からない。

「特に重大な意味はないですよ。私に考える時間が必要だったのは事実ですし、あとは、ちょっとしたおまけです。だから、他の人にはまだ、
黙
 だま

 ってて
貰
 もら

 えますか？」

「なんだか分からんが。……理解はした」

　両手を天に向けて降参する。

「俺は、すでに十分だ。あとは君の好きにするといい」

「ありがとうございます。お父さん大好き」

「こいつめ。……俺も大好きだよ。アイ」

　アイはぴょんと
椅
 い
 子
 す

 から飛び下りて彼の元へと走って行った。右の腹から胸に
抱
 だ

 きつき、頭をぐりぐりと押しつけてやる。ユリーは自らの
頰
 ほお

 で頭を
撫
 な

 でて、しばし二人は静止していた。





　ガランゴロン。





　そのときドアベルが大きくなり外から「ごめんくださーい」と声が掛かった。

「あ！　ターニャさんだ！」

　アイがするりと
抱
 ほう
 擁
 よう

 から
抜
 ぬ

 け出しコートをまとう。

「はーい！　今行きまーす！」

「なんだ？　約束かい」

「
一
 いつ
 緒
 しよ

 に市場に行くんですよ。それからディーさんのところに顔をだして、あとウッラさんとこにも……」

　やはり
年
 とし
 頃
 ごろ

 の
娘
 むすめ

 にとって父親などこんなものだ。ユリーは
苦
 く
 笑
 しよう

 を禁じ得なかった。そりゃあ親なんかと一緒にいるくらいなら、友達と遊んでいた方が楽しかろう。

　ならば自分は役目を全うするのみだ。

「気をつけていっておいで」

「はい！」

「暗くなる前には帰るんだぞ」

「分かってますよ」

「食事はだめだぞ。
我
 が
 慢
 まん

 できなくなったら香棒を
舐
 な

 めなさい。ちゃんと持ってるか？」

「持ってますよ」

「あと……」

「もう！　全部分かってますってば！」

　アイが
駆
 か

 け出す。駆けていく。動いて、駆けて、
喋
 しやべ

 っている。

　お父さんのお
節
 せつ
 介
 かい

 焼き！

　そして笑って、アイは家を飛び出していった。

　ひとり、取り残された部屋の中で、ユリーはやはり、少し泣いた。











　神様は月曜に世界を
創
 つく

 った。





　神様は火曜に
整
 せい
 頓
 とん

 と
混
 こん
 沌
 とん

 を極めた。





　神様は水曜に細々とした数値をいじった。





　神様は木曜に時間が流れるのを許した。





　神様は金曜にこの世の
隅
 すみ
 々
 ずみ

 まで見た。





　神様は土曜に休んだ。





　そして神様は日曜に、世界を捨てた。





　それでも神話を愛する人は、地に落とされて天を思った。





　死に至る病に至る生に
飽
 あ

 き。
願い
 Ｗ

 の
願い
 Ｗ

 の
願い
 Ｗ

 を抱いた。





　だが
叶
 かな

 った果てに『私』はなく。





　人は天にて小首を
傾
 かし

 げる。





　もはや行くことも帰ることも出来ず。





　そもそも動く理由もない。





　なぜなら『ぱんっ』と音立てて。





『私』の願いは叶ったのだから。





　さすれば生死の
天
 てん
 秤
 びん

 は平らに
戻
 もど

 り、栄光の日は来たりて去る。





　夢はいつしか『私』となり、『私』はいつしか夢となる。





　
誰
 だれ

 も彼もが夢となり、『私』は消えて神となる。





　しかし天球の果ては
未
 いま

 だ遠く、生まれたばかりの神々は泣く。『そんなものになりたくなかった』と、
涙
 なみだ

 を流して愛を歌う。





　いずれ神と人とは再び
袂
 たもと

 を分かつだろう。

　生と死を切り
離
 はな

 し、夢と人とを引き離し、世界は月曜を
跨
 また

 ぐだろう。

　故に、
人
 アイ

 と
神
 アリス

 が共にいられる時間は、もう千年も残っていない。





　　　　†





　結局、心配するような事はなにも起きず、三日目は
穏
 おだ

 やかに過ぎていった。アイはターニャと手に手をとって行列の屋台を冷やかしてまわり、午後にはディーや
姉妹
 しまい

 の元を
訪
 おとず

 れて差し入れを
渡
 わた

 して遊んでいた。とくにウッラに関しては、家に呼ぶと大変なことになるのでこちらから訪ねた。街外れに一晩で出来た死者の街は意外な事に人出で
溢
 あふ

 れ、生者達もおっかなびっくり訪れては仮面や
香
 こう
 水
 すい

 に見入っている。

　帰ってからは再び手紙をしたためた。ターニャから聞いた他の生徒達の住所を
頼
 たよ

 りに、最近の出来事をまとめて書いた。

　時間はあっという間に過ぎていった。

　夜。

　久しぶりに一人になれたアイは、折角なので荷物の整理をしていた。オルタスで
貰
 もら

 った
謎
 なぞ

 のちり紙や、ゴーラ学園で手に入れた筆記用具。世界
塔
 とう

 やいろんなところで買ったフクロウの小物にペンギンの入れ物。大切なガラクタを全部出して
埃
 ほこり

 を
払
 はら

 っていく。

「あら？」

　その中で、アイは本当に大切ないくつかの品物を見つけた。ライオンに貰った
狐
 きつね

 の面、ターニャ達の
化
 け
 粧
 しよう

 道具、ディーがくれたスノードーム、

　そして、アンナの香水。

「……なつかしいですね」

　ガラスの
小
 こ
 瓶
 びん

 に入ったそれは、育ての親であるアンナが使っていた香水であり、アイが村から持ち出した数少ない思い出の品だった。

　香水の中身はほとんど減っていなかった。もったいないのと、死者用に作られて
匂
 にお

 いがきつかったため、いままで使う事はほとんど無かったのだ。

　だがいまなら、

「…………
 」

　ぽたぽたと、アイは無言で瓶を
傾
 かたむ

 けた。
香
 かお

 りの
粒
 つぶ

 を手の
甲
 こう

 に落として、
薄
 うす

 くのばして空へと放つ。

「あ」

　思い出そのものが
鼻
 び
 孔
 こう

 をうった。

『あの時の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 』が
嵐
 あらし

 のようによみがえってくる。村で過ごした最後の夜、
馬
 ば
 鹿
 か

 みたいに泣きながら荷造りをして、お
菓
 か
 子
 し

 をやけ食いしたあの夜。初めて香水をつけた夜。

「……アンナお母様。すみません。たしかにこれは、いい匂いですね……」

　天国の方向に頭を下げて、アイは
丁
 てい
 寧
 ねい

 に謝った。想像の中のアンナとヨーキは仕方がないなと笑っていた。
石
 せつ
 鹼
 けん

 と
檸檬
 レモン

 のきつい香りは、死者の鼻には
心地
 ここち

 よかった。

「…………
 お化粧とかも、もうした方がいいのでしょうね」

　キャップを戻し、箱にしまって、アイは
憂
 ゆう
 鬱
 うつ

 な
溜
 ため
 息
 いき

 を
吐
 つ

 く。ファッションとしてではなく、
礼
 れい
 儀
 ぎ

 として、これからは化粧も覚えなくてはならないだろう。いっそオルタスに一度いって、ライオンに新しい面を作って貰おうかと思う。

　続いてユリーがずっと守ってくれていたリュックを
紐
 ひも
 解
 と

 く。思えばこのリュックも旅の当初から使っていた大事な品だ。右のボタンは
緩
 ゆる

 んでいるし、垂れた
蓋
 ふた

 の
隅
 すみ

 は破けている。

　昼に買ってきた合成糸を取り出してリュックを編む。返しを三回も入れて分厚くし、油と
蠟
 ろう

 を
塗
 ぬ

 って強くする。

　続けて麦わら
帽
 ぼう
 子
 し

 だが、こちらは二度の冬を経てカラカラに
渇
 かわ

 いて破れ始めていた。少し残念だが捨てることにする、もともと春に編んで冬には捨てる
代
 しろ
 物
 もの

 だったので仕方がない。

　
墓
 はか
 守
 もり

 の服。これは最近になって
裾
 すそ

 を合わせたばかりだったが。……多分二度と着ることはないだろう。
樟
 しよう
 脳
 のう

 をふって丁寧に
畳
 たた

 む。

　ショベル。

「……本当に、なつかしくなっちゃいましたね」

　アイはショベルを
掲
 かか

 げてランプの光を反射させた。くすんだ刃面にぼんやりとした自分が映っていて、泣いているような笑っているような顔をしている。

　結局、このショベルで
埋
 まい
 葬
 そう

 した死者は一人だけだった。

「…………
 」

　キヅナ・アスティン。たった四日しか共にいられなかった父。
一
 いつ
 緒
 しよ

 にいてはくれなかった
優
 やさ

 しい人。

「…………
 」

　ボロ布と
磨
 みが

 き
粉
 こ

 を出して、アイはひときわ丁寧にショベルを手入れした。渇ききった
泥
 どろ

 を落とし、刃を磨いてぴかぴかにした。

　そして油を塗り、紙を巻いて、服と一緒にクローゼットの奥深くにしまった。

「……いままで本当にありがとうございました。おやすみなさい」

　ぱたりと
扉
 とびら

 が閉められて、道具達は最後の光を反射した。

　なんだか少し、
疲
 つか

 れてしまった。

　今日はもう休むことにして、手入れ道具をかたづけた。
手水
 ちようず

 を窓から捨てて雨戸を閉じる。ベッドに入り、マダムの
炎
 ほのお

 にカップをかぶせる。

　
布
 ふ
 団
 とん

 の中で
眠
 ねむ
 気
 け

 を待つ。最近はこの時間に難しい事を考えさせられてすこしつらかったが、今日は久しぶりにすこやかでいられた。決断にはそれだけの力があった。

　
明日
 あした

 から手術やらなにやらでまた
忙
 いそが

 しくなるだろう。だが、その前に決めるべき事を決められたのは本当によかった。やはり、三日と期限を区切ったのがよかったのだろう。迷う時間はとても大切なものだが、長すぎてはよどむだけなのだから。

　いや、一つだけ、やり残していることがあった。

「アリスさんとナインさん、結局来ませんでしたね……」

　
怒
 おこ

 っていたつもりはなかったが、声に出したら思いの外
恨
 うら

 みがましい声が出た。どうやら自分はそれなりに
機
 き
 嫌
 げん

 が悪かったらしい。

「……まったくなにをやっているんだか」

　と、いいつつこれもやっぱり分かっている。どうせ馬鹿な
阿
 あ
 呆
 ほう

 な空回りを、飽きることなくやっているのだ。

　三日。というタイムリミットは実のところ彼らのためのものでもあった。それまでにともかく戻ってこい。そういう意味を
込
 こ

 めていた。

　だがよろしい。来ないというならよく分かった。ならこっちから行ってやろうではないか。

「ふぁぁ。……ま、いいです。それもぜんぶ……明日にしましょうか……」

　ようやく眠気が訪れて、アイはもぞもぞと布団を
被
 かぶ

 る。
偽
 にせ
 物
 もの

 の呼吸をやめて、死の
淵
 ふち

 へと
沈
 しず

 んでいく。





　こん。





　その、直前の事だった。

「？」

　こん。再び聞こえた。アイはベッドを
抜
 ぬ

 け出し窓に近づく。こん。くぐもった音は窓の向こうに下ろした雨戸を
叩
 たた

 いている。こん。

　アイは予感に
撃
 う

 たれた。

　こん。

　小石によるものとおぼしき音は、正確に同じ場所を叩いている。

　さてさてどうしてくれようか。自然と
頰
 ほお

 に
笑
 え

 みが
浮
 う

 かぶ。
獲
 え
 物
 もの

 を目にした
猫
 ねこ

 の笑みだ。窓に近づき顔をよせる。このまま朝まで無視してやろうか。

　ごん！

「わっ」

　思った直後に音が大きくなる。どうやら段々と大きな石に変えているようだ。まったく乱暴者め。窓が割れたらどうしてくれる。

「……もう、しかたないですねぇ」

　カーテンを開いて
蝶
 ちよう
 番
 つがい

 を外し、ガラス戸を押し開いた。

　視界に入るのはまず月。雪は夜半を待たずに
止
 や

 んだようで、空には雲の一つも無かった。見下ろす街は
影
 かげ

 の世界。炎と雪が
揺
 ゆ

 れている。

　アリスはその
片
 かた
 隅
 すみ

 にいた。

　家の前の街路樹のすぐそばだ。小石を投げる直前だったのだろう。
振
 ふ

 り上げた手を所在なげに下ろし、こちらを見て
眉
 まゆ
 根
 ね

 を
吊
 つ

 り上げた。『いるならなんですぐ出ないんだ』
唇
 くちびる

 だけでそうつぶやいている。

　対するアイは
黙
 だま

 って窓を閉めるだけだった。
慌
 あわ

 てた様子で小石がヒュンヒュン飛んでくる。窓をほんの少しだけ開けてのぞき込むと、三階下にはぺこぺこ上下する頭があった。

『次そんな顔したらすぐ閉めますからね』の顔をしてから、アイは彼を許してやった。

　アリスはほっと息をついて、いきなり
壁
 かべ

 に
摑
 つか

 み
掛
 か

 かった。え？　と思う
暇
 ひま

 もなく、彼は
妙
 みよう

 になれた動きで石の
隙
 すき
 間
 ま

 や
雨
 あま
 樋
 どい

 を足がかりにして、あっという間に三階分の高さを
零
 ぜろ

 にした。

「ちょ！　ちょっと何考えてるんですか！」

「いいから早く入れてくれ」

「もう！　アリスさんのおバカ！」

「よく知ってる」

　そして真冬の寒波をつれて、アリスが部屋に入ってきた。カーテンがはためき、わずかな粉雪がはらりと
舞
 ま

 った。

「まったくもぅ」

　アイはぷりぷり怒りながら窓を閉じた。礼儀もへったくれもまるでない。少し喜んだ自分がバカみたいだ。

「
普
 ふ
 通
 つう

 に入ってくればいいじゃないですか」

「……
駄
 だ
 目
 め

 だ……おっさんに
捕
 つか

 まったら
面
 めん
 倒
 どう

 になる」

「そこは普通に
叱
 しか

 られて下さい。みんな心配したんですからね」

「……それでもだ」

　勝手知ったる何とやら、二人は暗い室内を深海魚のように迷いなく泳ぐ。アイはベッドの
端
 はし

 にすわり、アリスはどさりと荷物を下ろして
椅
 い
 子
 す

 に座った。明かりはつけない。満月だけで十分だった。

　部屋の隅から見上げる彼は、なんだかとてもボロボロだった。
何
 ど
 所
 こ

 で手に入れたのか分からないシャツとパンツを着て、薄っぺらいコート一枚を羽織っていた。そしてなぜか、絵本に出てくる聖人みたいな、大きな
布
 ぬの
 袋
 ぶくろ

 を持っていた。

「なんですその荷物？　ひょっとして私へのプレゼントですか？」

「……そんなわけないだろ。……いや、けど、このために三日も掛かったわけだから、あながちそうも言い切れないか……」











「わ。わ。開けていいですか」

「まて、だからそう言うのとは
違
 ちが

 うんだよ。……こら！　勝手に
触
 さわ

 るな！　座ってろ！」

　はい！　と力強く返事をして、アイは浮かせかけた
腰
 こし

 をベッドに
戻
 もど

 した。しっぽがあったら振ってるところだ。アリスからのプレゼントなんて誕生日以来だ。

　なんだか勝手に笑顔になってしまう。彼とするこういう会話が、アイにはとても大切で、得がたいものだった。

　プレゼントというなら、すでにこの会話がプレゼントだった。次に何を
喋
 しやべ

 るのか、自分にどんな言葉を用意してくれているのか。それを考えるだけで心が
躍
 おど

 る。なんせ三日ぶりで、みんなに
内
 ない
 緒
 しよ

 で、満月の下での出会いなのだから。

　
故
 ゆえ

 に、アイは黙った。デート相手のポケットに
隠
 かく

 されたプレゼントを、知らない振りする
乙
 おと
 女
 め

 のように、ニコニコ笑って言葉を待った。

「話があって、今日は来たんだ……」

「はいはい」

　アリスはとても
真
 しん
 剣
 けん

 な顔をしていた。何度か言い始めようとしてそのたびに口ごもり、こちらの反応を気にして喋れなくなっていた。その反応じたいがアイにはとてもいとおしくて、楽しかった。どんな
言葉
 プレゼント

 が飛び出すのかわくわくしてしかたがない。

　だから、





「…………
 お前、本当に死んでるんだな」





　その一言で、アイは一発で
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 になった。

　笑顔は笑顔の形のままに、全く違うものとなって
凝
 こ

 り
固
 かた

 まった。
架
 か
 空
 くう

 のしっぽはたちまち消えて
何
 ど
 所
 こ

 かに行った。足とか組むし、
溜
 ため
 息
 いき

 も
吐
 つ

 く。

「……はは、こんなこと、俺が言っていい
台詞
 せりふ

 じゃないか……」

　だというのにアリスはちっとも気づいた風もなく、まるでお客の興奮を捕まえられないまま見せ場を
迎
 むか

 えてしまった役者のように熱っぽく声を上げる。

「……でもまだ間に合う！　アイ、お前はいまから生き返って──」

「ストップ。ストップです。アリスさん」

　アイは難しい顔でトントンと額を叩き、
舞
 ぶ
 台
 たい
 監
 かん
 督
 とく

 が演技指導するように言う。

「……話って、それですか？」

「？　ああ。ほかに何がある？」

　度しがたい事にこの役者は自分がなにをミスしているかも分かっていない。アイは長い溜息を吐く。プレゼントの箱だと思ったらゴミ箱だったような気分だ。

「アリスさんって、ほんとそういうところありますよね」

「おい、俺は
真
 ま
 面
 じ
 目
 め

 に話してるんだぞ」

「あら、私がしてないみたいに言いますね」

　アイとしてはもっと意味のある会話をしたかったのだが。仕方がない。ここは付き合おう。

「この三日間は、ずっとそのことを？」

「当たり前だろ！」

　予想通りだ。アリスは自分を救う方法を求めてずっとかけずり回っていたのだろう。予想通りで、
面
 おも
 白
 しろ

 くなかった。

「お前は、俺が殺したようなものなんだから……」

　つらそうに表情がゆがむ。けれどもそんな顔をして
貰
 もら

 いたいわけじゃないアイとしては、こういってはなんだがちょっと面倒くさかった。

　でも、まあ、聞かないわけにも行かないだろ。アイは仕方なく水を向けた。

「私、そもそもその辺りの事情がよく分からないんですけれど、教えて貰えますか？」

「……どこまで覚えている」

「朝、三人で帰ってくるところまでですね」

　いまでもすぐに思い出せる。あれは秋が終わる日だった。街と
荒
 こう
 野
 や

 の境目で目覚め、三人で街に帰っていった。

「その後だ。車にのったお前は
眠
 ねむ

 り始めた。……そしてそのまま目覚めなかった」

　ユリーの運転で帰る
途
 と
 中
 ちゆう

 に、
誰
 だれ

 かがアイの呼吸に気づき、すぐに議事堂の医務室に運ばれた。だがそのときにはもうとっくに、アイの心臓は止まっていた。

「なんででしょうね？　心臓発作とか？」

「バカ！　そんなわけあるか！」

　真剣に聞け！　と怒られる。だがそんなふうに言われても、もはやアイは死因自体に興味はないし、その責任を他人に求める気もなかった。別にアリスが殺したというのならそれでもよかった。

「あの日の朝。お前は
弾
 だん
 丸
 がん

 になった俺を止めようとしただろう……」

　
最後の一撃
 ブザービーター

 。
魔
 ま
 弾
 だん

 『アリス』。

　あの日、彼は魔女の
娘
 むすめ

 を
倒
 たお

 すために、自らの心臓すら弾丸に変じて投げ撃った。結果『自分で自分を撃つ弾丸』と化した心臓が魔女の娘を
狙
 ねら

 い始めた。

　だがそのときすでにナインは世界の
理
 ことわり

 を
侵
 しん
 食
 しよく

 し、理に準ずる存在と化していた。故にアリスの標的もまた拡大し、『悪』そのものを狙ってひた走った。それほど
巨
 きよ
 大
 だい

 なものを狙わなければ、もはやナインに
対
 たい
 抗
 こう

 することは出来なかった。

　だが危険な
行
 こう
 為
 い

 でもあった。なぜなら『悪』と『人』とは本質的には切り
離
 はな

 せないものなのだから。やがて彼の弾丸はどんな
些
 さ
 細
 さい

 な悪も
見
 み
 逃
 のが

 せずに、極限まで深化して、最後にはこの世のどんな善人ですら撃っただろう。それがたとえアイであっても。なぜなら『善』も『悪』も、同じコインの裏表でしかないのだから。

　悪だけを撃つことなど出来ないのに、それでも魔弾は悪を狙った。それは丁度『世界を救うつもりで世界を
滅
 ほろ

 ぼす』ナイン・サイカヴァッティの相似形だった。

　二人は存在しない『悪』を打ち倒し、すでに救われている世界を『救おう』と夢見ていた。そしてそれ故に、世界を滅ぼそうとしていた。

　だが彼らは出会い、悪なき世界に魔女が生まれ、
脅
 きよう
 威
 い

 なき世界に魔弾が生まれた。

　故に、二人はようやく
 世界を救えるようになった。そこには『悪』も『世界を滅ぼすもの』もいた。後は二人で
潰
 つぶ

 れ合って、消えてしまえばそれで『世界は救われた』。

　だが、それをよしとしない三人目の人間がいた。

　二人の事が大好きな、アイ・アスティンがそこにいた。

　彼女は銀の弾丸の目の前にその身をさらして
盾
 たて

 となった。『悪からもっともほど遠い』といわれたその体で、アリスを受け止めた。

「──けど、そんなうまい話はなかったんだ。あれはただ単純に、最後に起きるはずだったことが先頭にきただけだったんだ」

　アリスが
全
 すべ

 ての人類を
滅
 めつ

 して後の景色があれだった。

　全てを
撃
 う

 ったその後に、アリスはひとりぼっちで人に戻されるのだ。誰もいない世界では、もはや善も悪もないのだから。

「そこ」

　アリスの人差し指がぬぅっと
伸
 の

 びて、アイの左胸を指さした。パジャマに包まれたそこはボタンが二つほど外れていて、ささやかな
胸
 むな
 元
 もと

 が
覗
 のぞ

 いていた。

　赤面せずにすむのは死者のいいところだ。アイはサササと胸元を隠す。

「……教えていただいてどーも。でもあんまりじろじろ見ないで下さい。失礼な」

「バカ。んなどうでもいいもん誰も見ねえよ」

「……どうでもいい……」

「そうじゃなくて、もっと奥だ」

　アイはもう一度彼の指先をたどってみた。するとその先は正確に、心臓を指さしていた。

「……医者から聞いてないか？　俺の弾丸は、今そこにある」

「え？」

　
慌
 あわ

 てて胸をのぞき込んで右手で触る。だがそんな傷など一つも無い。だというのに触った先には確かに異物感があった。

「分かったか？　……お前を殺したのは確かに、俺なんだよ……」

「そう……だったんですか……」

　気まずい
沈
 ちん
 黙
 もく

 が部屋に満ちた。加害者と
被
 ひ
 害
 がい
 者
 しや

 。生者と死者。両者の間にはいままでにない断絶が広がって次の言葉を
縛
 しば

 っていた。アリスの表情は
贖
 しよく
 罪
 ざい

 を望む罪人のそれだった。

「ま、いっか」

「は？」

「許します。それはもう、仕方ないですよ」

「…………
 おい、
冗
 じよう
 談
 だん

 じゃないんだ。いい加減にしないと
怒
 おこ

 るぞ」

「それはこっちの台詞です。私がとっても会いたかった時に三日も留守にして、ようやく顔を出したと思ったら怒るんですもん。そんな勝手な事をする前に、一度聞きにくれば良かったんですよ。そしたら今の私の気持ちだって、すぐに伝わったでしょうからね」

「……いや、でもそれは」

　どう言えばいいだろう。アイは
苦
 く
 笑
 しよう

 を禁じ得なかった。だがやっぱりアリスはそんな気持ちが分からなくて、慌てた様子で
傍
 かたわ

 らのずだ
袋
 ぶくろ

 を引っ張り出した。

「……会いに来なかったのは、悪かったと思ってる……でも！　お前を生き返らせるためには仕方がなかったんだ！」

「だからそれも、私に相談すればよかったんですよ」

「そんなことしてもお前はことわるだけ
 だろうが！」

　お？

　展開の読めるつまらない会話ばかりだと思って油断していたアイは、その言葉に耳を向け直した。アリスがにやりと笑う。

「……なんだ、俺がお前のこと分かってないとでも思ってたのか？　
馬
 ば
 鹿
 か

 にすんな。お前が何考えてるかなんかお見通しだ。だからこれは、お前がどうとかいう話じゃない。俺がどうしたいか、なんだよ」

「あらあら、乱暴な事言いますね。でもそういうアリスさんの方が私、好きですよ」

「は、ありがとよ」

　やはり、会話は意外性がないと面白くない。アイは再び笑顔になって居住まいを正した。

「たのむ……」

　その
膝
 ひざ

 にすがりつくように、アリスは力なく
頭
 こうべ

 を垂れた。

「せめて、生き返ってくれ……アイ」

「んー。どうしましょう」

「俺に、罪の
償
 つぐな

 いをさせてくれ……」

「あ、それ
駄
 だ
 目
 め

 です。だったら
嫌
 いや

 です」

　本当に、さっきから嫌なことばかりを言ってくれる。罪の償いというなら花の一輪でも
贈
 おく

 ってくれればいいのだ。それも、その辺の空き地に
咲
 さ

 いているようなのでいい。別に
断
 だん
 崖
 がい
 絶
 ぜつ
 壁
 ぺき

 の上に咲いているようなやつはいらないのだ。

「……絶対に生き返らせてやる」

「私はどちらでもいいですよ」

　アイは別に、死んでいたいわけでも、生き返りたくないわけでもない。ただ異能や
奇
 き
 跡
 せき

 に
頼
 たよ

 らずに、自分の
運命
 ルール

 に従っていきたいだけなのだ。

　きっとそれが、永遠を歩む正しい道なのだと思うから。

　だから納得できるものなら、説得されてもよかった。

「……ほんと、お前にはかなわねぇな」

　今日初めてアリスが
微
 わ
 笑
 ら

 った。

「『絶対にやだ』って言うんなら、むしろやりやすいくらいなのに、『説得できるなら聞く』とか言いやがる。そのくせ
頑
 がん
 固
 こ

 なんだから
性
 た
 質
 ち

 が悪いぜ」

「たしかに、私は説得されないと思いますけどね」

「その言葉、
後
 こう
 悔
 かい

 するなよ。……よっと」

　例のずだ袋が目の前に置かれる。これがアリスの秘密兵器なのだろう。こうしてみるとそれなりに大きく、子供の一人ぐらいなら入りそうだった。

　……ん？　というかこの荷物、いまなんか……。

「出ろ」

　そしてアリスは袋をひっくり返した。反動で転がり出た中身がアイの
足
 あし
 下
 もと

 でゴロンと転がり、天を向く。

「むむー！」

　それは、がんじがらめに
拘
 こう
 束
 そく

 された、ナイン・サイカヴァッティだった。

「へ？」

　人物よりもその状態に注目して、アイは間の
抜
 ぬ

 けた声を発した。いたいけな幼女は手足を
荒
 あら
 縄
 なわ

 で縛りあげられ、さらに
縛
 いまし

 めを固定されて関節
技
 わざ

 がかかったようになっている。目も耳も
封
 ふう

 じられ、口には布まで
詰
 つ

 められていた。

「この三日間は、ずっとこいつを追いかけてたんだ……」

　アリスがこきこきと
肩
 かた

 をならした。

　どうして『俺、仕事がんばったな』感を
漂
 ただよ

 わせているのか。アイには心底分からない。

「…………
 アリスさん」

「なんだ」

「とりあえずそこの窓から飛び降りて
貰
 もら

 えませんか？」

「なんでだよ」

「……理由すら分かりませんかそうですか……」

　とっても残念な気持ちになってから、とりあえずアイはナインの拘束を解いてやる。縄を切り、
耳
 みみ
 栓
 せん

 と
目
 め
 隠
 かく

 しをとってやる。

「……ぷはぁ！」

「ああ、もう、
可
 か
 哀
 わい
 想
 そう

 に。こんな人でなしに三日三晩も追いかけられて、つらかったでしょうに……
綺
 き
 麗
 れい

 な
肌
 はだ

 が台無しです」

　
容
 よう
 赦
 しや

 なく刻まれた縄の
跡
 あと

 をさすってやりながら、アイは最後の
口
 くち
 枷
 かせ

 を外してやった。ところが、

「ひっ！　いやぁぁぁ！
 」

　ナインは恩人であるアイの方をこそ
恐
 おそ

 れて
逃
 に

 げた。転がされていた
距
 きよ
 離
 り

 を
戻
 もど

 って、アリスの背後に隠れてしまった。

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい……」

「……なんでしょうこれ、すっごくショックです」

　耳をふさいで目を閉じて、ナインは
怖
 こわ

 いものから
逃
 のが

 れるようにアリスの
陰
 かげ

 に隠れ込んだ。

「出ろ……」

「やだぁぁぁ！
 」

　だが無論、彼はナインの味方などではなく、その
髪
 かみ

 を乱暴に
摑
 つか

 んで引きずり出す。

「ちょっと！　アリスさん！」

「しっかりみろ
万
 ばん
 能
 のう

 の
魔
 ま
 女
 じよ

 ！　俺とお前がしでかしたことだ！」

「やぁ！　会いたくない！　会っちゃ駄目！　いやぁぁあああ！」

「嫌ならこいつを生き返らせろ！　罪を償って『失敗』しろ！」

「アリスさん！」

　
爆
 ばく
 発
 はつ
 的
 てき

 な勢いでアイが
跳
 は

 ねる、最初の一歩で部屋を
渡
 わた

 ってアリスの
腕
 うで

 を
握
 にぎ

 りしめる。どうやら
墓
 はか
 守
 もり

 の力は死者になっても有効なようで、アイは関節が外れるくらい腕を
締
 し

 め上げた。

「……はなせ」

「なっ！」

　ところが、アリスはそんなアイの力に
腕
 わん
 力
 りよく

 だけでふりほどいてみせた。『
最後の一撃
 ブザービーター

 』それは先の戦いで彼が見せた確率操作の力だった。限定的なものだと思われたあの力を、アリスはいま、この
瞬
 しゆん
 間
 かん

 にも行使していた。

　
違
 い
 和
 わ
 感
 かん

 の正体がようやく分かった。アリスはまだ、あの領域から帰ってきていないのだ。それでこんな
地
 じ
 獄
 ごく

 色の目をしている。

「言ったろ？　そっちの意見なんかどうでもいいってな。さあ魔女の
娘
 むすめ

 、早くアイを生き返らせろ……」

「いや！　やだぁぁぁ！
 」

「おい、
噓
 うそ

 を
吐
 つ

 くなよ
餓
 が
 鬼
 き

 。本音を言えよ」

「ほ……ほんね？」

　左手でアイを、右手でナインを
束
 そく
 縛
 ばく

 して、アリスは
炎
 ほのお

 の
瞳
 ひとみ

 で魔女を
睨
 にら

 む。

「お前だって本当はアイを生き返らせたいんだろう？」

「そ……それは……」

「分かってる。だから会いたくなかったんだろ？　会ったら『失敗』するからな……もしくは自分が人間じゃないって分かっちまうから……」

「ちが……ちがう……ちがうもん！」

「
違
 ちが

 わないさ」

　悪役の笑顔でアリスが
嗤
 わら

 う。魔女を追い
詰
 つ

 め毒を
吐
 は

 く。

「なぜならそれが『理解できる』ってことがすでに
堕
 だ
 落
 らく

 の始まりなんだからな」

「!!
 」

「さあ『失敗』しろ！　アイ・アスティンを生き返らせろ！」

「やだ──!!
 」

「さあ！」

「アリスさん!!
 」

　そして、アイはぶちぎれた。

　シーツを投げつけ視界を
奪
 うば

 い、転身からの飛び込みで
足
 あし
 払
 ばら

 いを
掛
 か

 けて体重を全部打ち上げる。





「この──おバカ──!!
 」





　そしてアイは逃げ場のない重心に向かって
渾
 こん
 身
 しん

 の
蹴
 け

 りをぶちかました。

　アリスは打ち上げ花火みたいなことになった。人間の体が
鞠
 まり

 のように
壁
 かべ

 を跳ねる姿を、このときアイは初めて見た。

　
奇
 く

 しくも、アイの言うとおりに、鞠は最後にガラス戸を盛大に破って窓の向こうに落ちていった。

「ぜぇ……ぜぇ……ぜぇ……」

　必要の無い息が切れる。だがあれだけの無体を見せられては仕方がないだろう。アイは止まっていた心臓さえ動き出した気がした。それだけ彼の行動に
怒
 おこ

 っていた。

「アイ！　いまなにか物音が……」

「お父さん！」

　
慌
 あわ

 てて
駆
 か

 け込んできた大男に、
有
 う
 無
 む

 を言わさず命令する。

「そこの窓の下に！　世界で一番のお
馬
 ば
 鹿
 か

 さんがいます！　ええ！　それはもうびっくりするくらいのお馬鹿さんです！　取っ
捕
 つか

 まえて連れてきて下さい！」

「お、おう」

　聞きたいこともたくさんあるだろうに、ユリーは
素
 す
 直
 なお

 に聞いてくれた。本当は自分が行きたいところだが、そんなどうでもいいことよりも大切なことがあった。

「ナインさん。もう
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ですよ。お馬鹿さんはどっかいきましたから……」

「……ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい……」

　またこの反応。もういやだ。アイのハートはズタズタだ。

「落ち着いて下さい。大丈夫、なにもしませんから」

「いやぁ！　来ないでアイ！　あっちいって！」

　荒縄の跡も生々しい、小さな手首がアイを
叩
 たた

 く。
枯
 か

 れ
枝
 えだ

 のようにか細い足が、
床
 ゆか

 を引っ
搔
 か

 き向こうへ逃げる。

「ナインさん！」

　アイはその体をしっかと
抱
 だ

 いた。
優
 やさ

 しく、でも絶対に
離
 はな

 れないという意思を
込
 こ

 めてナインを抱き締めた。子供は火のように熱かった。

「ひっ！」

　真逆の冷たさが伝わったのだろう。ナインの顔に
嫌
 けん
 悪
 お

 が
浮
 う

 かび、すぐにそんな自分に気づいて表情を消す。

「ご、ごめんなさい……私……」

「いいんですよ」

　死体に
触
 さわ

 ればびっくりするし、気味が悪いと思う。それは自然なことで、ナインの本心だなんてとは思わない。

　けれどそんなこととは無関係に、子供は一人で傷ついてしまう。
恐
 きよう
 怖
 ふ

 の色がさらに深まり、
涙
 なみだ

 に
濡
 ぬ

 れた
頰
 ほお

 に絶望がのる。

「ごめんなさい！」

　ナインは
叫
 さけ

 んだ。
時
 じ
 間
 かん
 稼
 かせ

 ぎも
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 しも、
全
 すべ

 てが
破
 は
 綻
 たん

 して叫びに変わった。

「ごめんなさい！　本当にごめんなさい！」

「もう、さっきからなにを謝っているんです？」

「ごめんなさい！　アイ！　殺しちゃって！　ごめんなさい！」

「ああ、それは……なかなか謝れることじゃないですね」

　これにはアイも面食らった。同時にナインが何をいじけているのか分かった。

　つまり、二人は二人とも、自分こそがアイ・アスティンを死に至らしめたと思っているのだ。おろかしくも。

「私が……私が夢を
諦
 あきら

 めていれば……こんなことにはならなかったのに……」

「気にしないで下さい。これは仕方のない事ですから」

「……仕方なくなんかねぇよ」

　
扉
 とびら

 の方から声が掛かる。どうやらもう上ってきたらしい。

「もう！　そんな事言わないで下さいアリス──さん？」

「……なんだよ」

　ちゃんと反省したか！　と怒ろうと思って、アイは怖い声を出した。ところが
振
 ふ

 り返った先にいるアリスは頰を真っ赤に
腫
 は

 らしており、
妙
 みよう

 に
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 そうだった。

「どうしたんですか。そのほっぺた」

「……おっさんにやられた」

「なんでまた？」

「……無断
外
 がい
 泊
 はく

 したからだそうだ」

「……ぷっ」

　思わずアイは
吹
 ふ

 き出してしまった。赤く腫れた頰の形はよく見れば覚えのある平手の形だった。

　さすがお父さん。たしかにそれは、平手打ちにふさわしい。

「ぷっくっく。あはははは」

「……おい、笑うな」

「ごめんなさい。ふふふ、たしかに、アリスさんの言うとおり、お父さんはちょっと
面
 めん
 倒
 どう

 でしたね」

「ああ」

　そのユリーは、もう
眠
 ねむ

 ったそうだ。
心
 こころ
 遣
 づか

 いに感謝の言葉もない。

「アイ……アイぃ……」

　ナインが顔を
埋
 うず

 めて赤子のように泣いている。いや、ように、などと
比
 ひ
 喩
 ゆ

 ではなく、彼女は確かにまだ、生まれたばかりの子供なのだ。

「ごめんなさい……ごめんなさい……」

　ただ、
莫
 ばく
 大
 だい

 な力を持っているだけの。子供なのだ。

「……アイ、協力してくれ」

「協力？」

　また不思議な単語が出てくる。この場でこんなやつのなにに協力すればいいのか。

「ああ、こいつが『失敗』できるようにな……」

「さっきから言ってる、その失敗って何ですか？」

「……お前も以前やっただろう。あの『失敗』だ」

　ぴんときた。二人の間で通じる『失敗』と言えば、あれしかない。

　夕暮れの教室。
崩
 ほう
 壊
 かい

 する世界。

　そこでアイは『失敗』した。

「……お前が俺を生き返らせたように。こいつにお前を生き返らせる……」

「ああ『失敗』ってそういう意味ですか」

　それはアイがおかした最大の失敗、世界を救う夢を粉々に打ち
砕
 くだ

 いてしまった
過
 あやま

 ちだった。

『すべての人の願いを
叶
 かな

 える』そう
誓
 ちか

 ったはずのアイは『消え去ること』を願ったアリスの願いを
踏
 ふ

 みにじり、自分の勝手で彼を生き返らせてしまった。

　むろん、今のアイはその失敗を
愛
 いと

 おしくすら思っている。だがそれでも、夢を叶えるという一点において、それは敗北以外の何物でもなかった。

「お前も、もう復活なんか望んでないだろ……」

「まあ、そうですね」

「だから、それでも無理矢理復活させるなら、それはこいつの〝我が儘〟になる……」

「ひっ！」

　ボロボロの右手が
肩
 かた

 を
摑
 つか

 み、
幽
 ゆう
 霊
 れい

 仕込みの
囁
 ささや

 きが
魔
 ま
 女
 じよ

 の脳をとろけさせる。

「おい魔女の
娘
 むすめ

 。お前、
後
 こう
 悔
 かい

 しているだろぅ？」

　再び、
執
 しゆう
 念
 ねん

 の
炎
 ほのお

 が燃え上がる。

「申し訳ないと、本気で思っているだろ？　後悔しすぎて死にたいだろう？　──でも大丈夫だ。お前には
償
 つぐな

 う力がある」

「でも……でもそれは……」

「夢を裏切る事だって？　それでもいいじゃねぇか」

　うつむく
顎
 あご

 を摑み上げて、アイの顔を無理矢理見せる。

「前にも言ってたろ？　『失敗』しても平気だって、やり直せるって……ならいいじゃねぇか。だからここは
 失敗しとけよ」

「そ、それ……は……それ……なら……」

　ナインの顔が迷いに
揺
 ゆ

 れる。アリスの顔が魔的に
嗤
 わら

 う。

「さあやれ。『失敗』しろ。全部『失敗』して幸せになれ……」

「ちょ、もう、二人ともストップ！　ブレイク！　ブレイク！」

「……んだよもう。さっきからお前は」

「それはこっちの
台詞
 せりふ

 です」

　
審
 しん
 判
 ぱん

 にでもなった気分で割って入ったアイを、アリスが敵みたいに
睨
 にら

 んでくる。だがアイも同じくにらみ返す。

「なにやってるんですかアリスさんは。そういうの私、
嫌
 きら

 いです」

「お前だってこいつに失敗して欲しかったんじゃなかったのかよ！」

「そうでしたけど……もう！　ちょっとアリスさんはあっち行ってて下さい。しっし」

「んだよ。人が折角……」

「アリスさん！」

「わぁったよ！」

　犬みたいに追い
払
 はら

 われて、アリスが部屋の
隅
 すみ

 に行く。

「ううう。アィ……アィぃ……
 」

「はいはい、いまは何も聞きませんから」

　
懐
 ふところ

 に
逃
 に

 げた鳥をかくまうように、アイは何も聞かずにナインを腹で泣かせてやった。
縄
 なわ

 の
跡
 あと

 を優しく
撫
 な

 でて、
傷
 いた

 んでしまった
髪
 かみ

 を
梳
 す

 く。ブラシが
欲
 ほ

 しい。

「アリスさん」

「……なんだ」

「ちょっとそこのブラシ取ってください」

「……おい。それ、今やんなきゃいけないことなのか？」

「もちろん」

「…………
 ほれ」

　不承不承わたされたブラシで、アイはナインの髪を梳いてやった。銀糸の束に
櫛
 くし

 を通して、勝手に
綺
 き
 麗
 れい

 に整えていく。ひと撫でふた撫でするだけで、髪はあっという間に以前の豊かさを取り
戻
 もど

 していった。

「ほら、ナインさん。顔上げて」

「……やだ」

「でも、お鼻が
詰
 つ

 まって苦しいでしょう？」

「…………
 」

「ほーら」

「うえ、ん～～～」

　涙を
拭
 ふ

 いて、鼻をかませて、アイはナインにいろいろなことを思い出させてやった。こうしてこの部屋で髪を編んでやったこと。ベッドに並んで
眠
 ねむ

 ったこと。この髪型が気に入っていたこと。

「さ、出来ましたよ」

「あ……」

　月明かりが映るように、アイは鏡を彼女に向けた。まだ少し目元が赤い女の子は、お団子髪のかわいい子だった。

「落ち着きましたか。ナインさん」

「う。うううう～～～」

　どうやらまだ少し早かったようで、ナインは再び泣いてしまった。だがその涙は先ほどまでと少し
違
 ちが

 って、よどみのない清らかなものに変わっていた。

「ううう。アイ……アイぃぃぃ……
 」

「よしよし」

　涙はもうしばらく止まりそうもなくて、アイはただただ彼女を撫でた。

　……それにしても。と、アイは思う。

　
地
 じ
 獄
 ごく

 色の
瞳
 ひとみ

 で炎を振りまくアリスと、

　涙に濡れて自らの力に恐怖しているナイン。

　そんな二人の
酷
 ひど

 さとは、対照的なまでに自分は
普
 ふ
 通
 つう

 だ。その違いがどこから生まれるのか不思議だった。殺すのと殺されるのでは、やはり後者の方が厳しいだろう。それなのに、自分はこんなに普通で、他人を
気
 き
 遣
 づか

 う
余
 よ
 裕
 ゆう

 まである。対してナインやアリスは
厄
 やく
 災
 さい

 のようにひたすらに
鋭
 するど

 くなってしまった。

『違う人間だから』などという答えに逃げる気は無い。そんなことは当たり前の話なのだ、だからこれは単純に、
縁
 えん

 と時の問題なのだ。

　アイにはユリーがいた。

　ユリーがいて
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 がいた。

　セリカもディーもターニャもいた。三
姉妹
 しまい

 もウッラもキリコもいた。

　
皆
 みんな

 がいたから、こんなに
穏
 おだ

 やかでいられたのだ。そのことに
一
 いつ
 片
 ぺん

 の疑いもない。

　彼らがいたからアイは泣けた。死して
渇
 かわ

 いたこの身の
涙
 なみだ

 が、皆の
頰
 ほお

 で流れたのだから。

　彼女らが笑ったからアイは笑えた。死の果てでさえも
微
 ほほ
 笑
 え

 みが有るのだと、友がよろこび、教えてくれたのだから。

　きっと、自分に最初からそういう人達がいたら、夢など
抱
 いだ

 いていなかったのかも知れない。なぜなら夢の大部分は、
孤
 こ
 独
 どく

 を
贄
 にえ

 に出来ているのだから。

　その極限が、この二人だ。

　
魔
 ま
 弾
 だん

 『アリス』

　魔女『ナイン』

「ひっく、アイ……アイぃ……」

　
寂
 さび

 しい背中と、
闇
 やみ

 に立つ
影
 かげ

 を見つめながら。アイは胸が張り
裂
 さ

 けそうになる。

　
誰
 だれ

 とも共有できない夢を抱いた者たちの、その姿はなんと孤独なことだろう。世界の
全
 すべ

 てから石を投げられ、それでも世界を救う者のなんと痛ましいことだろう。

　それが、アイには
悔
 くや

 しい。この二人を孤独にした世界の一部として
怒
 いか

 りがこみ上げる。

「う……うう……アイぃ……」

「はい。なんです？」

　ようやく少しだけ落ち着いたのだろう。ナインが
唇
 くちびる

 を
嚙
 か

 み
締
 し

 め、顔を
振
 ふ

 り上げ、言った。

「アイ……お願ぃ……」

「はいはい、なんでも聞きますよ」

「…………
 どうか、私に願ってほしいの……」

「願う？」

「ええ……ええ！　そうよ！」

　その瞳に炎が宿る。

「お願い！　どうか私に
頼
 たの

 んで！　『生き返らせてくれ』って！」

　魔女は必死だった。答えなどとうに知っているだろうに、それでも最後の希望に
賭
 か

 けて
輝
 かがや

 いている。

「そうすれば！　私は失敗しないでいられるの！」

　まるで子供が親にねだるように、ナインがアイの
膝
 ひざ

 を抱いて満面の
笑
 え

 みを
浮
 う

 かべた。悪条件から目を
逸
 そ

 らせば現実になるとでもいうように、努めて明るい声を上げた。

「ね！　そうしましょ！　アイが望んでくれるだけでいいの！　それだけで私は
完
 かん
 璧
 ぺき

 でいられる！　世界を救えるんだわ！」

「ナインさん……」

「お願い！　私を助けると思って！　ね！　いいでしょ!?
 」

「ナインさん！」

　肩を抱く。その身の冷気が、言葉では止まらなかったナインを止める。

「……その前に一つだけ、お聞きしてもいいですか？」

「！　それってお願いよね!?
 　ええ！　ええいいわよ！　全部全部
叶
 かな

 えて上げる！」

　まさかの結果にナインが喜ぶ。その笑顔がアイには痛い。

「では、お聞きします」

「うん！」

「もう、私のことは『おねぇちゃん』とは呼んでくれないのですか？」

「……え？」

　それは二人がした最後の約束だった。

（おねえちゃんって、呼んでもいい？）

　目覚めた
荒
 こう
 野
 や

 で、彼女ははにかみながら、そういった。

「そ、れは……」

　魔女の娘。ナイン・サイカヴァッティ。

　
万
 ばん
 能
 のう

 の魔女からその全てを引きつぎ、神のごとき力を宿した少女が、その問いを前に
凍
 こお

 っていた。

「どうですか？」

「……そう呼んだら、願ってくれる？」

「いえ。そういうのとは関係ありません。ただ私がとっても喜ぶだけです。ナインさん、折角ああ言ってくれたのに、今まで一回も呼んでくれないんですもの」

「…………
 お……」

「お？」

「お……ねぇ……ちゃん？」

「わ。いいですよ。ありがとうございます」

　アイはパチパチと
拍
 はく
 手
 しゆ

 をした。だが真逆に、ナインの顔はますます暗くなった。

　その言葉が、なぜこれほどにナインを苦しめたのか、実はアイには分からなかった。彼女はただ単純に、そう呼んでくれないのが寂しかっただけなのだから。

「……おねぇちゃん」

「うん。よい
響
 ひび

 きですね」

「おねえちゃん……」

「うんうん。素晴らしいです」

「おねぇちゃん……おねぇちゃん……おねぇちゃん……」

　だが、ナインは、

「う」

「う？」

「ううう、ううううう～～～！
 」

　再びぽろぽろと涙を流し始めた。

「ナ、ナインさん!?
 」

「ううう～～」

「どうしたんですか？　どこか痛いんですか？」

「……私に……おねぇちゃんなんか、いないのに……」

「あら、それはひどい……」

「私に……友達なんか……いないのにぃぃぃぃ！
 」

「…………
 」

「私は……夢だけあればよかった……はずなのにぃぃぃぃ！
 」

　ナインの中で世界を三度も
滅
 ほろ

 ぼせるほどの感情がくすぶっていた。だがその力は
一
 いつ
 切
 さい

 外には
漏
 も

 れず、ただ彼女の中で
荒
 あ

 れ
狂
 くる

 っていた。

「どうして！」

　幼き神が泣いている。

「どうして私の心に入ってくるの！」

　か弱き人が、思い通りにならぬと泣いている。

「私にあるのはただ夢だけ！　世界を救えればそれでいいのに！　おねぇちゃんなんかいない！　友達なんていない！　私の心に入ってくるな！」

「ナインさん」

　いじめるつもりはなかった。傷つけるつもりもなかった。

　それでもこれは言わねばならなかった。





「私はあなたに、生き返らせて
貰
 もら

 う気はありません」





　
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 の間。

「うわあああああああああああああああああああ！」

　ナインは泣いた。

「うわぁぁぁぁ
 あああああああああああ！　やだあああああ！」

「ごめんなさい。ナインさん……」

「いやぁぁぁ！
 　やだぁ！　死んじゃやだぁ!!
 」

「本当に……ごめんなさい……」

　神と人との
狭
 はざ
 間
 ま

 に立って、ナインは真っ二つに千切れようとしていた。人としてのナインはアイにどうしても生き返って欲しい、それなのに、神としてのナインは望まぬ願いを
叶
 かな

 えられない。

「ごめんなさい。ナインさん……」

　アイは、もはや彼女を温めることなどない身で抱き、悲しみの原因そのもののくせして頰を
撫
 な

 でた。

「やだやだやだ！　うわあああああああ!!
 」

　ナインが泣く。姉を
亡
 な

 くしてしまった妹そのものの姿で泣きすがる。

「ごめんなさい。ナインさん……」

　アイはやはり、謝ることしか出来なかった。二人の願いは限りなくすれ
違
 ちが

 い、どれだけ寄り
添
 そ

 っても交わることはもう、なかった。





「さあ、それじゃあお前はどうする？」





　その
隙
 すき
 間
 ま

 に、魔弾が
囁
 ささや

 く。ナインの
肩
 かた

 に手を置いて、味方のフリして
噓
 うそ

 をいう。

　今度ばかりは、アイは止めなかった。その資格はもうないのだから。

「最後の望みは
潰
 つい

 えたぞ……これでお前はもう『失敗』することしか出来ない」

「しっ……ぱい……？」

「ああ、そうだ。世界を救うのなんか
諦
 あきら

 めて、アイの願いなんか無視して、お前の望みを叶えるんだ」

「でも……でも……」

「なぁに、お前もいっただろう？　失敗しても何度だってやり直せるって……だから、いいじゃないか。ここでお前が失敗して、幸せになっても、いいじゃないか……『成功』は別の『ナイン・サイカヴァッティ』がやってくれるよ……」

「別の、私……」

　ナインがふらりと一人立った。悪魔の
甘
 かん
 言
 げん

 に囁かれて、夢と現実の狭間に一人で立った。

「ほら……」

　アリスがその背中をそっと押す。

　だがアイは何もしなかった。止めることも、後押しもせず、
黙
 だま

 って彼女の決断を待っていた。

「失敗……してもいい……私は幸せになっても……いいんだ……」

「ああそうだ」

　最後の囁きが心に届いて、ナインが人間の顔で泣き笑いした。

　だが、それでも、





「……いやぁ……」





　結局ナインは、首を振った。

「！　てめぇ！」

「いやぁ……それでも……やだぁ……私は夢を捨てられない……おねぇちゃんが死んじゃっても……生き返らせる事ができなくても……それでもこれを捨てるのは、いやぁ……」

「絶対に幸せにはなれないんだぞ！」

「それでも！」

　
賽
 さい

 は投げられた。彼女は二度と帰らぬ決断をした。





「それでも私は世界が
欲
 ほ

 しい！」





　
涙
 なみだ

 に
濡
 ぬ

 れてズタズタになり、その心が粉々になっても、ナインは夢を捨てなかった。

「どれだけつらくてもいい！　どれだけ
墜
 お

 ちてもいい！　私は世界を救うの！」

「なにをいって──」





「そのためなら世界を滅ぼしたって構わない！」





「なっ!!
 」

　アリスがあんぐりと口を開けた。世界を救うためなら、世界を滅ぼしたって構わない。その
滅
 め
 茶
 ちや
 苦
 く
 茶
 ちや

 に
矛
 む
 盾
 じゆん

 した物言いを前に、彼はもう言葉もなかった。

「アイを殺したって！　ママが死んじゃったって！　それでも私は世界が欲しい！　全部全部救いたいんだ！」

　それはこの世に生きるものなら
誰
 だれ

 も認めない宣言だろう。たとえるならそれは
軸
 じく

 を失った
石
 いし
 臼
 うす

 、
全
 すべ

 てをならす
芝
 しば
 刈
 か

 り
機
 き

 、暴走する
溶
 よう
 鉱
 こう
 炉
 ろ

 だ。誰にとっても
災
 さい
 厄
 やく

 となるものでしかない。

　ただ一人を、除いては。





「それならよし!!
 」





　
故
 ゆえ

 にアイは立ち上がった。
後
 こう
 輩
 はい

 に対する先輩のように、
偉
 えら

 そうに立って
腕
 うで

 を組む。

「そういうことなら文句はありません！　見事な意気込みでした！　これからもがんばってください！」

　はい、この話はこれでおしまい。とばかりに手を打ち、アイはポスンとベッドに
戻
 もど

 った。いやー、無事に解決できて実によかったと心のそこから思う。

　ところが目の前の二人は二足歩行する柱時計でも見るような顔で、





『…………………………
 は？』





「なんですか二人とも、その顔は？」

　とくにナインの
驚
 おどろ

 きは
顕
 けん
 著
 ちよ

 だった。

「い、いいの!?
 」

「ええ」

「で、でもだって！　ええ!?
 」

「正直少しは迷いましたが、あそこでアリスさんに
反
 はん
 抗
 こう

 できるあなたなら、文句はありません」

「で、でも私、おねぇちゃんを生き返らせないのに……」

「もう、だからそれは何回も『結構です』っていってるでしょ」

　おいでおいでをしてナインを呼ぶ。あれだけの
啖
 たん
 呵
 か

 を切った彼女は、ずいぶんと
恥
 は

 ずかしそうにためらってからようやく胸に納まった。

　ぎゅっと腕に力を
込
 こ

 める。

「いいも悪いもありませんよ。あなたはなにをしてでも世界を救うんでしょ？」

「う、うん」

「なら、私から文句はありません。……もちろん、心の底では『やめてほしいなぁ』と思いますけど、そうまで言われては仕方がありません」

　
柔
 やわ

 らかな
髪
 かみ

 に顔を
埋
 うず

 めて、彼女の
匂
 にお

 いをめいっぱい
嗅
 か

 いでおく。ナインは甘くて
汗
 あせ

 っぽくて、そして別れの匂いがした。

「以前、私はあなたに『失敗』しなさいって、いいましたね？　そうしないと、あなたは幸せにはなれないって」

「……うん」

「あれ、
訂
 てい
 正
 せい

 します」

　
孤
 ゆ
 独
 め

 を諦めなければ幸せにはなれない。アイはそんな風に考えていた。でも違った。

　それはただの体験談で、人に『
可
 か
 哀
 わい
 想
 そう

 』というのと同じ事だった。

　
孤
 こ
 独
 どく

 には二種類あるのだと、アイはもう知っている。

　一つは一人でなる孤独。夢へ向かうための
諸
 もろ
 刃
 は

 の
剣
 つるぎ

 。

　そしてもう一つが他人が勝手に作る孤独。『あいつは違う』と、自分たちを守るために作られる見世物小屋の
檻
 おり

 。

　自分はもう少しで、そんなものに
荷
 か
 担
 たん

 するところだったのだ。

「泣くことなんて、いっこもないんですよ。ナインさん」

　世界を
滅
 ほろ

 ぼす
魔
 ま
 女
 じよ

 の子を、アイは愛情で
抱
 だ

 きしめた。

「望むままに、あるがままに、生きたいように生きて下さい」

「……いいの？」











　裏切られ続けた捨て犬が、それでも人を信じるように、ナインは再び泣き始めた。

　
嬉
 うれ

 しくても悲しくても涙する。こんなところまで先輩に似なくていいのに。アイは
苦
 く
 笑
 しよう

 が止められない。

「本当に……いいの？」

「悪いっていっても、するんでしょ？」

「そうじゃなくて……」

「ふふふ、ごめんなさい、いじわるをいいました」

　額にキス。いじめられっ子が
怒
 おこ

 っている。

「たとえ、世界の全てがあなたの夢を否定して、あなたを『悪』だといったとしても、私はあなたの味方です」

「…………
 ふぇ」

「あなたを孤独になんてさせません。私はこう見えてしつこいんですよ？」

「ホントに？」

「ええ」

「ホントの、ホントに？」

「ええ。ホントにホントです。あらあら、でもいいんですか？　喜んじゃって」

　顔を上げ、
瞳
 ひとみ

 をのぞく。

「それはつまり、『私は絶対にあなたに救われない』っていってるんですからね」

「あ……」

　ナインの涙が一時止まる。自分が甘えている相手が最大の敵だと気づいたからだ。

「私、ナインさんの事は
応
 おう
 援
 えん

 しますけれど、夢自体には興味ないですからね、っていうか絶対無理だと思ってますもん」

「そ、そんなことないもん！」

「そうでしょうか？　だってここにはすでに、あなたに救えない人が二人もいるんですよ。多分ほかにもいっぱいいます」

「う、ううううう～～!!
 」

　アイはこのとき初めて、ディーやアリスが自分にいじわるをする理由が分かった。なるほど、これは
面
 おも
 白
 しろ

 い。

「いつか！」

「はい？」

「いつか絶対！　アイのことも救うもん！」

「そうですか。じゃあ待ってますね」

「もう！　
馬
 ば
 鹿
 か

 にして！」

「馬鹿になんかしてないですよ。ただ、心配なだけです」

「あ」

　あのとき、ウッラに泣かせて
貰
 もら

 って本当に良かったと心から思う。おかげで
土
 ど
 壇
 たん
 場
 ば

 でもぶれずにいられた。

「それは
茨
 いばら

 の道ですよ……私はよく知ってます。あなたは傷ついて、失って、ボロボロになってしまいます」

「おねぇ……ちゃん」

「出来ればずっとこうしていたいです。あなたを抱きしめて、あなたに抱きしめられて、ずっとこの場所にいたいです」

「うん……うん！　私も……そう思う」

　でも、それでも
一
 いつ
 緒
 しよ

 にはいられない、彼女は夢を捨てられないのだから。

　だからせめて、そこに孤独がないようにしたかった。

「……ありがとう、おねぇちゃん……」

　別れの時が来た。

「私……じゃあいくね……」

「もうですか？」

「だって私は世界を救うんだもの！　こんなところで止まってられないわ！」

「そうですか……どうか元気でナインさん。車に気をつけるんですよ？」

「うん」

「変な人についてっちゃ
駄
 だ
 目
 め

 ですよ？」

「うん」

「生水を飲んじゃ駄目ですよ。あと、食べ物にも注意して……あと」

「も、もう、おねぇちゃんのお
節
 せつ
 介
 かい

 焼き！」

「む、失礼な」

　あ。っと思ったときには、ナインは腕を
抜
 ぬ

 け出していた。

　
闇
 やみ

 に光が
舞
 ま

 い始めた。いかなる
奇
 き
 跡
 せき

 か、魔女は自分の体を光に変えて
薄
 うす

 れていく。

「……つらくなったら、いつでも戻ってきていいんですよ」

「ふん、そんなのないわ。次に会うのはおねぇちゃんを救うときだけよ！」

「そんなこといって、
寂
 さび

 しいくせに」

「さ、寂しくない！」

　もうすっかり元の
威
 い
 勢
 せい

 を取り戻して、ナインはえっへんと胸を張った。

「……じゃあ、また」

「…………
 うん」

　それでも最後は
素
 す
 直
 なお

 に頷いて、光は
弾
 はじ

 けて闇へとかえった。

　残った
一
 ひと
 粒
 つぶ

 の光を、アイはそっと追いかけた。両手を
伸
 の

 ばして、
掌
 てのひら

 で受け止めた。

　光はその寸前に、消えてしまった。

「…………
 」

　それでもアイは、わずかに残されたぬくもりを抱きしめて動かなかった。











「おどろいたな」

　後には二人だけが残された。

「まさかお前がそんなことを言い出すなんて、思わなかった」

　アリスは
砕
 くだ

 けた窓の真ん前に立って、言った。

「あら？　
盗
 ぬす

 み聞きしてる人がいますね」

　ふふん。とアイはほくそ笑んだ。

　今の話はナインだけにしたわけではなかった。あれはもちろん、この
地
 じ
 獄
 ごく

 色の瞳をした少年にも当てはまる話だ。

「アリスさん」

　人見知りの犬にするように、アイは来い来い、と手を
振
 ふ

 った。ところが犬はオオカミだったようで、この程度では来てくれなかった。

「ここでいい……話したら俺もいくからさ……」

「む。またそういうこと言う。……仕方ないですね」

　ベッドを飛び降り、毛布を
被
 かぶ

 って、アイはてくてくと闇を歩く。
途
 と
 中
 ちゆう

 でマダムのランプと香棒をとり、アリスの
隣
 となり

 にちょこんと座る。

「……おい、せめて
椅
 い
 子
 す

 に座れ」

「それはこっちの
台詞
 せりふ

 ですよ。まったく、なんで自分の部屋でこんな床に座らなきゃならないんだか……」

　
炎
 ほのお

 を解放してヤカンを
掛
 か

 ける。お湯を
沸
 わ

 かしてお茶を
淹
 い

 れる。最近気づいたが、香棒はちょっとあぶると
香
 こう

 ばしくてさらに
美
 お
 味
 い

 しい。

　毛布を被って炎を見つめる。こうしているとまるで旅をしていたころみたいだった。

「はい、アリスさんの分」

「俺はいいよ……」

「へーそうですか。じゃあもう帰っていいですよ。それが
嫌
 いや

 なら座ってここでお茶を飲むんです」

「…………っ
 ち。わかったよ！」

　ガリガリと頭を
搔
 か

 きながら、アリスがどすん！　と
腰
 こし

 を下ろした。

「お茶……」

「はい。薄めて飲んで下さいね」

「食いもん！」

「お
菓
 か
 子
 し

 をどうぞ、私もう食べないんで、全部いいですよ」

「～～～～～!!

 」

　今の会話の何かで勝手に傷ついたようで、アリスは
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 さを
隠
 かく

 そうともせずにムシャムシャゴクゴクとお菓子を食べた。やけ食い、というよりは単純に食べてなかったのだろう。その姿に、アイはなんだか
和
 なご

 んでしまう。

「おかわり！」

「はいはい」

　最後には水差しの水すら全部飲んで、アリスは大きなゲップをした。

「落ち着きましたか？」

「……ああ」

「それはよかったです」

　ようやく
普
 ふ
 段
 だん

 に近い空気になって、アイは少し安心した。やはりナインがいるというのはアリスにとってもプレッシャーだったみたいで、二人になれて気が抜けていた。

「……なあ」

「はい？」

「お前、本当に生き返る気はないのか？」

「またその話ですか」

　舌を
濡
 ぬ

 らす程度にお茶を
舐
 な

 める。アイの中ではもう答えの出ている話だ。
皆
 みんな

 と話して、結論を出したのだ。

「ないですよ。私は」

「なんでだよ！」

「だって、一回生き返ったら、ずっと生き返らないといけないじゃないですか」

　二度あることは三度あると言うが、あの言葉は
間
 ま
 違
 ちが

 っている。正確には一度あることは無限にある、だ。

　一度奇跡を体験した者は必ず二度目を願う。二度体験したものは三度。三度は四度。そして奇跡は奇跡でなくなり、ただの普通になってしまう。

　そうなったとき、生と死はまったく同じ存在にまで成り下がる。

「私は、そんなのヤです。生きることと死ぬことを、
一
 いつ
 緒
 しよ

 にしたくはありません」

「ああもう！」

　
蚤
 のみ

 でも追うように頭を搔く。

「お前の都合なんか知るか！　俺が嫌なんだよ！」

「それは私の問題じゃありません。そっちでなんとかしてください」

「くそ！　なんでそんな冷静なんだ！」

　それはウッラやターニャのおかげだ。彼女たちのおかげで、アイはナインにあの台詞を言って上げられた。

　アリスも一緒にいれば良かったのに。

「かわいそうなアリスさん」

「はぁ!?
 」

　よしよしと頭を
撫
 な

 でてやる。
硬
 かた

 く
鋭
 するど

 い
短
 たん
 髪
 ぱつ

 はハリネズミの
棘
 とげ

 みたいだった。彼はどうして自分が
哀
 あわ

 れまれているのかさえ分からず目を白黒させていた。

「あなたもナインさんも、最初から私の所にくればよかったのに。そしたらこんなヘンテコな事にはなりませんでしたよ。まったく、期限を切らなければどうなっていたことか」

「おい、やっぱりあの三日って、俺らに対するタイムリミットか？」

「ほらこれですよ。こういうどうでもいいところはすぐ気づく」

　例の三日という日にちには、アリス達に対する「その日までに
戻
 もど

 らないとどうなるか分からないぞ」という
脅
 きよう
 迫
 はく

 めいた意味もあったのだ。

「そもそも、なんで顔を出さなかったんですか？」

「だから言っただろ！　ナインが
逃
 に

 げたからだ！　お前を生き返らせるためにはあいつの力が必要で──」

「
怖
 こわ

 かったんですね」

　
一
 ひと
 太
 た
 刀
 ち

 で、アリスの言い訳を切って捨てた。

「…………
 」

　いや、それを言うなら自分もだろう。アイだってアリスに会うのは怖かった。

　ナインは罪悪感と『失敗』が怖くて会いにこれなかった。

　アリスも同じ。罪の意識と、変化を怖がって会えなかった。

「ナインさんも、あなたも、私に会うのが怖かった。だから逃げた」

「～～ああそうだよ！」

　世界を
滅
 ほろ

 ぼす
魔
 ま
 弾
 だん

 が
地
 じ
 団
 だん
 駄
 だ

 を
踏
 ふ

 む。気まずさに
耐
 た

 えられずに声を
荒
 あら

 げる。

「もうホントに、おバカさんなんだから……」

　一人で勝手に思い込む前に、会いに来てくれれば、それでよかったのに。

「なんで、あなたはそうなんでしょうね……まるで世界にひとりぼっちみたいに、自分で
悩
 なや

 んで、自分で決めて、結局そんなところまで行ってしまった……」

　砂の混じったじゃりじゃりする
髪
 かみ

 を、アイは
丁
 てい
 寧
 ねい

 に撫でていった。

「どうしてあなたは、そうなんでしょうね」

「……知るかよ。気づいたらこうなってたんだ」

「変わるチャンスだって何度もあったのに……あなたは結局変わらなかった。うーん、これどうすればいいんですかねぇ」

「……おい」

　アリスが暗い力を立ち上らせる。

「まさかお前、まだ俺がどうにかなると思ってるのか？」

「どうにかってなんですか？」

「……俺が
銃
 じゆう

 を捨てて、絶望を
癒
 い

 やして、どこにでもいる普通の男になることだよ」

　
瞳
 ひとみ

 の奥から
修
 しゆ
 羅
 ら

 が
漏
 も

 れる。

「んー、どこにでもいる普通の人間、なんて人は、多分どこにもいないんでしょうけど、まあそうですね」

「もう無理だよ、そんなのは……俺は、多分アリス・カラーじゃないんだ……」

「はい？　何言ってんですか？」

「……十五歳のアリスはもうどこにもいない。いま残っているのはその
残
 ざん
 骸
 がい

 だ……」

　
幾
 いく
 度
 ど

 も夢をはぎ取られ、幾度も生死を
繰
 く

 り返した男の
魂
 たましい

 は
疲
 ひ
 弊
 へい

 しきって、元の形すら覚えていなかった。

「……ああ、お前が言ってるのはこういうことか。ちょっと分かったよ。なるほどな、確かに何度も死んだり生き返ったりしたら、すり減って違うものになっちまう。そして一度そうなったら二度と戻れない……きっといつか石ころになっちまう……」

「でも、あなたはまだ石ころじゃありません」

「いいや、もう石ころさ……火薬で
撃
 う

 ち出される
鉄
 てつ
 砲
 ぽう
 玉
 だま

 だ……おい、アイ」

　標的を見つけた弾丸が
狙
 ねら

 いをつける。

「お前さっきあいつに言ったよな。変われないなら、それでもいいって。『失敗』なんかしなくてもいいって」

「ええ」

「だったら、俺の事も
放
 ほう

 っておいてくれ。俺も結局、
魔女
 あいつら

 と一緒なんだ。
諦
 あきら

 めるって事が、出来なかった……変わる事が出来なかった」

　不意に、アリスの体が
淡
 あわ

 く光って流れ出した。銀を
溶
 と

 かしたようなその色は、
被
 かぶ

 った毛布からあっさりと
抜
 ぬ

 け出して正面に
集
 つど

 った。

　彼はもう確かに人ではなく、違うなにかになっていた。





「俺はお前を生き返らせる」





　もしくはこういう存在を、神というのかも知れない。

「もう決めた。
変
 へん
 更
 こう

 はない」

　下々の都合など
一
 いつ
 切
 さい

 聞かずに、正義の神は勝手に言って消え始める。体が再び光りはじめる。

「それを最後に、俺は消える。もう二度と会う事も無い……」

　光は銀と同じ色をしていた。もはやアリスと異能は完全に合一し、分かちがたいものになっている。

「じゃあな……」

　そして魔弾は飛び立とうとした。が、

「なにいってるんですか。アリスさんは
駄
 だ
 目
 め

 に決まってるでしょ」

　アイは当然その手を引いて、
止
 とど

 まらせた。

　それだけではすまさない。
柔
 やわ

 らの要領で
隣
 となり

 に座らせ毛布をかぶせる。

「おい！　アイ！　もが！」

　無視。ついでにお茶とお菓子を流し込んで頭を撫でてやる。弾丸だか神様だか知らないが、自分から逃げられるわけがないだろうに。

「まったく好き勝手にぺちゃくちゃと……そんなの許されるわけがないでしょうに……」

「もがふがもぐ……ごきゅ。──お前！　言ってることおかしいだろ！」

　なんだかんだで育ちがいいせいで、口の中のものをきちんと
嚙
 か

 んで飲み込んでから、アイはつばを飛ばして
怒
 いか

 り出した。

「はい？　どこがおかしいんですか」

「変われないなら変わらなくてもいいって言っただろ！」

「ええ、いいましたよ。でもアリスさんは駄目です」

「なんでだよ！」

「はぁ？　まったくそんなことも分からないんですか？　アリスさんは本当にお
馬
 ば
 鹿
 か

 さんですね」

「ああそうみたいだな！　全然わかんねぇよ！　よかったら教えてくれませんかねぇ！」

「やれやれ、仕方ありませんねぇ」

　額に手を
触
 ふ

 れて首を
振
 ふ

 る。まさかこんな当たり前の事をアリスが気づいていないとは思わなかった。ナインは良くて、アリスは駄目。そんなこと当たり前じゃないか。自明すぎて考えるまでもないことだ。

　なぜならば──、

「あれ？」

「……おい、なんだよ『あれ？』って、まさか──」

「ちょ、ちょっと待ってください。あれ？　あれぇ？」

　自信満々の表情を引っ込めて首を
傾
 かし

 げる。当たり前すぎて考えるまでもなかったことは、よくよく考えたら理由がなかった。

「あれ？　ちょっとこれおかしいですよ。なんで？　どして？　ええ～～？」

「……ああ、そういやこいつ、こういうポンコツなやつだったな……」

「しみじみ言ってないでアリスさんも考えてください！　なんで私アリスさんだと駄目なんですか!?
 　おかしいでしょ！　なんとかしてください!!
 」

「よーしまかせろ。ポンコツは昔からぶったたいて直すって相場が決まってるもんなぁ」

「暴力反対！」

「なら俺は
理
 り
 不
 ふ
 尽
 じん

 反対だ！」

　えー？　わー？　なんでー？　アイは
頰
 ほお

 を押さえてショックを受ける。自分がとんでもなく馬鹿になった気分。キメ顔をしていた過去が
恥
 は

 ずかしくて
堪
 たま

 らない。なんであんなに自信満々だったのか分からない。

「……すみませんアリスさん。私が間違ってました……この件に関してはあなたが正しいみたいです……」

「いやいやいや！　いままで一回も折れなかったくせにここで折れんのかよ！　どこまでヘコんでんだよ！」

「だって～～」

「だってじゃねぇよ！　……ったくもう、仕方ねぇな。なんで俺がこんなこと言わなきゃならないんだよ……」

「え？　アリスさん。分かるんですか？」

「多分な」

　ダメ元でいっただけだったのに、アリスは答えを知っているのだという。

「教えて下さい！」

「いいけど、
怒
 おこ

 るなよ？」

「もちろんです！」

「どうだかな……」

　なぜか、
殴
 なぐ

 られる直前、みたいな体勢になって、アリスは言った。





「それ、お前が俺のこと好きだからだろ」





　　　　†





「はぁ？」

　多分、音速が
遅
 おそ

 いのだろう。アイはその言葉を理解するのに数秒を要した。

「好きって、私が、アリスさんを？」

「お、おう」

「…………
 それは、女の人が、男の人を、という意味で？」

「おあ」

　一秒くらいの永遠が過ぎる。

「はぁぁぁぁぁぁぁぁ!?

 」

　アイはセリカが目を覚ますくらいの
叫
 さけ

 び声を上げた。

「なにいってるんですか!?
 　なにいってるんですか!?
 」

「お、落ち着けって！」

「バカじゃないですか！　っていうかおバカ!!
 　大バカ！」

　もう
大
 おお
 騒
 さわ

 ぎ。アイはその辺にある物を手当たり
次
 し
 第
 だい

 にアリスに投げた。

「私がアリスさんのことなんて、す──す──す──」

　──好きなわけないじゃないですか！　と言いかけて。しかしアイは言えなかった。売り言葉に買い言葉でそれを口にするのはひどく難しいことだった。

「～～!!
 　バカ！　つまり！　バカ！」

「だから！　怒るなっていっただろ！」

「そんなの限度がありますよ！」

　死んでいてよかったと本当に思う。生きてたら赤面を通り
越
 こ

 して呼吸困難になっていたところだ。

「バカじゃないですか!?
 　なに
勘
 かん
 違
 ちが

 いしてるんですか!?
 　うぬぼれやさんにもほどがありますよ！」

「いや！　だから痛っ！　ものを投げるな！」

　しばらくは
耐
 た

 えていたアリスも、ちゃぶ台を投げられた辺りでブチ切れて、





「じゃあなんでこのまえキスしたんだよ！」





　
戸
 と
 棚
 だな

 を
担
 かつ

 ぎ上げたまま、アイは
硬
 こう
 直
 ちよく

 した。

「キッ──キスって」

「三日前だ！」

「そ、それは」

　
脳
 のう
 裏
 り

 に
忌
 い

 まわしい
記
 き
 憶
 おく

 が思い出される。三日前、その数字には覚えがあった。

「ナインと決着がついたその後だ！　お前が目を覚まして！　ナインと話して！　それで三人で帰ろうってなったとき！」

「キャーキャーキャー！」

　アイは叫んだ。叫んで先の
台詞
 せりふ

 を押しつぶした。

「ち、違うでしょ！　アレはそういうのじゃなくて！　なんかこうテンションあがっちゃってするアレです！　大体ほっぺただったし！　ハグみたいなものです！」

「
噓
 うそ

 つけ！」

「だ、だいたいそれをいうならアリスさんだってしたじゃないですか！　ほらここ！　ここに！」

　
前
 まえ
 髪
 がみ

 を
搔
 か

 きあげて
秀
 ひい

 でたおでこをさらけ出す。あれは
封
 ふう
 印
 いん

 世界が
崩
 ほう
 壊
 かい

 する
瞬
 しゆん
 間
 かん

 のことだ。最後の最後になって、アリスはアイの額にキスをした。

「ああそうだな！　それがどうかしたか!?
 」

「開き直った!?
 　ず、ずるい！　なにそれ！」

「俺は自分の行動に
矛
 む
 盾
 じゆん

 はねぇもん。何考えてるかも分かんねぇで動きまくってるお前と
一
 いつ
 緒
 しよ

 にするな！」

「わ、私あれ結構
悩
 なや

 んだんですよ！　なのに……ひどい！」

「ひどくない！」

「いいえ！　ひどい！」

「いいや！　ひどくない！　なぜなら……」





『うるっさい!!
 』





　そのとき、

　
寝
 しん
 室
 しつ

 の
扉
 とびら

 が『バーン！』と開け放たれて、
般若
 はんにや

 の顔をしたユリーと半分
寝
 ね

 ている
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 。それにワンワンと泣いているセリカが現れた。

「……出来れば
黙
 だま

 っていたいと思ったがもう限界だ。ご
近
 きん
 所
 じよ
 迷
 めい
 惑
 わく

 だろ！　静かにしろ！」

『はい』

　二人は一瞬でトーンダウンして、怒られるとき専用の表情で下を向いた。

「……ふん。分かったらよし。……ときにアリスよ。お前は後でもう二、三発ひっぱたいてやるから俺の所に来い」

「え、なんで俺だけ……」

「キス！」

「うす」

　ばたーん！　扉が閉まる。あまりの勢いに屋根に積もった雪が勝手に落ちた。

「…………
 」

「…………
 」

　二人は無言で窓辺に
戻
 もど

 った。散らかった物を片付けて、毛布をかぶった。

「えぇぇ～……
 」

　アイは頭を
抱
 かか

 え込んだ。

「噓だぁ～～」

　自分がアリスに
恋
 れん
 愛
 あい

 感情を持っている。そう言ったのはディーもだった。だがアイはとても信じられない。あの時と気持ちはなにも変わっていない。もちろんアリスのことは好きだが、それは本にあるような『燃えるような』とか『情熱的な』ものではない。だからこれは、違うはずだ。

　じゃあなんでキスした。

「…………
 あれぇ？」

　
顎
 あご

 を
膝
 ひざ

 の上にのせて、アイは
真
 しん
 剣
 けん

 に考える。なにか、ボタンを
掛
 か

 け違えている気がする。ほかの人はみんな気づいているのに自分だけ気づいていないような、そんな何かを感じる。自分、結構そういうところがあった。

「……アリスさん」

「なんだよ」

「私って、アリスさんの事が好きなんですか？」

「いや、知らねぇけど」

「はぁ!?
 」

　まるではしごを外されたうえに
藁
 わら

 を
摑
 つか

 まされた気分。

「あ、あなた！　あんな事言っておいて！」

「だから多分って言っただろ」

「もう信じらんない……」

　いま、確定した。アリスの事なんか好きじゃない。むしろ
嫌
 きら

 いだ。ああそうだ、こんなデリカシーのない人大嫌いだ。

　そう思うと……、

「……なんか、腹立ちますね」

　アイの
尻
 しり

 に
悪
 あく
 魔
 ま

 のしっぽが生える。額には角が、心には
疳
 かん

 の虫が住み着いてとなりであくびしてる
大
 おお
 馬
 ば
 鹿
 か

 者をしばいてやれと命じている。だからアイは
反
 はん
 撃
 げき

 した。

「ふふん、『キスしたから好き』だなんて、その
理
 り
 屈
 くつ

 で言うと、アリスさんだって私の事好きなんじゃないですか」

　だがしかし、反撃にはさらなる反撃が待っていた。

「ああそうだよ」

　こんどこそ。アイは言葉を失った。

「…………………………
 え？」

「え、じゃねぇよ。言ったろ。俺に矛盾はないって」

「…………
 えっと、それって」

「俺お前のこと好きだぞ」

　あ、月が出た。満月だ。わーい。

「おい」

「あ？　すみません。聞いてませんでした。何の話でしたっけ？」

「俺がお前のこと好きって話だ」

「………………………………
 」

「おい」

「……………………
 ひゃ」

「ひゃ？　ひゃってなんだひゃって」

　
喉
 のど

 の奥から聞いたこともない音が出る。

「ひゃ、ひゃぁぁぁぁぁぁ……
 」

「あ、おい！　どこに行く！　アイ！」

　アイはもう訳が分からなくなって
逃
 に

 げ出した。顔を
隠
 かく

 して、毛布を
被
 かぶ

 って、ベッドの向こうへ逃げていく。

「まてコラ！」

「ひゃああ。ひやあああああ……」

「せめてなんか言えよ！」

　ベッドから机、机から戸棚、果ては
壁
 かべ

 の一部まで使ってアイは逃げた。言葉がひやぁぁぁとしか出てこない。止まったはずの心臓が動いている。

「なんで逃げるんだよ！」

「そっちこそなんで追っかけてくるんですか！」

「お前が逃げるからだろ！」

「だって……だって、だってぇ！」

　結局、最後はベッドの中だった。アイは毛布を被って
布
 ふ
 団
 とん

 に逃げ込み、ダンゴムシみたいに丸くなる。

「ひゃああああ。ひゃああああああ……」

「おい！　出てこいコラ！　アイ！」

「そんな人ここにはいません！　留守です！　居留守です！」

「バッカ！　分かったお前バカだろ！」

　信じられない。なんだこれ。なんだこれ。

　さっきまでは自分が断然有利だったはずなのに！　アリスなんか全然なんにも分かっていないオタンコナスのドテカボチャだったはずなのに！

　わかんないわかんない。もうなんにもわかんない。

「おいこらいい加減にしろ。俺だって結構がんばって言ったんだぞ」

「ひやぁ。ひやぁぁぁ……
 」

「…………
 なんだ、告白してすぐベッド行くなんて、
誘
 さそ

 ってんのか？」

　なんてこというんだ。

「!!
 　アリスさ──うえっげほげほげほ！　ごっほ！　うぐ──」

「ああ、ああ、ああ！　悪かった悪かった！　今のは確かに最悪だった！　謝るから落ち着け！　な？」

「げっほ！　げっほ！　うえっ、ごほごほ！」

　息なんかしなくていいはずなのに、頭に血なんか上らないはずなのに、アイは
咳
 せ

 き込んで止まらなかった。

「バカぁ……アリスさんの……バカぁ……げほ……」

「はいはいおっしゃるとおり、俺はバカです。すみませんでした。そんな咳き込みながら言わなくても分かってるから。落ち着けって」

　
全
 すべ

 ての原因が
優
 やさ

 しい声を掛けてくれる。サスサスと背中を
撫
 な

 でてくれる。そのことがアイにはやっぱり
嬉
 うれ

 しくて、混乱がさっさと片付いてしまう。

「……うそですよ」

「なにが？」

「アリスさんが私のこと好きなんて……噓ですよ」

「なんでだよ。これでも俺は結構
露
 ろ
 骨
 こつ

 だったつもりだぞ」

「はぁ？　たとえば？」

「たとえば……さっきみたいにキスしたのもそうだし、手も
握
 にぎ

 ったし、一緒に生活もしたし、……あとバスケもやっただろ？」

「……バスケはそこに入るんですか？」

「当たり前だろ」

　どうしよう、露骨の意味が全然違う。……いやでも、もしかしてこれもアリスが正しいとか？　分からない。分からない。アイにはなにも分からない。

「んだよ。じゃあお前のいう露骨って何だよ」

「そりゃ、たとえば告白とか……」

「今したな」

「…………
 休日に遊んだり、買い物したり……」

「こっちに帰ってくるまではよくした」

「プレゼントを
贈
 おく

 ったりとか……」

「誕生日」

「キ、キスとか……」

「それもした。しかもそっちからも」

　…………
 あれ？

「で！　でもぉ！」

「うお、びっくりした」

「アリスさんのそれは！　なんか
違
 ちが

 います！　そんなデータだけ並べられても
納
 なつ
 得
 とく

 できません！　だってあなた全然そんな感じ出さなかったじゃないですか」

「当たり前だろ。こんなこと本当は言うつもりなかったんだから」

「あ……」

　
糾
 きゆう
 弾
 だん

 の声が落ちてしまう。

「俺は、本当だったらもうここにはいなかったはずなんだ」

　まただ、この人はまた、一人で決めたのだ。

　好きな人には好きだから好きとは言わず、こころに一筋の傷も残さず消えられるように、自らを押し殺して、生きてきたのだ。

　死ぬために。

「……バカ」

　
柔
 やわ

 らかい布団に
倒
 たお

 れ込んで小さくつぶやく。バカだ。アリスはバカだ。そして自分もバカだ。

「……もうショックすぎます……今日一番のショックです……」

「なんか、悪かったな」

「む。なんでそっちはそんな冷静なんですか。私はこんなにひどい目に
遭
 あ

 ってるのに」

「そりゃ年季が違うからな。俺はこの手の隠し事に関してはプロだぜ」

「
自
 じ
 慢
 まん

 にもなりませんよ」

「ごめん」

　アイは
枕
 まくら

 に
頰
 ほお

 をつけて、アリスの
与
 よ
 太
 た

 話を聞いていた。まるで
寝
 ね

 しなに物語を聞いているよう。言葉は軽く、心にしみいる。

　ふいに、アリスが額を撫でた。なにかそういう
技
 わざ

 でもあるのだろうか。彼はこういうタイミングだけは本当にうまかった。

「……ねえ、アリスさん」

「なんだ？」

「私の事を、もし本当に好きなんだったら……」

　その先の言葉を、アイは言いよどんだ。だってこれではまるで
脅
 きよう
 迫
 はく

 しているみたいだ。
人
 ひと
 質
 じち

 を取って、命が
惜
 お

 しければ言うことを聞けと
脅
 おど

 かしているも同然だ。これは、そんなことに使ってよい気持ちではないと思った。だが
 、それでも
 、





「
一
 いつ
 緒
 しよ

 に、いてください……」





　それでも、アイは言った。なるべく
哀
 あわ

 れに聞こえるように、
命
 いのち
 乞
 ご

 いでもするかのように、彼の
瞳
 ひとみ

 をのぞき込んだ。心に
刃
 やいば

 をあてがって『これが
欲
 ほ

 しければ言うことを聞け』と脅迫した。

　
綺
 き
 麗
 れい

 じゃなくていい。
卑
 ひ
 怯
 きよう

 でもいい。
泥
 どろ

 にまみれて台無しになっても構わない。それでもよかった。

「どこにも行かずに、そばにいて下さい……」

　知らなかった。好きといい、愛という、その気持ちの奥底がこんなにも
汚
 きたな

 くて
粘
 ねば

 ついているとは夢にも思わなかった。一緒にいたいと願う気持ちは鉄の
鎖
 くさり

 で出来ていて、好意の底には
炎
 ほのお

 が
渦
 うず
 巻
 ま

 いているなんて気付きもしなかった。

　アイは、どうしてこの気持ちに気づかなかったのかようやく分かった。愛とは、相手を欲しいと思う気持ちには、間違いなく『悪』が
含
 ふく

 まれていたからだ。

「私のために変わって下さい。もうひとりぼっちで考えないで、自分の命を大事にしてください。……私を生き返らせなくていいです……一人で
鋭
 するど

 くならないでください」

　冷めた
床
 ゆか

 からひっそりと手が
伸
 の

 びてアリスに
触
 ふ

 れた。冷たい死者の手だった。

「……ごめん」

　だがそれでも、届かないものがあった。

「俺、お前のこと好きだし、一緒にいたいと思う。でも……」

　アイは静かに
頷
 うなず

 いた。分かっていた。どれだけ相手を思っても、好きだったとしても、それでも
譲
 ゆず

 れないものが有ることを。

「……結局、俺は変われなかった……」

　
溢
 あふ

 れた水がもとの場所には
戻
 もど

 らないように、放たれた
弾
 だん
 丸
 がん

 はもう、暖かな
弾
 だん
 倉
 そう

 には戻れなかった。

　たとえどんなに願っても。

　それはまさしく未練だった。大人が子供に対して
抱
 いだ

 くように、神々の域にまで達した存在が人を
懐
 なつ

 かしがって泣いている。

「変わろうとしても、変われなかった。変わりたくても、出来なかった……だからきっと俺はもう、こういう存在なんだと思う……だから、アイ、俺はお前がなんと言おうと、俺の勝手を押し通す」

「……仕様が無い人ですねぇ」

「でも、お前はそれをいいと言ったぞ」

　アイは笑った。断られたというのに、傷付いてはいなかった。愛情や
憎
 ぞう
 悪
 お

 を裏切ってでも、
叶
 かな

 えるべきものがあると知っているからだ。それを、アイは夢と呼ぶ。

「だからアイ。お前を絶対生き返らせる！」

「お断りします」

　だったら自分は、あくまで反対の場所にいよう。

「なんでだよ！　ナインに言った言葉は
噓
 うそ

 だったのか!?
 」

「いいえ、あれは私の信念から出た言葉でしたよ。でも、アリスさんは
駄
 だ
 目
 め

 です」

　アイはもう知っている。感情に
勝
 まさ

 る信念があることを。

　だが同時に、信念に勝る感情もまた、あることを。

「この感情が
恋
 こい

 なのかなんなのかは分かりません。でも、あなただけは、駄目なんです」

「だから……なんでだよ……」

「だから、分かんないっていってるでしょ」

「……あのなぁ」

　アリスがついに
力
 ちから
 尽
 つ

 きてベッドの
縁
 ふち

 にうなだれた。アイは
可
 か
 哀
 わい
 想
 そう

 で
可
 か
 愛
 わい

 くて『よしよし』と頭を撫でてやる。

「あなたも可哀想な人ですね。こんな人に懐かれちゃって」

「……それ、自分でいうのか……」

「本当だったら、もうとっくに望みを叶えていたはずなんですけどね」

「そーなー……」

　しみじみいう。そもそも自分に懐かれていなかったら、アリスは一月前に消えているし、その後だって何度も機会はあったはずなのだ。

「
覚
 かく
 悟
 ご

 して下さい」

　ニヤニヤ笑いが止まらない。
腕
 うで

 の中に彼の頭があることが楽しくて仕方がない。

「これからも、あなたは望みを果たせません。ひとりぼっちになんてなれませんからね。なぜなら私がいるんですもの」

　それは、世界で一人になることを
恐
 おそ

 れていた父にいった
台詞
 せりふ

 と同じだった。だが、あの
頃
 ころ

 のアイにはなんの保証も過去もなくて、人を信じさせることなど出来なかった。

「どうです？　信じてないですか」

「……いや、すげーそうなりそうでビビってる」

　顔を上げたアリスはとても弱っちい顔をしていた。アイはやっぱり笑ってしまう。神のごとき力を持った存在が、人に好かれて
困
 こん
 惑
 わく

 している。

「だったら、勝負ですね」

「勝負？」

「はい、あなたの信念と、私の気持ち、どっちが強いか。勝負です」

「……うわ、負けそう」

「そうですか？　私は結構きついと思ってますよ。とくに、アリスさんよりも格好良くて性格いい人に出会ったら『くらぁっ』てなっちゃうかもです」

「……あ？」

「おや、
怒
 おこ

 りましたか？　んふふー、怒ったー」

「……いや、それならそれでいいさ」

「え？」

「俺の事なんか忘れて……お前が幸せになるなら、それでいい……」

「あ！　こら！　その芸風ずるい！　禁止！」

「だったらお前もそういうのやめろよな！　結構ドキッとしたぞいまの！」

「え？　ドキッとしたんですか？」

「はぁ!?
 　なにいってんだアホ！　してねぇよ！」

「二秒で
矛
 む
 盾
 じゆん

 しないで下さいよ！　ね？　ドキッとしました？　どうでした？」

「うるせぇ！」

　
寝
 ね
 床
 どこ

 の中で、アイは立ったり座ったり寝返りを打ったり
隠
 かく

 れたりしながらアリスをからかった。対するアリスはベッドの
片
 かた
 隅
 すみ

 に座ったまま動くこともなく話を聞いていた。

　二人はずっと話していた。曲げられない信念の話をした。消せない感情の話をした。結論はもうとっくに出ているようにも、全く出ていないようにも思えた。

　話題は少しずつ
逸
 そ

 れていって、アイは友達の話をした。ターニャが少し太ったこと、ウッラの瞳が黒だったことの話をした。アリスはこの三日間の話をした。ナインが月まで
逃
 に

 げたこと、
凍
 こお

 らされて万年雪の下に
埋
 う

 められたこと、南の草原で外のクラスメイトを見たこと。

　月の夜だった。

　二人はやっと
穏
 おだ

 やかになれた。アイの死と、アリスの鋭さは会話によって少しずつ角がとれ、まどろみに似た
阿
 あ
 呆
 ほう

 な会話がぽんぽんと飛び出た。

　幸せだった。

　命を
失
 な

 くし、
明日
 あした

 には
腐
 くさ

 り行く定めだとしても、それでも幸せだと胸を張れた。反省はあっても
後
 こう
 悔
 かい

 はなかった。

　ここにいる『わたし』と『あなた』が人生の最小単位だと心から思えた。

「……ね、アリスさん」

　まどろみの気配。
眠
 ねむ

 りが必要なわけでも眠いわけでもないのに
瞼
 まぶた

 が重たくなってくる。きっと安心がそうさせるのだろう。

「なんだよ」

「もう一回、私のこと好きだっていってくれませんか？」

「…………
 」

　あ、照れてる。

　アリスが何を考えているか手に取るように分かった。最初に少し照れて、いまは
冗
 じよう
 談
 だん

 を言って逃げようとしている。

「ね、アリスさん」

　でもいまはそうして欲しくなかった。アイはどうしてももう一度、あの台詞が聞きたかった。言葉にして欲しかった。

「……好きだ」

　果たしてアリスは言った。一体自分のなにが伝わったというのか、とても
素
 す
 直
 なお

 に言ってくれた。胸の奥がふわりと
膨
 ふく

 らむ。顔が勝手に
笑
 え
 顔
 がお

 になる。

「ほら。これでいいのか？」

「ふふふ、ありがとうございます。あ、でも出来ればもう一回……」

「なんでだよ。一回で満足しろよ」

「だってアリスさんわかりにくいんですもん。もうちょっと態度とかに出して下さいよ」

　そうしたら、そもそもこんな
面
 めん
 倒
 どう

 なことにはなっていなかったはずなのだ。

「ね、アリスさん。あなたはどうして、いつから私の事が好きなんですか？」

「さっきから聞いてばっかりじゃねぇかよ。そういうお前は、どうなんだ」

「わ、私はまだ分かんないって言うか、そういうのは早いって言うか……」

「あー、そーですか。自分だけ安全地帯ってわけだ」

「だ、だってしょうがないじゃないですか！　本当にわかんないんですもん！　私のこともそうだし……アリスさんの気持ちも」

　アイはまだ、不安だった。好きだと言われて、恋を知って、それでもアリスの気持ちが分からなかった。心を隠すのが、上手すぎるから。

「……私やっぱり、なんでアリスさんが私を好きなのか、分かりませんもん……ね、どうしてですか？　いつから、私の事が好きだったんですか？」

「ったく……しょうがねえなぁ……」

　言葉どころか思うことすら初めてだろう。アリスは自分の心を語り出した。

「それは多分、
封
 ふう
 印
 いん

 都市の最後の日だ。お前は、死にたがりの俺を救ってくれた」

「……はい」

「今思えばあれからだった」

「……ええ～。なんです？　じゃあアリスさんはちょっと救ってくれた人なら
誰
 だれ

 でも良かったんですか？　へー、ほー、はーん」

「そうかもしれないな。……でもそんな
奴
 やつ

 はいままで一人もいなかったんだぜ」

　アリスは
瞳
 ひとみ

 を細めて過去を見た。

「俺って奴はさ、どうも勝手に『こう』なる
性
 た
 質
 ち

 みたいでさ。いつだって最後には
孤
 こ
 独
 どく

 になってた。これは別に生きてる頃もそうでさ、バスケをしてる仲間にすら言われたよ『どうしてそんなに下手なままで、続けられるんだ？』ってさ」

「それはひどい事を言いますね」

「いや、いじめとかそういうんじゃないぜ？　俺絶望的なまでに玉入れの才能なかったからな。奴らにしてみれば不思議でしょうがないのさ。『試合に出て
活
 かつ
 躍
 やく

 する』とか『モテる』とか以前に『成長する喜び』すら無い中で、なんでそんなに練習できるのかって、俺だって不思議に思うくらいだもんな」

　それでも、
没
 ぼつ
 頭
 とう

 できるのがアリスだった。

「こういう奴には、いずれ誰もついて来れなくなるんだ。いや、そうじゃなくて最初から
一
 いつ
 緒
 しよ

 になんていなかったんだ。価値基準が
違
 ちが

 うんだからな。俺がバスケをする意味と、みんながする意味はきっと、最初から違ってたんだ」

「アリスさんはなんでバスケットが好きなんですか？」

「
跳
 は

 ねてる玉を追い回すのは楽しいだろ？」

「まあ、そうですね」

「以上だ」

「
猫
 ねこ

 か何かですかあなたは……」

　これは
上
 う
 手
 ま

 くならないわけだ。

「それで、俺はいつの間にか一人になってるわけだ。……なかには、そんな一人の俺を『孤高』とかいって、好いてくれる奴もいるけれど、でもそいつらはそんな俺が好きだからこそ、一緒にいてはくれなかった」

「あ……」

「封印世界の最後が、そうだったろう？」

　たしかに、あの世界が
壊
 こわ

 れるとき、彼らはアリスの意思を尊重した。
涙
 なみだ

 して、苦しみながらも、結局は彼の言うとおりにした。それは友人だからのことで、彼らはアリス・カラーが絶対にぶれないと知っていたからだ。

　だが、信念と感情が別にあるように。アリスにだって
寂
 さび

 しさはあった。
誤
 ご
 魔
 ま
 化
 か

 して隠したが、それでも生きたいと思う心はあった。

「でも、お前は違った」

　それを打ち
砕
 くだ

 いたのは、アイだけだった。

「今思い出しても、あれはひどかったな……人がなんとか誤魔化してた
恐
 きよう
 怖
 ふ

 をほじくり返して見せつけるとか。どんだけ
鬼
 おに

 だよ……」

「だ、だって……」

「そのあげくに、自分の夢すら壊して俺を助けるとか、ほんと、バカだよな……でもそれでも俺はやっぱり、すこしは、
嬉
 うれ

 しかったんだ。でも、その時はまだ信じていなかった。そうはいっても、お前もいずれついてこれなくなるんだと思ってた。そんで勝手に幸せになるんだと。そう思ってたのになぁ……」

「ふふん、甘く見ましたね？」

「ああ、いっくら
突
 つ

 き放しても寄ってきて、今では勝負まで
挑
 いど

 んで来やがる。この時点で本当だったら俺の負けなんだけどな」

「残念でしたね」

「はは、そうだな」

　アリスは笑った。そう残念そうでもなかった。

「お前だけだよ。アイ」

　今度は少しだけ残念そう。

「何度も死んで、何度も世界を
繰
 く

 り返して、それでも俺は俺のままだった。それに最後まで付いてきて、それどころか引っぱってくれたのはお前だけだった……俺すら見捨てたアリス・カラーを救ってくれたのは、アイ・アスティンだけだった……」

　だから、

「好きだよ。アイ」

　アリスは言った。

「ちょっと命を救ったくらいでって、いうけどさ。それが俺には、あり得ないくらいなかったんだ。……とても嬉しかったんだ。こうみえてメチャクチャ簡単な男だからな俺は、命を助けられたりなんかしたら、簡単に
惚
 ほ

 れちまうんだ」

「そう、だったんですか……」

「ああ」

「…………
 ひゃう」

　変な声が出そうになって、アイはたまらず
布
 ふ
 団
 とん

 に逃げた。

「おい、なんだ、どうした」

「ひゃぁぁぁぁ……
 」

　アリスは自分の事が好き。

　そのことが、ついに
納
 なつ
 得
 とく

 できてしまった。

「おい！　俺は言ったぞ！　お前もいい加減
吐
 は

 いたらどうだ!?
 」

「な、なにをですか!?
 」

「お前俺のこと好きか!?
 　
嫌
 きら

 いか!?
 」

「～～～!!

 」

　アリスはずるい。好きだと言われて、思い出を語って、

「そんな、そんなのずるい！」

「どっちがだこいつめ！」

「!!
 」

　アリスが暴挙に出た。
被
 かぶ

 っていた布団が引っぺがされる。

「や！　やー！　それ返してぇ！」

「アイ！」

　それどころか
紳
 しん
 士
 し

 協定まで破られて、アリスはベッドに上がり込んでくる。

「ちょ！　ちょっとアリスさん！　それ以上はみんなを呼びますよ！　ユリーさんが来たらボコボコですよ！」

「呼べよ」

「……はぃ？」

「本当に
嫌
 いや

 なら呼べ。それなら俺も下りる」

　そ、そんなのずるい！

「アイ」

「ひゃぁ！」

　パタパタと意味のない動きをしていた両手が
捕
 つか

 まる。

「は、放して下さい！」

「だったらふりほどけばいいだろ。力はお前の方が上なんだから」

「！　そういうのは
卑
 ひ
 怯
 きよう

 です！　
脅
 きよう
 迫
 はく

 です！」

「最初に始めたのはどこのどいつだ！　さぁ白状しろ！」

　そんな目で見ないで欲しい。

　心臓が止まって、呼吸が出来なくなってしまうから。

「──!!
 」

　そしてアイは言った。





「ふんだ！　こんなアリスさん
嫌
 きら

 いですもんね！」





　あう。

「手を放して！　あっち行って下さい！」

　ちがう。こうじゃない。

　それなのに言葉は止まらずに、口から飛び出てアリスを指した。

「乱暴な人は大っ嫌いです！」

「…………
 」

　あくまで小さな声で
叫
 さけ

 んで、捕まった両手は
振
 ふ

 り
払
 はら

 わずに、アイは
拒
 きよ
 否
 ひ

 の言葉を振りまいた。

「……分かった」

「あ」

　両手から
炎
 ほのお

 が
離
 はな

 れた。

「……
怖
 こわ

 がらせて、悪かったな……」

　まるで水を
掛
 か

 けられたように、アリスの熱は引いていった。ベッドを下りて、あっちを向いてその場に座り込む。その背中はしかられた犬みたいに
沈
 しず

 んでいた。

　それは、アイも
一
 いつ
 緒
 しよ

 だった。
膝
 ひざ

 を
抱
 かか

 えてベッドに沈む。

　やってしまった。売り言葉に買い言葉とはまさにこのことだ。いや、でもアリスも悪いと思う。あんなのはやっぱり卑怯でズルだ。無理矢理聞き出すとかそういうのは、良くないと思う。

　なら、自分はズルくなかったか？

「…………
 」

　アイは
黙
 だま

 った。ズルというなら、自分もズルだ。気持ちを伝えられているのに、分からないからと
逃
 に

 げるのは、やっぱりずるい。

　なら、どうするのが、正しかったのか。

　気持ちを伝える正しい手順は、どうすればよかったのか。

「……アリスさん」

「……なんだよ」

「こっちを向いて、くれませんか？」

　自分もきっと似たような顔をしているのだろう。
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 と
後
 こう
 悔
 かい

 を混ぜ込んだような表情が振り返った。

「…………
 」

「…………
 」

　見つめる。いつもとは逆の高低差。

「……すみません。やっぱりあっちを向いてて下さい」

「だからなんなんだよ」

　結局元の位置だった。たぶん、本当は、こういう事は正面から言うべきなのだろうが。今の自分にはこれが
精
 せい
 一
 いつ
 杯
 ぱい

 だった。

　ベッドが
軋
 きし

 んだ。

「アリスさん……」

「！」

　ベッドの
端
 はし

 に足を下ろし、彼を後ろから
抱
 だ

 きしめた。

「お、おい」

「……お願いだからだまっててください。私いま、結構いっぱいいっぱいですから……」

　心臓の音が聞こえる。アリスの音だ。

「…………
 」

　この
期
 ご

 に
及
 およ

 んでまだアイは分からなかったりする。この気持ちがなんなのか。

　アリスといると、楽しい。話をすると
面
 おも
 白
 しろ

 い。一緒にいたいと思う。

　当たり前のように好きだと思う。

　でもこの気持ちが
恋
 こい

 なのかは、分からなかった。物語にあるような
一
 ひと
 目
 め
 惚
 ぼ

 れではないし、『心臓が高鳴り』はしないし『血潮が燃え』もしない。

　だから、決めよう。

　悲しみや愛ですら自分で決めて、つかみ取った人がいるように、自分で決めよう。

　ドクンドクン。
鼓
 こ
 動
 どう

 が速くなっていく。
喉
 のど

 がごくりとつばを飲む。

　深呼吸。たった一言、一言でいい。

「…………
 すぅ……はぁ……」

　それなのに言葉が出てこない。なぜだか怖くて
堪
 たま

 らない。心をさらけ出すときはいつだってそうだ。

　でも、彼はやってくれた。

「アリスさん……」

「ん？」

　だから、アイも言った。





「私も、好きです……」















　心臓が大きく高鳴った。まるで返事のようだった。

「……たぶん、ですけど」

　バカ、そんなこと付け足さなくていいのに……。

　アイは塩を掛けられたナメクジみたいにしおしおになって、アリスの
肩
 かた

 にもたれ掛かった。自分にはこんなに勇気がなかったのかと、絶望的な気持ちになる。こういうの、ユリーと
傷
 ス
 持
 カ
 ち
 ー

 はどうしていたのか聞いておけば良かった。

「ん、俺もだ」

　それでも、アリスはそんな
駄
 だ
 目
 め

 なアイを受け入れてくれた。冷やかしも笑いもせずに、ぽんぽんと頭を
撫
 な

 でてくれた。

　それはとてもいいタイミングで、二人はそのまま動かなかった。

「……ふぁぁぁぁ
 」

　吸い過ぎた息をやっと吐いて、アイはばったりとベッドに
倒
 たお

 れ込んだ。

「はは、おい、生きてるか？」

「いいえ死んでます」

　二人で
趣
 しゆ
 味
 み

 の悪い
冗
 じよう
 談
 だん

 を言って笑う。

「こんなに頭つかったのは生まれて初めてです……」

「そりゃ悪かったな」

「本当ですよもう……ふぁぁぁぁ……
 」

　アリスがベッドの
脇
 わき

 に
肘
 ひじ

 を突く。

「ちょっと、
疲
 つか

 れました」

「……すこし、
寝
 ね

 とくか？」

　時刻はもうとっくに深夜だ。

「……そうですね。そのほうがいいかもしれません」

　死者はなるべく生前と同じ生活をした方がいいと聞く。
我が儘
 エゴ

 にならないために。アイはベッドに足を入れ、布団の中に
潜
 もぐ

 り込んだ。

「……アリスさんも、休んで下さい」

「同じベッドでか？」

「バカ……自分の部屋でですよ……」

　手を
伸
 の

 ばして、
頰
 ほお

 に
触
 ふ

 れる。

「……ちゃんと
掃
 そう
 除
 じ

 してありますから」

「そりゃどうも」

「……寝てる間にどこかいっちゃいやですよ。私の事が好きなら、ちゃんとそばにいて下さい……」

　なぜだろう、やたらと
眠
 ねむ

 い、どこか不自然な感じがする。だがすでに眠りの中にある体は自然なその状態に帰りたがった。

「そうまでいわれちゃしょうがねぇな。なんせ俺はお前が好きだから」

　アリスは笑った。

「一緒にいるよ」

　
噓
 うそ

 つきめ。そう思って、アイは眠りに落ちていった。





　　　　†





　
墓
 はか
 守
 もり

 と人間のハーフだからか、それとも死者の体だからか、アイに盛った眠り薬はずいぶんと効き目が
遅
 おそ

 かった。

「さて……」

　寝息も立てずに眠るアイを前に、アリスはゆっくりと立ち上がる。これからすることをアイに気づかれるわけにはいかなかった。気づけば、絶対に許してはくれない。
嫌
 きら

 いにすらなるだろう。

「……あんた、アイになにするつもり？」

　背後から声。振り返るとそこにナインが立っていた。

　
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 前まではたしかになにもなかったはずだが、アリスはとくに
驚
 おどろ

 きもしなかった。

「
盗
 ぬす

 み見とは
行
 ぎよう
 儀
 ぎ

 が悪いな」

「わ、私はただ単にあんたが悪い事しないか見張ってただけよ！」

「悪い事なんかしないさ。むしろお前だって喜ぶと思うぜ」

「……なにするつもりよ」

　アリスは笑った。

「何度も言ってるだろう？　俺はこいつを生き返らせる」

「……そんなの、アイは望んでないわ」

「だからどうした」

　アイの気持ちは分かっている。それを尊重したいという愛情もある。

　だがそれでも、

　アリス・カラーは止まらない。

「俺のせいで
誰
 だれ

 かが死ぬなんてまっぴらなんだよ……まして……アイ・アスティンが死ぬなんて、あっちゃならないんだ……」

　心に
煮
 に

 えたぎるマグマが
溢
 あふ

 れる。このまま生きていくことなんて出来ない。
諦
 あきら

 めることがアリスには出来ない。

「……だからって、どうするつもりよ…あんたに人を生き返らせる力なんてないでしょう？　……あ、言っとくけど、私は協力しないからね！」

「知ってるよ
魔
 ま
 女
 じよ

 。だれがお前なんかに願うかってんだ」

「むぐ」

　他人の願いを
叶
 かな

 えるのが生きがい的なところがあるナインが
微
 び
 妙
 みよう

 な顔をする。

「そもそも、こいつはなんで死んだ？」

　心臓を指さしてアリスが問う。

「それは……」

「ああそうだ。俺が殺したからだ」

　ナインが
黙
 だま

 り込む。その
隙
 すき

 にアリスは
布
 ふ
 団
 とん

 をはぎ取って、死体の胸に手を当てる。

「ちょ！　ちょっとあんた！」

「やっぱりだ」

「なにがやっぱりよ！　変態！」

「アイの心臓を止めたのはあのときの
弾
 だん
 丸
 がん

 だ」

「？　？　？」

　場所を空けて「
触
 さわ

 ってみろ」と
促
 うなが

 す。五番と六番の
肋
 ろつ
 骨
 こつ

 の向こう、心臓の位置にしこりがある。

「それが、なにか変なことなの？」

「そりゃ変だろう。あの時の弾丸は俺の
全
 すべ

 てだ。だがそれはアイに受け止められて、今の姿に
戻
 もど

 された。じゃあこの弾丸はいったいなんだ
 ？」

「……あれ？」

「やっぱりだ。アイは受け止め損なった
 んだ。だから命を失って。不完全にしか俺を再生できなかった」

「じゃ、じゃあ、この胸の弾丸も、あなたの一部だっていうの？」

「いいや、むしろそっちが俺の本体だ
 」

　ベッドに
膝
 ひざ

 を
突
 つ

 き、アイの胸に手を当てる。その向こうにある止まってしまった心臓と、銀の
銃
 じゆう
 弾
 だん

 を意識する。

　ブザービーター。あの時の感覚を思い出す。アイが自分を受け止めた温かさを思い、もう一度それをやり直す。

「さあ起きろブザービーター。あの時の続きだ」

　アリスが
囁
 ささや

 く。するとひしゃげた銀が
溶
 と

 けたような、銀色の光が部屋に満ちた。光はすぐに暴力的なまでに全てを照らし、ナインの視界を
塗
 ぬ

 りつぶす。

「ちょっと！　なにをするつもりよ！」

「続きだ、目標にも当たらずに、いまだ宙を飛び続ける弾丸に結末をつける！」

「それってまさか……」

「ああ！」

　そして終末が始まった。





「俺の弾丸をアイにやる」





　光が暴れる。夢が
砕
 くだ

 ける。

「やめなさい！」

「黙ってろ！」

「こんなのアイは望んでいないわ！」

「それでも！」

　それでも、

　アリスは、
耐
 た

 えられなかった。

「こんなの！　ゆるせるか！」

　アリスは泣いた。子供のように泣きはらした。

「あんた！　死ぬ気!?
 」

　むろんだ。人一人を殺しておいて、そのうえ
蘇
 そ
 生
 せい

 まで願っておいて、ただで済ます気はない。もとより魔弾の力は、自らを投げ出すことにあるのだから。

　目には目を、歯には歯を、ならば心臓は心臓であらがうのがふさわしい。

「いいえ！　死ねるならまだいい方だわ！　あんた自分が何に成り下がろうとしてるか分かってるの!?
 」

　ナインは見ていることしか出来なかった。すべての願いを叶える彼女は人の願いを
妨
 さまた

 げられない。それがたとえ敵であるアリスのものであっても。

「～～!!
 　アイは許してくれないわよ！」

「わかってる！」

「絶交されちゃうんだから！　あんたなんか嫌いって言われちゃうんだから！」

「それでもだ！」

　笑う顔を知っている。
軽
 かろ

 やかに
跳
 と

 ぶ姿を見ている。いつも楽しそうで、たまにへこんで、名前を呼ぶ声を知っている。

　太陽よりもまぶしくて、月よりも
優
 やさ

 しくて、
炎
 ほのお

 のように暖かい、アイ・アスティンを知っている。

　だがやがて
笑
 え

 みは固まり、
駆
 か

 け回った足は
腐
 くさ

 り落ち、心は
渇
 かわ

 いて〝我が儘〟になる。

　その原因が自分だなんて、耐えられない。

　やれば死ぬ？　いやもっとひどいことになる？　それがどうした、今がすでに
地
 じ
 獄
 ごく

 だ。これが出来ないのなら、心が先に死ぬだけだ。

　だから、これは、ただの
我が儘
 エゴ

 だ。愛情の名を借りた押しつけだ。そんなことは分かっている。アイはこんなこと望んでいない。許してだってくれない。いや、それは勝手な思い込みだ、彼女はきっと『しょうがないですね』といって、結局は相手を許してしまう。だから彼女を言い訳に使うのはやめよう。結局は、アリスが自分を許せないだけの〝我が儘〟なのだ。

「それでも俺は、あいつに生きてて欲しいんだ……」

　どうして。アリスは思う。どうしてこうなってしまったのだろう。最初は自分もただ単純に、生きるのが楽しかったはずなのに、転がるボールを追いかけるのが楽しかっただけなのに、いつの間にか景色は変わって、アリスはいつの間にか一人になっていた。

　どこをどう
間
 ま
 違
 ちが

 えたのか、もはやよく分からない。ナインを止めようとしたこと？　マダムから街を守ろうとしたこと？　クラスメイトを解放しようとしたこと？　その気持ちに間違いはなかった。と思いたい。では方法が悪かった？　自己
犠
 ぎ
 牲
 せい

 を選んだことが悪かったのか？　でもそれ以外になにを選べた？　あるいはそんな風に考える事自体が悪いのか？

　いまだってそうだ。アリスはアイに生きていてほしいだけなのに。
致
 ち
 命
 めい
 的
 てき

 に、間違えている。

「もう、いい、……お前が生きてれば、それでいい……」

　そして、光がアイの肉体にまで届き始めた。共鳴するように体の内側からも光が放たれて、その奥にある弾丸の形を
浮
 う

 かび上がらせる。だがその光もすぐに形を変えて、
拳
 こぶし

 大の
塊
 かたまり

 へと変わっていく。

　どくん、どくん、弾丸が脈打ち始める。同時に光が収まり始める。どくん、どくん、アリスの中で何かが消えていく。慣れ親しんだ死の感覚。

「そのためには、俺は〝我が儘〟にだって、なる」

　そして光は収束し、アリスの心臓は動き出した。





　さようなら。

　最後の言葉はお別れだった。





　　　　†





　ごとり、ごとり、足の一歩一歩を階段に落とすようにしてゆっくりとくだる。ごとり、なんだか
億
 おつ
 劫
 くう

 で
堪
 たま

 らない。心と体の動きが悪い。一階まで下りるのに十分は
掛
 か

 かってしまった。

「……行くのか？」

　今日は本当によく背後から話しかけられる日だ。裏口から出ようとしたアリスはやはり、ろくな反応をしなかった。そんな
余
 よ
 裕
 ゆう

 がなかったからだ。

　待ち受けていたのはユリーだった。

「まったく、あとで顔を出せといっただろうに……」

「おっさん……」

　彼は寒さも気にせずに、
暖
 だん
 房
 ぼう

 もない
廊
 ろう
 下
 か

 で待っていたらしい。

「起きてたのか……」

「あれだけ
大
 おお
 騒
 さわ

 ぎしといてよく言うもんだ」

「……ごめん。いまさら合わす顔もなくてさ」

「こら。そういうのはな、後でもっとつらくなるぞ。謝るときはすぐに謝っておけ」

「……分かっては、いるんだけどさ……」

「それはつまり分かってないということだ」

　年長者らしいことを言われて、アリスは
素
 す
 直
 なお

 に落ち込んだ。いま、この
瞬
 しゆん
 間
 かん

 にも不義理を働いていることが後ろめたかった。

「ふん、
珍
 めずら

 しくしおらしいじゃないか」

　ばしばし！　とユリーがユリーらしく背中を
叩
 たた

 いた。

「もう十分に
殴
 なぐ

 られているようだからな。今日はそれで
勘
 かん
 弁
 べん

 してやる」

「はは……ありがと……」

「うむ……だが、お前それ
 どうなってるんだ？」

　ユリーがアリスの
胸
 むな
 元
 もと

 を指さした。どうやら今の
激
 げき
 励
 れい

 はそれを確かめる意味もあったらしい。こういう事に関しては
抜
 ぬ

 け
目
 め

 のない男だ。

「ん？　ああ、これか」

　シャツの前をはだけて、胸元を見せる。するとそこはべっこりとへこんでいた。

「……心臓がないのか？」

「ご明察」

「……だが、変だ、お前は生きているように見えるぞ？」

　ユリーが首を
捻
 ひね

 る。

「そこが俺にも難しいところでさ、多分だけど、俺は確かに生きてるんだよ」

「心臓がないのにか？」

「いや、ないわけじゃない。それはアイにやったからさ」

「？　？　？　分からんな」

「これは俺も受け売りだけどさ、どうも十五年前に変わっちまったのは〝死〟だけじゃなくて〝生〟もみたいなんだよ。考えて見れば当たり前の話だけどさ」

　死が変わってしまった以上、生にも
影
 えい
 響
 きよう

 は出ていたのだ。とてもわかりにくい形で。

「たとえば、頭が働くけど体が動かないって
奴
 やつ

 がいたとして、果たしてそいつは生きてるって言えるか？　逆に頭だけ死んでる奴は？」

　以前ならば生と死のラインに
跨
 また

 がる者は、すぐに死の側へ落ちて決着がついた。だが変わってしまった世界では、そのラインは太く、広くなり、ひとびとはさまよう余裕すらあった。

　アリスがいるのはそこだ。

「俺は生きているとも死んでいるとも言えなくなった
 。疑わしきは
罰
 ばつ

 せずというか、どうやらこういう人間は全部ネットのこっち側に
戻
 もど

 されちまうらしい」

「ふむ……なんだか分からんが、つまり、お前は生きてるのか？」

「ま、そういうこと」

「そうか！　ならよかった！」

　どうやらそれが心配だったらしい。ユリーはようやく
笑
 え
 顔
 がお

 になった。

「いやな、貴様が心臓をやるとか言い始めたときは、なにが起きるのかと思ったが。そう言うことなら問題ない！　よくやった！」

「はは、ありがとさん……」

　生きていれば
万
 ばん
 事
 じ

 よしというユリーの態度は
心地
 ここち

 よくもあり、同時に不安でもあった。ただ、生きているというだけで、地獄に行ってしまった人間だっているのだ。

　それと、このおっさん地味に
覗
 のぞ

 いてやがったなとアリスは思う。なにが大騒ぎで起きただ。
熊
 くま
 親父
 おやじ

 め。

「じゃあ、俺、そろそろ行くわ……」

「行くって……どこへ行くんだ」

「とりあえず大陸行路を西へ……どこでもいい、港町に出て情報を探すさ」

「なんの情報だ？」

　やはり、言わずに済ますのは無理か……。

「アイを生き返らせる方法だよ」

　ユリーの動きが止まった。

「……いや、アイは生き返ったんじゃないのか？」

「いいや、死んだままだよ。あいつは俺の逆だ。心臓が戻って、生命活動が始まっただけで〝生きているようで死んでいる〟だけだ。だからやがて、あいつを
埋
 う

 める
墓
 はか
 守
 もり

 が来るかもしれない。そのときはフォローしてやってくれ」

「…………
 」

「なんだよその顔は。心配するな。当てがないわけじゃないから──」

「いや、それはいい。そういうことじゃない……」

　ユリーはどう伝えればいいのか測りかねたように
溜
 ため
 息
 いき

 を
吐
 つ

 いた。





「アイを置いて行くのか？」





「……なんだよおっさん。いつもの過保護はどうしたよ？　悪い虫がいなくなって清々するだろ」

「
馬
 ば
 鹿
 か

 もん。あれは俺なりのテストだ。あの程度の障害を乗り
越
 こ

 えられないでなにが愛だ。俺だって最初の妻をめとるときは相手の親に
猟
 りよう
 銃
 じゆう

 持って追いまわされたぞ」

「そんな伝統行事、受け
継
 つ

 ぐなよな……」

「事実、以前のお前はアイの相手にふさわしくなかった」

「…………
 」

　ぐうの音も出ない。

「だがいまは
違
 ちが

 うだろう？　少なくとも、
覚
 かく
 悟
 ご

 はした。それでも、いかねばならんのか？」

「ああ……」

「アイとて、そりゃあ
怒
 おこ

 るし認めないだろうが。
流石
 さすが

 に心臓えぐり出して『返す！』とまでは言わないんじゃないか？　たぶん……おそらく……八割方は……」

「それでも、だ」

「……そうか」

　言いたいことはいくらでもあるだろうに。それでもユリーは飲み込んだ。

「分かった。ならば行くがいい。……ただし、これを持っていけ」

　鼻に向かって銀光が飛ぶ。右手に軽い
衝
 しよう
 撃
 げき

 。

「なんだこれ？」

「西の
詰
 つ

 め所の
鍵
 かぎ

 だ。中に装備と資材がある。バイクもあるから好きに使え」

「いいのかよ」

「いいさ。ただし、
容
 よう
 赦
 しや

 なくお前に
盗
 ぬす

 まれたことにするがな」

「はは、そうしてくれ……ありがとう」

「……ああ」

　ハグ。背中をバシバシとたたき合う男のハグだ。

「……表は目立つ。裏口からいけ……」

「分かった。アイの事、
頼
 たの

 むな……」

「貴様なんぞに言われんでもそうするわい」

　
扉
 とびら

 を開ける。
薄
 うす
 暗
 ぐら

 い。朝がもう近いのだ。





「アリス！」





　家の中からユリーが
叫
 さけ

 んだ。

「せめて生きてろ！　それだけで貴様のような馬鹿はだいぶ違うぞ！」

　それが一番難しい。

　アリスは
闇
 やみ

 に飛び出して行く。





　　　　†





　階段を飛んだ、その下だった。

「きゃ！」

「……うお、誰だよこんなところに。……って、ディーか？」

　今度は完全に予想外だった。階段を下りた先の
垣
 かき
 根
 ね

 に、ディー・エンジーが座り込んでいた。

「なにしてんだお前こんなところで……」

　廊下で待っていたユリーはまだ分かる。だがディーがこんなところにいる理由は見当も付かなかった。

　その
涙
 なみだ

 を、見るまでは。

「ひっく！　なんでアリスがここに……」

「まて、
逃
 に

 げなくていい」

　
目
 め
 尻
 じり

 を
腫
 は

 らしたその顔を見た瞬間、アリスには大体の流れが理解できた。

　……なにが『裏口を使え』だ、あのおっさんめ……。

「……お前も、覗いてた口か……」

「だ、だって、帰ってきたら
誰
 だれ

 もいなくて……階段上ったらおじさまがいて……それで」

「別に責めてねぇよ。気にすんな」

　一体いつから、何人に覗かれていたのかもう考えたくもない。

　朝が近い。もうあと少しで夜が明ける。東に朝焼けの気配、わけも無く犬が
遠
 とお
 吠
 ぼ

 えを上げる。

　二人はなぜか、長い時間
黙
 だま

 って過ごした。いや、実際は
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 と言っていいほど短い時間だったが、それがアリスには何十分にも思えた。おそらくディーもだ。その理由を無理矢理にでもつけるのならば、二人の間で止まっていた
膨
 ぼう
 大
 だい

 な時間がすでに流れ始めていたからだろう。

「で、でもよかったねアリス！　気持ちが通じて！」

　涙でボロボロになった顔に笑みを
浮
 う

 かべて、ディーは始めた。

「私ね！　アイがアリスのこと好きなのは疑ってなかったの！　でも、アリスがアイのこと好きかは分かんなくて！」

　ぽろぽろぽろぽろ涙が降る。雪を
溶
 と

 かして再び
凍
 こお

 る。

「私も！　アイと
一
 いつ
 緒
 しよ

 ！　アリスが誰かのこと好きになるなんて思えなかった！　だから告白とかもできなかったんだぁ！　絶対断られるって思ったし！　っていうかアリスが人のこと好きになるとも思ってなかった！」

「ディー」

「アイと通じ合ってても！　気持ちが届くなんて思ってなかった！　だから、安心してたんだ！　ずっとぬるま湯みたいでいられるって！　全部
勘
 かん
 違
 ちが

 いだったのに！」

「ディー!!
 」

　アリスはディーを
抱
 だ

 きしめた。そんな資格はないと知っていても、そうするしかなかった。

「ごめん……」

「あ」

　その謝罪にいったいいくつの意味があったのかは、二人しかしらないことだった。

　共に生まれ、共に育ち、友情と愛情を学び、そして殺し合った、アリス・カラーとディー・エンジーの物語が、そうして一つの節目を
迎
 むか

 えた。

「う、ううううううううう」

　ディーは泣いた。涙はどれだけ流しても
枯
 か

 れることはなかった。

「ボクこそ……ごめんよぅ……ボク、ボク……全然アリスのこと、見てなかった……さっき聞いて、初めて気づいたんだ……ボク……ボクぅ……」

「いいさ。俺だって、ひどかった……」

　もしも、ここにいるのが〝
幽
 ゆう
 霊
 れい

 〟でも〝
魔
 ま
 弾
 だん

 〟でもない、ただのアリスとディーだったら、この結果は変わっていたのかも知れない。

　だがそれは死んだ子の年を数えるようなもので、どうにもすることは出来なかった。

「ごめんね……ごめんねぇ……つらかったよね？　
寂
 さび

 しかったよね？　それなのにボク……ボク……全然気づかずに、それがアリスなんだって……だから仕方ないんだって……
諦
 あきら

 めて……」

「間違っちゃいないさ。それだって確かに俺なんだし。
恥
 は

 ずかしいけど、あいつに出会うまでは自分でもそう思い込んでたんだぜ？　
孤
 こ
 高
 こう

 の俺かっこいいってさ」

「うん……かっこよかった……」

「はは、ありがとう……」

　ディーは自分から
離
 はな

 れた。

「……それでも、行くの？　気づかせてくれた大事な人を置いて……」

「……ああ」

「……きっと、アリスはアイがいないとまた
戻
 もど

 っちゃうと思うよ……」

「それでも、行くんだ」

「そっか……」

　ディーはそれ以上止めなかった。

「……これ、持ってって」

「なんだこれ？」

「オルタス市長で幽霊のサインだよ。これでも少しは効果あるからさ。ただし、使いどころを間違えると
恨
 うら

 みを買っちゃうかもだけど……」

「十分だ。ありがとう」

「ん……」

　長居はできない。朝が近い。

「バイバイ。アリス」

「ああ、バイバイ」

　それは過去何度と
繰
 く

 り返してきた別れの
挨
 あい
 拶
 さつ

 だった。だがこの日はいままでと決定的に変わっていた。





「バイバイ、アリス……」





　その背中が見えなくなっても、ディーはその言葉を繰り返した。





　　　　†





「ようアリス。はやいな」

　
雪
 ゆき
 搔
 か

 きに出ていた見知らぬ男が言う。

「あらアリスくん。丁度良かった。焼きたて持っていきなさいよ」

　
露
 ろ
 店
 てん

 を開いていた見知らぬ
婆
 ばあ

 さんが
饅頭
 まんじゆう

 をよこす。

「アリスのにいちゃん！　どうしたんだよこんな朝早くから」

　自分より明らかに年上な警備員に「ちょっとな」と断って警備室に入る。中には朝も早くから数人の男達が詰めて
休
 きゆう
 憩
 けい

 していた。その全員がこちらを見て親しげに話しかける。「なにか用か？」「手伝うぞ」「なんでもいってくれ」

「悪い、
見
 み
 逃
 のが

 してくれ」

　武器庫から
拳
 けん
 銃
 じゆう

 二丁と
弾
 だん
 丸
 がん

 百五十発を盗んで、これまた
盗
 と

 ったザックに詰める。いざというときの保存食と、毛布を一枚、それに目の前の男が着ているジャケットまで
貰
 もら

 う。

　これだけの事をしているというのに、彼らはなにも文句を言わなかった。「また秘密か？　まあいいさ、俺たちとお前の仲だもんな」といって
肩
 かた

 を
叩
 たた

 くだけだった。

「ありがとう」

　だがアリスは彼らの事など何も知らなかった。名前も、顔も、

　それを言うなら先ほど街で親しげに話しかけてきた者たちもそうだ。向こうはアリスをよく知っていて、愛してくれるが、それは過去のアリス・カラーが作り上げた
信
 しん
 頼
 らい

 のためだった。

　なんども
記
 き
 憶
 おく

 をリセットされてきたアリスにとって、もはや見知らぬ人から兄弟のように
扱
 あつか

 われることはよくあった。だがどうしても慣れることが出来ない。彼らの言う
英
 えい
 雄
 ゆう

 のようなアリス・カラーが自分とは
一
 いつ
 致
 ち

 しなかった。

　当たり前だ。実際一致しないのだから。

　彼らが見たのはクラスメイトを救うために、自分の命すら捨てさったアリスだ。
恐
 きよう
 怖
 ふ

 を押し殺して英雄を演じ、果てにはそんな自分を信じ込んでしまった〝本物の英雄〟その姿だ。

　それはアリスであってアリスではない。たぶん名前は化物だ。

「かといって……本物の自分ってやつも……もういないんだけどな」

　バイクを選ぶ。最悪なことに雪道だ。なるべく軽くてグリップの
利
 き

 く
奴
 やつ

 がいい。それと
橇
 そり

 もいる。ガソリンを満タンに入れてスタンドを上げ、アリスはバイクをゆっくりと押した。隊員達は最後まで異常に気づかなかった。

　エンジンを始動し、暖気を始める。もう夜明けが近い。押しながら
街
 かい
 道
 どう

 へ向かう。

「
今
 いま
 更
 さら

 ……もう……おぼえちゃいねぇよ……俺がどんな奴だったかなんてさ……」

　
溢
 あふ

 れた水は元には戻らず、
砕
 くだ

 けた食器は直らない。そして、ひとたび放たれた弾丸は、二度と弾倉に帰りはしない。

　当たっても外れても、いずれ砕けて散る
運命
 さだめ

 だ。

　重い。寒い。腹が減った。思えばずっと
寝
 ね

 ていない。

「
贅
 ぜい
 沢
 たく

 言ってるぜ本当に……俺って奴はよう……」

　だけど神とやらはどこまでも皮肉な奴で、自分すら
騙
 だま

 しきった英雄にとんでもない奴を
巡
 めぐ

 り合わせた。

　彼女もまた、英雄だった。それも自分に
匹
 ひつ
 敵
 てき

 するほどの大英雄だ。きっと自分に出会わなければ、その
途
 と
 方
 ほう

 もない夢を本当に
叶
 かな

 えていたかもしれなかった。

　二人の出会いは最高で、そして最悪だった。夢は砕かれ地に落ちた。

　
狙
 ねら

 いを外した弾丸はそこで
朽
 く

 ちる運命だった。

　それなのにアイは
違
 ちが

 った。地に足ついて、立ち上がった。

　そして、アリスにも手を差しのばしてくれた。

　それなのに、

「なんで……変われねぇのかなぁ……」

　息が白い。泣けてくる。

　雪がひどい、足が重い。

「変わろうとも……思わねぇもんなぁ……」

　英雄を愛した人を捨てて、人として愛する人を捨てて、それでもアリスは止まれない。

　止まろうとも思わない。

　多分それが一番の問題なのだろう。起きている者をさらに起こすことが出来ないように、
眠
 ねむ

 っている者をさらに眠らせることが出来ないように、自分を自分でなくすことなど出来ないのだ。

　いずれ、アリスはさらにアリスになっていくだろう。アリス・カラーからブザービーターへ、ブザービーターから魔弾へなったように、いずれは名前すら
失
 な

 くすだろう。

　いまはその日が待ち遠しい。

「おうアリス。遠出かい？」

　
誰
 だれ

 か知らない奴がまた声を
掛
 か

 けてくる。

「うるせぇ……」

「な、なんだよご挨拶だな……この雪だぞ。気をつけろよ」

　誰も知らない所へ行きたかった。誰にも
迷
 めい
 惑
 わく

 掛けない場所で死にたかった。

　静かの海で野垂れ死にしたかった。

　ただ一発の
銃
 じゆう
 弾
 だん

 になりたかった。指向性を持った夢になりたかった。この体には余計なものがつきすぎている。
刃
 は

 が何本もある
剣
 けん

 みたいだ。
突
 つ

 き
刺
 さ

 さって、離れずに、この身を
摑
 つか

 んで離さない。

　それなのに、そんな自分でも好きだと言ってくれる奴がいた。

　人としても、英雄としても好きだと、
全
 すべ

 て理解して受け入れてくれる奴がいた。

　……自分は……そんな奴でさえ……。

「あら、アリスさん。お出かけですか？」

　まただ。誰かが勝手に呼んでいる。

「うるっせぇなもぅ……なんも知らない奴が話しかけんな……」

「あらら、ご
機
 き
 嫌
 げん
 斜
 なな

 めですね」

　無言で追い
抜
 ぬ

 き、置いて行く。バイクが重い。冬なのに
汗
 あせ

 が
噴
 ふ

 き出す。

「このまま行くと街を出ちゃいますよ。どこまで行くんですか？」

　しつこい。

「……どこまでもだよ……海までだっていくさ……」

「それは大変ですね」

「……いいからどっかいけよ。ついてくんな……」

「あらあら、ついていってなんかいませんよ。ただ
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 同じ道なだけですから。むしろアリスさんこそついてこないでくださいよ」





　この辺りで、ようやく。





　アリスは何かがおかしいと気づいた。





　顔を上げる。背後から朝日が
昇
 のぼ

 り始める。





「わ！」

　山脈の頂上から太陽が顔を出して大地を照らした。ミクロン以下の
微
 び
 細
 さい

 な氷結晶が
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 で焼き
払
 はら

 われて
露
 つゆ

 に変じた。

「朝ですよ！」

　そしてアリスは顔を上げた。

「
綺
 き
 麗
 れい

 ですねー」

　世界が生まれ変わっていく。湖面は真っ白に染まり、すっかり冬毛に
生
 は

 え
替
 か

 わった白ウサギが
跳
 は

 ねている。
炊
 すい
 事
 じ

 の
煙
 けむり

 は
一
 ひと
 際
 きわ
 濃
 こ

 くて、人々は久しぶりに顔を出した太陽を
皆
 みんな

 で見ていた。

「ね、アリスさん！」

　その正面に、アイがいた。

　もこもこになるほど服を着込んで、毛足の長いコートを羽織って、それでも寒くて鼻を赤くしたアイが、朝日に目を細めていた。

　
髪
 かみ

 が金色に
輝
 かがや

 いている。
瞳
 ひとみ

 が
翠
 みどり

 に
濡
 ぬ

 れている。

　そしてその息は真っ白で、暖かで、

「……アイ」

　それがアリスには、泣けて、泣けて、

「……お前……生き返ったのか？」

「いやいや、それをあなたが言うんですか？　生き返ってはいませんよ。さしずめキリコさんと同じ状態です」

「ああ……そうか……」

　着ぶくれしたペンギンみたいな奴が顔をしかめる。

「どうしたんですか？　さっきからボケボケですよ」

「…………
 おい、お前何しに来たんだ」

　アリスは厳しい声を出した。

「えっと、それがですね、私の部屋に忘れ物を見つけまして、それを持ち主に返しに行くところなんですよ」

「ほう」

　どるるん、エンジンは十分に暖まっている。アリスはバイクに
跨
 また

 がった。

「
間
 ま
 抜
 ぬ

 けな奴だな、そいつはもう見つかったのか？」

「そうですね。見つけました」

　生に満ちた輝きが、それを捨てようと口を開く。

「アリスさん。あなたの心臓をお返しします。私はこれ、
要
 い

 りません」

「断る」

　ひゅるるるるー。と風が通り過ぎていった。まるで
早
 はや
 撃
 う

 ちみたいな空気が流れる。アリスはバイクのグリップに手を掛けて、アイは
駆
 か

 け足の体勢を取る。

「じゃ、仕方がありませんね」

「は？」

　
緊
 きん
 張
 ちよう

 が極限まで高まった辺りで、アイはすっと一歩引いた。

「またの機会にしましょうか」

「……おい、それってもしかして……」

「あ、
勘
 かん
 違
 ちが

 いしないでください。これは偶然です。偶然おんなじ道行くだけです。……よいしょっと」

「……おい、お前はどんな偶然で俺のタンデムシートに跨がってるんだ？」

「必然、ってやつですかね……」

「やつですかねじゃねぇよ！　下りろ！」

「わー！　わー！　きゃーきゃー！　あはははー！」

　バイクを左右に
振
 ふ

 ってやる。だがアイは喜ぶばかりだ。

「
無
 む
 駄
 だ

 ですよアリスさん」

　とびきりの
笑
 え
 顔
 がお

 だった。

「私から
逃
 に

 げようなんて百年早いです！」

「は、じゃあ百年掛けて逃げ切ってやるよ！」

「あ！　
噓
 うそ

 です！　二百──五百──いえ！　千年早いです！」

「気の長い話だなおい」

「そうでもないですよ。きっと一瞬です」

　ぎゅっと、アイは目の前の背中に
抱
 だ

 きついた。その体は温かくて、
柔
 やわ

 らかかった。

「……だからそれまで、
一
 いつ
 緒
 しよ

 に居ましょ……」

「…………
 」

「ね？」

「……知らん！」

「あ。また照れてる」

「うるっせぇ！　
舌
 した
 嚙
 か

 むぞ！」

「あ、ちょっとまだ話は──もう！　アリスさんってば！」

　そして、二人は走り出した。

　天国の街を抜け出して、真っ白な
荒
 こう
 野
 や

 を飛び出して、再び旅へと
戻
 もど

 っていった。





「どこに行くんですか!?
 」

「知るか!!
 」





　結末など相手に任せて、

　未来など一つもしらないままに、

　アイと、アリスで、
明日
 あした

 を目指した。


































おわり













　あとがき





　どうもお
疲
 つか

 れ
様
 さま

 です。『神さまのいない日曜日』、最新巻、いかがだったでしょうか？

　いえ、これだけの話では無いですね。だって今回は最終巻なのですから。九巻全部の「お疲れ様」だし、
全
 すべ

 て通しての「いかがだったでしょう？」ですね。

　いやー、終わってしまいました。本当に、終わりました。なんだかちょっと信じられない気分です。
魂
 たましい

 がスコンと
抜
 ぬ

 けております。なに
喋
 しやべ

 ればいいんでしょう。

　なんでしょうね、最後だというのに、あまり言葉が出てきません。いままであとがきを書いてて結構「まだ
途
 と
 中
 ちゆう

 だからこれは書けないな」というネタがいっぱいあったはずなのに、そういうのは謝罪だったりなんだか言い訳めいたりしていて、ここまで付き合ってくれた
皆
 みな

 さんとの最後の場にはふさわしくない気がします。

　なので今回は
謝
 あやま

 りません！　あ、
噓
 うそ

 、出すの
遅
 おそ

 くなったのはごめんなさい。（ホントゴメン！）むぅ、
締
 し

 まらないですねぇ。ま、いでしょ。ここは楽屋裏だし、本当に
駄
 だ
 目
 め

 なら編集さんのＮＧが入るでしょうしね（←四年間の作家生活で覚えた駄目テクニック）。





　それにしても、本当に遠いところまで来たものです。アイも、僕も、そしてあなたも。

　一応、この最終巻までの流れというのは、賞を取ってすぐくらいに編集さんからものすごくやんわりと「続きって書けます？」と聞かれて（富士見いいとこ！）そのときバババーッと考えたものなんですよね。そして、それは大体想定通りに進みました。（もちろん一冊
毎
 ごと

 の内容は考えてなかったですし、三巻、四巻なんかは完全にアドリブでした）

　ところがまぁ、これが想定通りに進まない進まない。アイもアリスも他の連中も、人の言うこと聞くタイプじゃないので、その
度
 たび

 にわーわーきゃーきゃーと大変でした。

　でもそのおかげで、もっともっと、遠いところまで来れました。

　彼女たちに感謝を。俺ひとりでは、とてもこんなところまでは来られませんでした。

　そしてあなたにも、同じ感謝を。

　ありがとうございます。あなたのおかげで、このお話はここまで来られました。昨今、さまざまな作品が内容以外の理由（売り上げとか）によって幕を下ろす中で、行き着くところまで行けたのは
間
 ま
 違
 ちが

 いなくあなたのおかげです。本当にありがとうございます。

　あと、身内になりますが、
茨
 し
 乃
 の

 さん、さんきゅー。初めてのイラストレーターさんがあなたで本当によかったです。
肋
 あばら
 兵
 へい
 器
 き

 さん、ありがとう。
漫
 まん
 画
 が

 版は俺の宝物です。前担当さん、右も左も分からない新人が相手でご
迷
 めい
 惑
 わく

 お
掛
 か

 けしました＆ありがとうございます。現担当さん、いつも感謝しております。これからもよろしくお願いします。デザイナーさん、アニメスタッフさん、角川文庫版の担当さん、そして流通の皆さんも、ありがとうございました。

　本当に、皆さんありがとうございました。俺は幸せものです。





　さて、シリーズが終わってもアイ達の人生が続くように、入江君人ワールドも、ここで終わるわけではありません。現在『
魔
 ま
 法
 ほう

 の子』というお話をやっております。こちらは現代ファンタジーです。
是
 ぜ
 非
 ひ
 是
 ぜ
 非
 ひ

 、読んでみてください。

　で、ですね『魔法の子』は
若
 じやつ
 干
 かん

 男子向けの話になっておりまして、わたくしこれでは女性ファンに不公平だと思い、新作を出すことにしました。

　題して『王女コクランと願いの
悪
 あく
 魔
 ま

 』。内容は、どんな願いでも
叶
 かな

 えるランプの
魔
 ま
 人
 じん

 （くそイケメン）が、よりによってその世界で一番の大
帝
 てい
 国
 こく

 の
姫
 ひめ
 君
 ぎみ

 （願いなんて全部叶ってますがなにか？）のところに来てしまってドッタンバッタンするお話です。ふっふっふっ、これ、
控
 ひか

 えめに言って、いままでの最高
傑
 けつ
 作
 さく

 なので、女子も男子も是非お手に取りください。

　では、また、どこかで、かならずお会いしましょう。

　バイバイ。



入江君人


























特別付録　アイの丘





　雪に閉ざされた山道をゆっくりと行く。真っ白な息を吐いて、カンジキをスキーのように使って登っていく。

　春まで待てばいいのに。と、雪に埋もれかけたアリスが文句を言う。まあまあ、アイは
宥
 なだ

 めて先を急ぐ。峰を越え、沢を
跨
 また

 ぎ、二度も迷ってその場所に着く。

　故郷は雪に埋もれていた。

　ハンプニーが残した破壊の跡は、ほとんど見ることが出来なかった。それよりも一年間の風雪が刻んだ傷跡の方がおおきかった。動物たちによって荒らされた倉庫と、雪の重みで潰れた家屋。

「大丈夫か？」

　アリスが言った。

「微妙です」

　アイは答えて、ふらーっと彼に向かって倒れかかった。アリスが大急ぎで支えてくれた。その焦った顔にニヘーっと笑いかけてやる。すると彼もまたにっこりわらったあとで、アイを雪の山に放り投げた。あとは戦争だった。

　実家には行かないことにした。そんなことよりも、やるべき事があったから。

　村を抜け、再び山に入る。倒木を越え、落石を迂回する。以前は目をつぶっていても歩けた道だったのに、アイは三回も道を間違えた。

　そこはまるで、墓場にするために生まれたような土地だった。

　元は
肥
 ひ
 沃
 よく

 であったろう丘は荒れ果て、化石のような切り株が雪下ろしの風に鳴いている。丸裸になった斜面に生きるものの姿はなく、死者は雪の下に埋もれて息すらしない。

「わ、やっぱり埋もれてますね」

「こりゃ大仕事だな」

　丘の
袂
 たもと

 にあったはずの倉庫はすでに倒壊していて、二人は雪と残骸を掘り起こしてショベルやらクワを見つけ出した。

　雪を掻き、墓石を磨いて、墓場の手入れをする。

　汗が噴き出し、真っ白な息が粉雪を溶かす。

　きっと、明日にはまた雪に埋もれてしまうだろう。そんなことは分かっている。それでもアイは雪を払った。

　ヨーキとアンナの墓を綺麗にした。

　ユートとヨアンナ、ユキとアベル。キヨンとカイン……。

　みんなみんな綺麗にして、アイは最後に、

「──お久しぶりです。お母様。お父様」

　おかえりと言われた、そんな気がした。

　アイは黙った。他に言葉が出てこなかったからだ。

　アリスも黙った。黙って、隣に座った。

　ただひたすらに、せつないだけの時間が過ぎた。悲しいような惑うような、眠いような痛いような、愛しいような、つらいような……。

　キヅナ・アスティンとハナ・アスティン。

　その二人が、こんなところにいないことは知っている。ここにあるのは冷たいだけの石の板と、朽ちゆく古い肉体だけだ。

　それでも、アイは長い時をその場で過ごした。出来ればこのまま雪に埋もれて、ずっと一緒に居たいと思った。でも、

「冷えるな」

　アリスがコートの前を広げてアイをくるんだ。せつなさが少し弱まって、やがて違うものになってしまった。

　アイは笑った。笑えて、しまった。

「……そろそろ日も暮れますね」

「もういいのか？」

　ええ。答えてアリスのコートから抜け出して。立つ。

　──寂しくなったらまた来ればいい。時間はいくらでもあるのだから。

「行きましょっか、アリスさん」

　まるでダンスでも誘うように、アイは彼に手を伸ばした。

「ああ」

　暖かな手が繋がりあって、二人はともに、立ち上がる。

「ふふふ、アリスさん」

「ん？」

「ずーっと一緒に、いましょうね」

　アリスがびっくりしている。アイがそんなことを言い出すなんて、夢にも思っていなかったのだろう。でも、

「ああ」

　彼は笑って、そういった。

　大喜びでその腕を取って、しっかりと抱きしめながら歩き出す。

　目の前には無限に続く世界があった。そして無窮の時間があった。





　まだ少しだけ、夢を見ている気分だった。









神
 かみ

 さまのいない
日
 にち
 曜
 よう
 日
 び

 Ⅸ
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